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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一　汚けがれた街


二　糧かてを得るために


三　生きるための罪の重さ


四　昼の鳥と夜の鳥


五　水すい神じん共きよう工こうの影


六　黄こう帝ていの導く光


終
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本文イラスト／伊藤明十






　序







　この世の西の果て、黄こう河がのいづる所に大山崑こん崙ろんの丘おかがある。崑崙には黄こう帝ていや西せい王おう母ぼなどの神々が住まい、鳳ほう皇おう鸞らん鳥ちようという鳥たちが彼らの城を見守っていた。


　鳳皇の状かたちは鶏とりのごとく、鸞鳥の状は翟きじのごとく、ともに羽は五ご彩さいで、五音の声をもって世の太平と聖王の兆きざしを告げるという。





　ある時、その鳥は黄帝に下界に降りるように命じられた。


　──人の世が乱れ、悪神が蘇よみがえる。昼と夜を分かたず、ともに地上を守れ。


　黄帝は言った。


　あり得ないと、鳥は思った。鳳皇は昼を、鸞鳥は夜を見守る。天の理ことわりとして昼と夜が隔へだてられているように、自分たちは決して相あい容いれない。しかし一方で、自分たちが天の理に外れていることも、自分たちには、崑崙での居場所がないこともわかっていた。


　──試ためしてみよう。自分たちには人の世を安あん寧ねいに導く力があるか、そして、彼が仕えるにふさわしい者であるかを。


　そうして、鳥は人の住む世界に舞まい降りた。




　一　汚けがれた街







　まだ午ひるを過ぎたばかりだというのに、その邑むらには薄うす闇やみが満ちていた。空を厚い黒雲が覆おおっているからである。正しくは雲ではない。瘴しよう気きが凝こって、空の低い所を漂ただよっているのである。瘴気は渦うずを巻き、膨ぼう張ちようと収縮を繰くり返して、まるでそれ自体が意思のある生き物のように蠢うごめいていた。


　瘴気は家々の近くまで降りていた。黒い靄もやとなって、路みちの両りよう脇わきに立ち並ぶ家屋の輪りん郭かくを滲にじませている。家の壁かべはひび割れ、屋根に葺ふかれた茅かやは半ば剝はげかかっていた。靄を透すかしてよく見れば、壁のひびの間には蜈蚣むかでに似た青い虫が何十匹ぴきも身を縮めて潜ひそんでいた。屋根の茅の隙すき間まからは、五寸ほどもある巨きよ大だいな芋いも虫むしが首をもたげて辺りの様子を窺うかがっている。


　物音一つしなかった。人の声も、馬車の車輪が路を踏ふむ音も、何も聞こえない。


　ふと、鳥の羽ばたく音が響ひびいた。体も翼つばさも、辺りに凝る瘴気よりも黒い鳥である。鳥は屋根に舞い降り、茅の中に逃のがれようとした芋虫を、その鋭するどいくちばしで挟はさんだ。身をよじらせる芋虫を、鳥は一気に呑のみ込む。鳥が飛び立ち、闇に霞かすむ空へ消えると、辺りは再び不気味な静せい寂じやくに支配される。


　城じよう郭かくの門の下には、栗くり毛げの馬に乗って、一人の少年が街の様子を眺ながめていた。生き成なりの麻あさの布ほ衣いに羊の裘かわごろもを重ね着し、左の上じよう腕わんには蛇へびの形をした銀の腕うで輪わをつけている。


　少年の歳は十五、六ぐらいだろうか、髪かみを首の後ろでくくり、くっきりと弧こを描えがく眉まゆと、大きな黒い瞳ひとみが印象的な美び貌ぼうの持ち主である。しかし、快活そうなその眼めは、今は愕がく然ぜんと見開かれていた。


「……何、この瘴気。どういうこと？」


　少年──晄こうは、ぶるっと身み震ぶるいをして裘の襟えりをかき合わせた。


「ひょっとして……これ、みんな妖あやかし？」


　晄は、ゆっくりと馬を歩ませる。軒のき先さきには、巨大な女じよ郎ろう蜘蛛ぐもが巣を張っていた。その蜘蛛は女の顔をしていた。通り過ぎる晄をジロリと目で追う。


『どうやら、陝せん邑ゆうは妖に占せん領りようされてしまったらしいな』


　少年の左ひだり腕うでに巻きついている小蛇が喋しやべった。一見腕輪に見えるが、その正体は水すい妖よう化か蛇だ族の王である。聖なる戈、炎えん招しよう戈かの使い手となった晄に従い、彼は汪おう李りと名づけられていた。


「三月も半ばだっていうのに、真冬みたいだ。それも妖のせい？」


　晄はあらためて周囲を見み渡わたした。道ばたには雑草すら生えていなかった。廃はい屋おくの間には梅や李すももの木が植えられていたが、冬芽はまだ硬かたそうだ。枯かれてしまったのかもしれない。


『この地が、陰いんの気に偏かたよったからだ。陰に属する妖ばかりが集まったのもそのせいだろう』


「陰の気？　瘴気とは違ちがうの？」


『陰いん気きが人の目に映るほど濃こくなったものを、お前たちが瘴気と呼ぶようになったまでのこと』


　この世には陰いん陽よう二つの気があり、それらは光と影かげのように、相反するものでありながら、一方がなければもう一方も存在できないのだと汪李は言う。


『通常、陰と陽は均きん衡こうを保ちながら動いている。その動きがこの世のすべてのものを消長盛せい衰すいさせているのだ。季節が巡めぐるのも、生き物が成長し、老いて死んでいくのも──。その均衡が崩くずれた時、旱ひでりや大雨などの災害が起こる』


「じゃ、陽の気が善よいもので、陰の気が悪いものってわけじゃないんだ」


『春と夏は陽に属し、秋と冬は陰に属する。陽の気によって植物は芽め吹ぶき、陰の気によって実るのだ。善悪で分けられるものではない。ただ、生き物の生は陽に、死は陰に属するゆえ、お前たち人間は陰の気を禍まが々まがしく感じるのであろうな』


「そうなんだ……。人の死は陰に……」


　晄は、思わず馬の首をそっと撫なでた。


　昨年の暮れ、この陝邑は一頭の妖によって、一夜のうちに滅ほろんでしまった。


　妖の真の姿は、平へい圃ほを守護する神しん妖よう、駮はくであったのだが、その駮は創つくられて間もない時に、太古の神々の戦いのために天から墜おち、自分が何ものか知らなかった。駮は、長い時間をひっそりと独りで過ごしていたが、ある時、呪じゆ詛そをかけられ、晄を殺すために黄河を下った。そして、その途と中ちゆうにあった屈くつ邑ゆう、陶とう邑ゆう、陝邑の民たみ人びとを皆みな殺ごろしにしてしまったのである。


　その駮の心を育て、呪詛を解いたのが晄だった。ともに罪を償つぐなおうと炎招戈に誓ちかい、晄は駮を従えると、煒い白はくと名づけた。


　晄が乗っているこの馬は、煒白の変へん化げなのである。


（ごめん、煒白。俺、簡単に考えすぎていた）


　陝邑の立て直しは、亳はく邑ゆうの領主である楓ふう牙がが指揮を執とるよう王命が下った。楓牙自らが陝邑に赴おもむくと聞いて、晄は楓牙に同行を願い出た。少しでも罪を償いたかったからだ。その時は、こんな無む惨ざんな陝邑の様子を煒白に見せることになるとは思ってもみなかったのだ。


　そんな晄の心中を察したのか、


『予想はしていた。私が招いたことだ。償わなければならない』


　煒白は言った。淡たん々たんとした口調だった。妖に乗っ取られた陝邑を見てどう思ったのか、晄に悟さとらせまいとしているのだろう。


「うん。がんばろう。まずは、楓牙たちと合流しなくちゃ。今、どの辺にいるかわかる？」


　晄は、あえて明るい声こわ音ねで答える。楓牙は、一個師団を率いて昨夜のうちに亳邑城を出発し、彼とは陝邑で落ち合うことになっていた。


『北西の方角──陝邑城の近くにいる』


　煒白は、首を上げて気配を探さぐる。


「急ごう。きっと俺たちが来るのを待ってる」


　晄は手た綱づなを握にぎり直した。


　街の中心に近づくにつれ、妖の数が増してきた。路にはびっしりと虫や蜥蜴とかげのような小さな妖が這はい回り、それらを二本の尾おがある山やま猫ねこや、角の生えた猿さるなどの妖が捕ほ食しよくしている。煒白の接近を知ると、妖たちはキィキィと耳みみ障ざわりな声を発して、サッと散った。


　晄には妖の声を聴きくという特とく殊しゆな能力があったが、ここの妖たちの言葉は聴こえなかった。恐きよう怖ふ心しんや警けい戒かい心を感じるだけである。言葉を持たない下級の妖なのだろう。


『陰に属する妖ばかりだと思っていたが、毛色の変わったのがいるぞ』


　汪李が前方に首を伸のばす。


「え？」


　大路の先は瘴気で黒く霞んでよく見えなかったが、一点だけポッと灯ひが点ともったように輝かがやいている。


「何あれ──、もしかして」


　近づくにつれ、灯の正体が明らかになってきた。小さくて、ふわふわとした黄色い綿毛に包まれていて、細いくちばしがちょんとついていて──。


「ひよこ────!?」


　大きさも色も、まさに鶏にわとりの雛ひなだった。羽毛が濃いのか、首や脚あしの位置がはっきりせず、何となくもっさりと垂れ下がった感じだ。本物の鶏ではない証しよう拠こに、そのひよこはこの瘴気の中にあって、灯ともし火びのように辺りを照らす輝きを放っていた。


『何だよ、おれとやろうってのか？』


　しかも喋っている。


　晄は手綱を引いて、煒白を止めた。


　ひよこは全体としては愛らしかったが、目つきは剣けん呑のんだった。


『おれが小さいからって、なめんじゃねーよ』


　喋り方は、愛らしさとはほど遠い。


　ひよこは晄たちに向かって言っているのではなかった。瘴気に紛まぎれてそれまで見えなかったが、ひよこの視線の先には、大きな黒い犬が群れていた。よく見れば肢あしが六本ある。口こう唇しんからは牙きばがはみ出し、だらだらとよだれを垂らしていた。


　小さなひよこは、自分を食べようとしている大きな犬と相対しているのだ。


『見事なまでに、陽気ばかりを放っておるな。陰気に満ちたこの街では、喰くってくれと言っているのと変わらん』


　汪李が可笑おかしそうに言った。


「そんな、妙みような感心してる場合じゃないよ。助けなきゃ」


　晄は慌あわてて煒白から下りた。途と端たんに、煒白は白はく煙えんに包まれる。彼は、一角の馬が浮うき彫ぼり装そう飾しよくされた脛すねあてに変化すると、晄の右みぎ脚あしに取りついた。


　神妖の脚きやく力りよくを得た晄は、ひよこに向かって一気に跳ちよう躍やくする。犬たちがひよこに躍おどりかかった。晄は着地と同時に、今まさに喰われようとしていたひよこをつかみ、間かん髪はつ容いれず再び地を蹴けった。犬たちはガキッと牙を鳴らしてそれまでひよこのいた場所を嚙かむ。


　晄は、ひよこをつかんだまま駆かけ出した。


『いきなり何だよ、放せよ』


　ひよこは小さな翼つばさをバタバタと振ふり回す。


「でも、今、放しちゃったら──」


　晄はちらりと後ろを振り返った。犬が「ジュウジュウ」と、不気味な声で吠ほえながら、追いかけてくる。ひよこの翼は綿毛に覆おおわれていて羽は生えていない。飛んで逃にげることはできないだろう。というか、鶏の妖だったら、大人になっても飛べない。


『おれは従じゆう従じゆうなんかに負けねえよ。心配するな』


「──あの犬、従従っていうの？」


　そのまんまだ。


『むしゃくしゃしてたとこなんだ。おれを放せ、あいつらと一戦やらせろ』


　ひよこは、お手々と呼んだ方がふさわしい片かた翼よくで従従を指す。


『威い勢せいのいいことだな』


　汪李が小さく笑った。


『それがおれの取り柄えだ。ってか、化蛇の兄さん、何でおとなしくこいつの腕うでに絡からまってんの。追っかけられてんのは、あんたの主あるじだろ。雷かみなりぐらい喚よぼうとか思わないわけ？』


　ひよこは横目で汪李を見る。一目で汪李の本ほん性しようを見み抜ぬくところを見ると、ただものではないらしいが、水妖の王を『兄さん』で済ますとは、いい度胸である。それも取り柄なのだろうか。


『追われているのはお前だろうが。ま、やっても構わぬが』


「だめーっ！　近くに亳邑の兵士がいるんだよ。本性を見られたらどうするの！」


　汪李が腕からほどけかかり、晄は脇をしめた。ひよこを抱えていたのも左腕だったため、当然のことながら、ひよこで汪李を押さえることになった。
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『『うざい』』


　異常接近した小蛇へびとひよこは同時にそう言い、渋じゆう面めんを作った。


　その間にも、六本肢の犬は凄すさまじい勢いで追いかけてくる。煒白が変化した脛あてをつけていなければ、とっくに追いつかれているところだ。


『次の角を左に曲がる』


　煒白が言った。


　晄はほとんど速度を落とさず、角を曲がる。曲がった先の路みちには、首だけが妙に赤い犬が群れていた。突とつ進しんしてくる少年に気づき、「ブヒッ」と豚ぶたのような声で吠え、一いつ斉せいに飛びかかって来る。


『跳とぶ』


　煒白の声に、晄は脛あてを着けた右足で地を蹴った。晄の身体からだが、自分の背せ丈たけの倍以上も高く跳はね上がる。当然の成り行きで、赤い首の犬たちは、六本肢の犬の群れに突つっ込むことになった。


　異形の犬たちの大乱らん闘とうが始まった。晄は、犬たちの輪から少し外れた場所に着地し、「ジュウジュウ」「ブヒブヒ」と激しくもみ合う犬たちを呆ぼう然ぜんと見守る。


『あのブヒブヒいってる方、あれは、獦かつ狙そだ。従従も獦狙も人を喰うぞ』


　ひよこがこともなげに言った。


「それを早く言ってよ！」


　晄は慌てて駆け出した。案の定、獲え物ものの逃とう走そうに気づいて犬たちが追ってきた。


「晄！　こっちだ！」


　路の突き当たりで、青年が手招いた。長い黒くろ髪かみを簪かんざしで留め、小さな冠かんむりを着けている。白しろ狐ぎつねの裘かわごろもの上には錦にしきの裼せき衣いを羽織っていた。彼の背後には、髪かみを頭頂近くでくくり、弓を背負った黒い裼衣の青年が、影かげのようにつき従っている。さらにその後には、甲かつ冑ちゆうに身を固めた兵士が立ち並んでいた。冑の文様が、呪じゆ術じゆつ師しで組織された眉び軍であることを示している。


「楓牙！」


　晄がゼイハーと息を切らせ、錦の裼衣の青年に駆け寄ると、


「無事でよかった」


　彼は、笑えみを浮かべて晄の頭をくしゃりと撫なでる。


「戦せん鼓こを鳴らせ。弓きゆう弦げんを引け」


　楓牙は、背後の兵士たちに向かって命じた。


　その時には、追って来る犬たちの数が半分に減っていた。獲物を渡わたすまいと互たがいに争い、致ち命めい傷しようを負った仲間を喰らうものもいたからである。


　ドン、ドン、ドン──。


　兵士が、青銅の胴どうに聖牛の革かわを張った太たい鼓こを打った。腹に響ひびくような野太い音が鳴り渡る。他ほかの兵士は、矢をつがえずに弓を構え、弦げんを弾はじいた。ビィーン、ビィーンと、不可思議な共鳴音が、戦鼓の音に重なる。


　追ってきた犬たちは足を止め、怯おびえたように身を縮めた。戦鼓と弓弦の音は、妖あやかしを除よける力があるのだ。数頭の犬は、力なく尾を下げて音から遠ざかろうと後あと退ずさったが、獲物を諦あきらめきれずに、牙を剝むき、じりじりと近づいて来るものもいた。


「効かぬか──。累るい焰えん、とどめを刺させ」


　楓牙の声に、黒い裼衣の従者が矢や筒づつから数本の矢を取りだした。


「え？　滅ほろぼしちゃうの？」


　晄は楓牙を振り仰あおぐ。


「あやつらから逃げ切れるのは、お前ぐらいしかいないだろう」


「……そうだね」


（楓牙には、率いてきた兵士たちを守る義務があるもの……）


　仕方がないと、晄は自分自身に言い聞かせる。


　その時、手の中のひよこが目だけを上げて晄を見上げたが、晄は気づかなかった。


　累焰は鏃やじりに向かって呪じゆを唱えた。一歩進み出て楓牙の前に出ると、弓を構える。それらの矢をつがえ、近づいて来る犬たちに向かって連射した。累焰は一いつ矢しも外さなかった。呪のかかった矢を射られた犬たちは、黒い塵ちりとなって地面にこぼれ落ちた。


「止やめよ」


　楓牙が、戦鼓と弓弦の音を止めさせた。途端に、どこからともなく虫が湧わき、食い散らされた犬の死し骸がいに群がった。朽くちかけた家の屋根の上で、二本の尾おがある山やま猫ねこや、一つ目の烏からすが恨うらめしそうに死骸を見下ろしていた。人間を警けい戒かいして近づかないのだろう。


　犬の死骸は、瞬またたく間に虫に喰い尽つくされた。食べる物がなくなると、虫たちはどこへともなく姿を消した。屋根にいた猫や烏もその場から去り、辺りはしんと静まりかえる。


　晄は呆然とその様子を見守っていた。


『んじゃ、おれはここで』


　晄の右手から、ひよこがするりと抜ぬけ出た。パタパタと手を羽ばたかせ、ひよこは地面にふんわりと着地する。


「あ、ちょっと待って。また襲おそわれたら──」


　晄は、ひよこを拾おうとしたが、


『おれが、こんなやつらにやられるわけねーだろ』


　ひよこはぴょーん、ぴょーんと、自分では飛んでいるつもりらしく翼を羽ばたかせ、──実際には跳ねて──、瘴しよう気きの靄もやの中に姿を消してしまった。


「大だい丈じよう夫ぶかなぁ……」


『大丈夫であろう。脆ぜい弱じやくな妖であれば、この街に足を踏ふみ入れた時点で喰われておる』


　汪李はクスクスと笑った。


　呪術師である眉軍の兵士たちは「あのひよこ、何ものだ」「この瘴気の中で、陽気をまとっていたぞ」と、目を丸くしていた。
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　その頃ころ、王都奄えんでは──。


「楓牙は、うまくやっておるかの」


　回かい廊ろうに出た殷いん王陽よう甲こうは、霞かすみがかった青空を仰いだ。


　評議を終え、政務を行う重屋には大勢の官かん吏りが平へい伏ふくして王の退出を見送っていたが、陽甲は立ち止まって、しばし穏おだやかな空を眺ながめる。日差しは暖かく、心ここ地ちよかった。


「御ご心配ですかな」


　宰さい相しようの曹そう晏あん仲ちゆうが顔を上げた。皺しわに埋うもれた目を細めている。


「この王都奄は、うららかな春が訪おとずれたというに、陝邑は瘴気に覆われ真冬のようだと思うと、さすがにの……」


　陽甲は苦く笑しようした。


　陝邑の状じよう況きようは、王直属の占せん術じゆつ師し──貞てい人じんたちの占うらないにより、以前からわかっていた。陝邑を立て直したところで、何千という民たみの血が流れた街に住みたいなどと思う酔すい狂きような者はいないだろう。しかし、このままうち捨てておくことはできなかった。


　陝邑は軍事、外交面での要所である。陝邑の西は、隣りん国ごくの周しゆう、南西は召しようの支配下にあり、黄河を挟はさんで北にある蒲ほ邑ゆうは、王家に並ぶ大貴族虞ぐ氏が治めていた。虞氏は一応殷王に忠誠を誓ちかっているが、いつ謀む反ほんを起こすとも限らない。


　だから陽甲は、楓牙が難なん儀ぎすることを承知の上で、彼に陝邑の復興を命じたのである。


「主上が御み心を砕くだいていると知れば、楓牙様も喜ばれましょうな」


「どうであろうか。あやつは余を疎うとんじておろう。余も楓牙を好いてはおらぬがの」


　陽甲の母は先々代の殷王祖そ丁ていの正せい妃ひであり、楓牙の母は妾妃だった。ともに王城の後宮で過ごした時期もあったが、歳が離はなれているせいもあって、当時の陽甲にとって、楓牙は遠い存在だった。母や同腹の弟妹たちの、楓牙に対する誹ひ謗ぼう中傷に同調することはあっても、親しみを覚えたことはなかった。


　王の寵ちよう愛あいを争う妃きさきたちの背後には、それぞれの氏族の存在がある。父、祖丁が崩ほう御ぎよし、南なん庚こうが王位を継ついだ後も、陽甲の氏族と楓牙の氏族との確かく執しつは続いた。


　それが一気に表面化したのは、十五年前の王位争いだった。


　南庚には子がいなかったため、祖丁の長男である陽甲が王位を継ぐことになっていた。しかし、南庚の妃が男子を産むと、南庚は陽甲を廃はいし、産まれた子を立太子しようとした。


　その折、楓牙の氏族は南庚についたのである。


　その後、氏族間でどのような争いがあったのか、陽甲は詳くわしく知らない。ただ、南庚が呪じゆ殺さつされたらしいことや、産まれたばかりの南庚の子が行方ゆくえ知れずになったことは耳にしていた。


　楓牙は南庚の子に仕えることになっていた──と、陽甲が知ったのは、即そく位いしてだいぶ経たってからのことだった。


　不ふ愉ゆ快かいには思ったが、王位争いの時、楓牙はまだ四つであったし、彼の氏族も今は自分の傘さん下かに入っている。陽甲は、同腹の弟たちと同じように、楓牙をどこかの邑の領主にしてやろうと思った。王の血けつ縁えんが邑を治めることで、殷は結束を固めてきたのだ。


　ところが、楓牙は邑を賜たまわることを拒こばみ、臣に下って軍ぐん籍せきに身を置いた。妾しよう腹ふくの王子ゆえの遠えん慮りよというのが、表向きの理由だが、


　──楓牙王子は、行方知れずの南庚王の御み子こに、未いまだ忠義立てしておられる。


　そんな噂うわさが飛び交かった。おそらくそれが真実なのだろう。


「未だ根に持っておられるか」


　晏仲は、長い白はく髭ぜんを撫でながらフォッフォッと笑った。陽甲が生まれる前から将として仕えていたこの老人は、十五年前の王位争いや陽甲と楓牙の確執の一部始終を見ている。


「ですが、楓牙王子は武官であった時も、今も、主上に誠心誠意尽くしてござろう」


「あやつは、余ではなく国に尽くしておるのだ」


　陽甲は忌いま々いましげに答えた。


　数年前、先代の亳邑の領主が亡なくなったのをきっかけに、陽甲は力ずくで楓牙を亳邑に封ほうじた。小生意気な末まつ弟ていに自分の権力を思い知らせ、意に従わせたかったからだ。


　古いにしえの都亳邑は、有力な貴族たちが覇は権けん争いにしのぎを削けずるやっかいな地域だが、楓牙はよく治めた。陝邑の復興という無理難題にも、自らが眉軍を率いて果か敢かんに挑いどんでいると聞く。


「充じゆう分ぶんではござらぬか」


　晏仲は可笑おかしそうだった。


「まあ、そうだな。決して可愛かわいい弟とは思わぬが、あやつなりにがんばっておることは認めておる。だから、陝邑を丸投げしたことについて良心が痛むのであろう」


　陽甲は正直に言った。


「主上、陝邑の様子を占っても構いませぬか？」


　唐とう突とつに話に割って入ったのは、貞人の長、大だい史し令れい隗かい利り條じようだった。年ねん齢れいも性別すらも忘れさせる白はく皙せきの美び貌ぼうが微かすかに強こわばっている。利條は優すぐれた未来さき読みの才を持っている。何か予感がしたのかもしれない。陽甲は、居並ぶ官吏たちを先に下がらせ、晏仲と貞人たちを重屋に残すと、利條に占せん術じゆつを命じた。利條は亀きつ甲こうに坑を穿うがち、木もく片へんの炎ほのおをそれに当てる。彼は柳りゆう眉びをひそめ、ひび割れた亀甲を食い入るように見つめた。


「主上。──この一件、章しよう玄げんが関かかわっておりまする」


　やがて、利條は言った。晏仲は身を乗り出し、貞人たちが愕がく然ぜんと瞠どう目もくする。しかし、陽甲は彼らの様子など目に入らなかった。制せい御ぎよできないほどの怒いかりに、心と身体からだが支配されていく。


「ぬうううっ。あの裏切り者め──！　どこまで余を愚ぐ弄ろうするつもりか──っ！」


　陽甲は、バッと立ち上がり、憤ふん怒ぬに目を剝いてギリギリと歯を軋きしらせた。こめかみが熱くなって、視界がチカチカと明めい滅めつする。


「主上、落ち着かれませ！」


　晏仲と貞人たちが取りすがってきた。利條が何か呪を唱えながら、身体をさする。途と端たんに、ぐらりと景色が傾かたむいた。頭の中に闇やみが下りてきたような気がした。


　ふと、気づくと、利條と晏仲が自分の顔を心配げにのぞき込んでいた。いつの間にか夜具の上に寝ねかされている。


「余は……気を失ったのか……？」


　呟つぶやくと、晏仲と利條が、安あん堵どの息を漏もらす気配がした。


「薬湯を用意してございます。起きられまするか？」


　利條に支えられ、陽甲は身を起こした。何かがのしかかっているように全身が重い。


「余の気の病は、よもや誰だれぞの呪じゆ詛そではあるまいの……？」


　信しん頼らいしていた章玄に背そむかれて以来、気き鬱うつになったり、些さ細さいなことで激げき昂こうしたりすることが多くなったが、時を経ても回復に向かうどころか、ますますひどくなっていくような気がする。


「御ご案あんじ召めさるな。亜あ職しよくの者が護まもりを固めてござる。主上に限り、何なん人びとの呪詛も通じませぬ」


　晏仲は頼たのもしい笑えみを浮うかべた。


「……ならば、よいのだがの……」


　胸の中のわだかまりを消せぬまま、陽甲はずずずっと薬湯をすすった。


　その時、晏仲と利條が険しい表情で目を見交かわしたが、陽甲は気づかなかった。
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「陰いんの気をまとった妖あやかしばかりがここに集まってたの、楓牙、知ってた？」


　陝邑城近くの広場である。


　楓牙は、地面にたかむしろを敷しいて天幕を張っただけの簡素な陣じんを張り、その奥に晄を招き入れた。汪李や煒白も交えて、今後の対策を練るため、人ひと払ばらいがしてあった。弓きゆう弦げんの音がひっきりなしに響ひびいているのは、何もしないと妖たちが寄ってくるからである。


「ああ。累焰の占術で、陝邑が瘴気に覆おおわれているということはわかっていた。だから、眉軍を連れて来たのだが──」


　晄の問いに楓牙は苦い顔で答えた。陝邑のこの状況は、彼の予想を上回っていたのだろう。


「出て行って、なんて通じないし。みんな言葉を持たない妖だったもの」


　汪李や煒白のように、人と意思が通わせられる妖なら説得のしようもあるだろうが、ここの妖にはそこまでの知ち恵えがない。蟻ありや蟫螂ゴキブリに語りかけるようなものだ。


「何で、こんなに妖が集まったのかな？　陰いん陽ようの均きん衡こうが崩くずれただけで、こんなになるもんなの？　誰かが呪詛で操あやつってるとか、陝邑に呪じゆ具ぐか何かがあって、妖がそれに喚よび寄せられてるとか？」


　晄は、飲み物の支し度たくをしている累焰に向かって尋たずねた。貞人に匹ひつ敵てきするほどの占術の才を持つ彼なら何か占みているかもしれない。


「土地神の力が及およばぬほどに、瘴しよう気きが凝こってしまったからでございましょう」


　累焰は、晄の前に白さ湯ゆの入った椀わんを置いた。


　通常、陰陽の均衡が崩れれば、土地神、河の神、嶽の神などの自然神が均衡を取り戻もどしてくれるのだと累焰は言う。旱ひでりの時に雨あま乞ごいをするのはそのためなのだそうだ。


「なれど、自然神も陰陽の流る転てんの中におられる存在──。神と言えど、大きな気の流れに逆らうことは難しゅうございましょう」


「気の流れに逆らえないって、つまり、陰の気をまとった妖が集まって、陰の気が凝って瘴気になって、それがまた陰に属する妖を喚び寄せて、とうとう、土地神の手にも負えなくなっちゃったってこと？」


「……そのようにお考えいただいてよろしいかと存じまする」


　累焰は何となく歯切れの悪い言い方をしたが、それが何を意味するのか晄にはわからない。


「じゃあ、陰陽の均衡を戻すには、妖を追い払はらうしかないの？」


　できれば妖を滅ほろぼさずに済ませたいと、晄は思う。


「それも一つの方法だろうが、とにかく数が多すぎる。犬いぬ猫ねこや猿さるなどは地道に一いつ匹ぴきずつ退治すれば何とかなるだろうが、あの虫たちをどうしたものか」


　楓牙は手て渡わたされた觥さかずきに唇をつけ、思案げに呟く。


「あまり時間をかけてもいられませぬ。これほどの瘴気を長く浴び続けるのは、危のうございます」


『私の罪だ。黄河の水が温ぬるむまでには、私が妖を追い払おう』


　脛すねあての姿のまま煒白が言った。相変わらず淡たん々たんとした口調だった。


『我が本ほん性しようを現して、土地神と妖どもを一いつ喝かつしてやろうか？』


　晄の腕うでに巻きついていた小蛇姿の汪李が、首をもたげてニッと笑う。


「それは止やめてくれ。妖は去るだろうが、土地神の怒りを買いそうだ」


　楓牙は苦く笑しようした。


「わたくしが占術をいたしましょう。瘴気を減らす手立てを探さぐってみまする」


　楓牙の觥に酒を注ぎながら、累焰は言った。


「そうだな。土地神への祭さい祀しも催もよおさなければなるまい」


　楓牙は兵を呼んで、祭さい壇だんを調ととのえるように命じた。


　累焰はその場で占術を始める。


「陽甲王の十六祀し、三月、庚こう辰しんの日に累焰が卜ぼくす。貞とう。陝邑より瘴気を祓はらう術や如い何かに──」


　坑を穿った亀甲に、累焰は焼いた青銅の棒を押し当てる。乾かわいた音とともに、亀甲にひび割れが生じた。


　晄にはただのひびにしか見えないが、希まれなる占術の才を持つ累焰は、このひびから様々なことを読み取れるらしい。しかし、珍めずらしく累焰は困こん惑わくした表情で首を傾かしげた。


「どうした？　占みえないのか？」


　楓牙が亀甲をのぞき込む。他ほかの呪じゆ術じゆつ師しが、占うらないを阻はばもうと呪詛を施ほどこしている場合、占術に何も現れないことがある。晄も、炎えん招しよう戈かの使い手であることを他の者に知られないようにと、呪具作りの兄が、晄を占術では占みえないようにしてある。


「いいえ。占みえないことはないのでございますが、意味がわかりませぬ」


　累焰は亀甲から顔を上げ、主あるじを仰あおぎ見みた。


「日の光と月の光をともに照らせ──。そのように判じられまする」


「太陽と月を同時に？」


「日は陽に属し、月は陰に属しまする。陰陽の均衡を戻せという暗示でございましょうか」


「暗示ではなく、具体的な手立てが知りたい」


「もう一度占ってみまする」


　累焰は、今度は妖を追い払う手立てを占った。しかし結果は変わらない。彼は、文言を替かえて何度も占ってみたが、すべて「日の光と月の光をともに照らせ」という結果しか出なかった。


「今は満月を過ぎたばかりだったな」


「左様にございます。日が沈しずまねば月は昇のぼって参りませぬ。朝であれば、日が昇っても月はまだ空にございますが、日の出と同時に、月は光を失ってしまいまする」


　累焰の言葉を聞きながら、晄は空を仰いだ。瘴気の雲は相変わらず重くたれ込めている。


「その前に、こんな空じゃ日の光も月の光も届かないよ」


『では、我が風を喚んで瘴気を吹ふき飛ばそう』


　晄の腕で汪李が身じろぎ、「だめ」と、晄は小蛇を押さえた。


「空を晴らしたところで、日の光と月の光は同時に差さぬ。どういう意味だ？」


　楓牙は、暗い空を見上げて呟いた。








　その日一日、晄たちは、手分けして城下をくまなく探たん索さくし、日の光、月の光に関係のありそうな社や呪具を探したが、手がかりは全く得られなかった。


　楓牙は、亡なき領主の居城を陣じん屋やに選んだ。陝邑城には、兵士たちが使うに足りる夜具が揃そろっている上、多人数の食事が作れる厨くりやがあり、穀物倉にも粟あわや黍きびがそのまま残されているからだ。


　しかし、


「ほんとに、ここへ泊とまるの？　陝邑の外で、野営すればいいのに」


　城内の堂の一室に足を踏ふみ入れた晄は、渋じゆう面めんを作った。ここももれなく、床ゆかや天てん井じようの梁はりを小さな妖が駆かけ回っていたのである。


「城内に祭壇があるのだ。ここに泊まれば祭祀の準備をする手間が省ける」


　土地神への祭祀は、明日の早朝に行うことになっていた。「日の光と月の光をともに照らす」の意味はわからないが、取りあえず日と月とが同時に空にある時刻に祭祀を催し、土地神に陰陽の均衡を取り戻してくれるよう祈いのってみることになったのだ。


「連れて来たのは眉軍の兵だ、妖を恐おそれはしない。結界を張らせ、交代で弓弦を引かせれば、何とかしのげるだろう」


　まだ十九という若さだが、楓牙は剛ごう胆たんだ。亳邑の領主になる前は、奄えん三さん師しという王都を守る軍の将を務めていただけのことはある。


「うわ、一晩中、弓弦を鳴らすの？　大変そう」


　すでに、城内のあちこちで弓弦を弾はじく音がしている。寝しん室しつに使う部屋や厨から妖を祓っているのだろう。


「多少うるさいが、仕方あるまい。弓弦程度で避さけられるのなら、人間相手の戦いくさよりはましだ」


　楓牙は軽く笑った。


『我が妖を追い出してやる』


　晄の左ひだり腕うでで小蛇姿の汪李が言った。


「だから、だめだって」


　晄は、めっとしかめ面つらをした。


『城内の妖を追い出すだけなら、まことの本性を現すまでもない。半ばの本性で充じゆう分ぶんだ』


「半ばの本性？」


　頭だけが人で身体からだが化か蛇だ、逆に頭が化蛇で身体が人になるのだろうかと、晄は頭の中で半ばの本性というものを思い描えがき、渋面を作った。汪李は国を滅ぼすほどの強大な力を持っているが、変へん化げはあまり得意ではないのだ。


『兵をどこか一室に集め、我の姿を見られぬようにせよ』


　小蛇は首を巡めぐらせて、晄の傍かたわらに立つ楓牙に言った。


　汪李が内ない苑えんでやると言うので、兵士たちは、内苑から最も遠い南堂に集められた。晄と楓牙、累焰の三人は、内苑に面した北堂の回かい廊ろうに場所を移す。


　内苑の隅すみにかがり火を焚たくと、白はく砂さの上で無数の妖が蠢うごめいている様子が炎ほのおに照らされる。


　大半は虫や鼠ねずみに似た小さな妖あやかしだったが、それらを捕ほ食しよくに来たのか犬や鳥の姿をした妖もあった。弓弦の音が聞こえなくなったせいか、妖の数は次し第だいに増しているようだ。


「こんなにたくさんの妖を、どうやって追っ払ぱらうの？」


『脅おどす』


　汪李は一言だけそう言うと、するりと腕からほどけた。


『いい考えだ。私もやろう』


　晄の脚あしから脛すねあてが外れ、浮うき彫ぼり装そう飾しよくだった一角の馬がむくりと起き上がる。


「脅すって──」


　晄が啞あ然ぜんとしている間に、小蛇は銀色の光の粒つぶに包まれた。一角の馬は薄うすい白はく煙えんを上げる。


　次の瞬しゆん間かんには、内苑の中央に、白銀の大だい蛇じやがとぐろを巻いていた。銀の鱗うろこと、頭頂から背にかけて生えている銀のたてがみが、かがり火の炎を映してキラキラと輝かがやく。顔は蛇というよりも竜りゆうに似ていて、額にはねじれた二本の角が生え、蝙蝠こうもりに似た翼つばさを持っている。これが汪李の本性、化蛇の姿である。


「何だ、半ばの本性ってこういうこと」


　本当の汪李はもっと大きい。内苑に収まる程度の大きさに縮めたのだろう。


『お前、どんな姿を想像していたのだ』


　黄こ金がね色いろの瞳ひとみがジロリと晄に向いた。


　とぐろを巻く汪李の脇わきには、煒白が本性を現していた。平へい圃ほを守る神妖、駮はくは馬に似ている。柔やわらかな光を孕はらんだ真しん珠じゆ色の馬だ。瞳と尾おだけが闇やみのように黒い。額の中央には僅わずかに反った角が一本生え、四し肢しは虎とらのような爪つめを持っていた。


　内苑で蠢いていた妖が、動きを止めた。言葉も持たない下級の妖だが、目の前に突とつ如じよ出現した二匹ひきの妖が、とてつもない力を持ったものだと本能的に察したのだろう。翼を持つ妖は慌あわてて飛び立ち、犬形の妖はしっぽを巻いて駆け去って行く。


　汪李は瘴しよう気きの凝こる天を仰いだ。見る間に黒雲が湧わき、瘴気と混じり合う。


　汪李が雷らい鳴めいのような声で咆ほう哮こうした。その声に応じるように、黒雲の間に稲いな妻ずまが奔はしった。


「ほんとに雷かみなりを落とさないでよ」


　晄は、はらはらして汪李に呼びかける。


　稲妻は落ちて来なかったが、妖たちを恐れさせるには充分だったらしい。虫や鼠がささーっと散っていく。


　煒白が竿さお立だちになって、いなないた。大きく開いた口こう腔こうから、虎のような牙きばがのぞく。煒白の声は、戦せん鼓こが轟とどろく音に似ていた。


「戦で敵の呪じゆ術じゆつを破ったり、妖を祓ったりする時に戦鼓を用いるのは、古いにしえの呪術師が駮の声を真ま似ねたのが始まりかもしれないな」


　煒白の声に追われるように逃にげて行く妖を見て、楓牙が感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやいた。


　汪李と煒白は、一刻ばかり咆哮を続けた。ただ吼ほえるだけという安直な方法ではあるが、効果は抜ばつ群ぐんだった。彼らと生活をともにし、本ほん性しようを知っている晄でさえ、雷鳴と戦鼓が聞こえている間、ずっと鳥とり肌はだが立ちっぱなしだったのである。無論、付近にいた妖は一いつ匹ぴき残らず姿を消していた。何も知らずに南堂にいた兵士たちは、さぞ恐ろしい思いをしたに違ちがいない。累焰が南堂にいる兵たちに、出てきてもよいことを伝えに行ったところ、半数の兵士は腰こしを抜ぬかしていたという。


「ななな何があったのでございますか……」


　楓牙に子細を尋たずねに来た眉軍の大将は涙なみだ目めだった。


「累焰がちょっとした術を試ためしたのだ」


　楓牙は笑って、兵たちに食事の支し度たくをするように命じた。しかし、攻こう撃げき専門の呪じゆ術じゆつ師しである眉軍兵も、その夜は飯がろくに喉のどを通らなかったと、晄は後で聞いた。








「晄、お前はそろそろ帰るがよい」


　夕ゆう餉げを済ませ、寝しん所じよに引き取ると楓牙は言った。


「ううん。俺、ここに泊まる。最初からそのつもりだったし」


「今夜は一いつ旦たん帰って、明日出直せばよい。煒白に乗れば、一刻もかからないだろう？　わざわざこのような瘴気に満ちた廃はい墟きよに泊まることはない」


　この陝邑から晄たちの住む亳邑までは、普ふ通つうの馬であれば丸一日かかる道のりだが、神妖である煒白は一刻もかけずに帰ることができる。


「でも、楓牙たちが残るのに、俺だけうちで呑のん気きに寝ねてられないよ。それに一度うちに帰ったら、舜しゆん兄にいに、そんな危ないとこ、二度と行っちゃだめですっ！　とか言われそうだし」


　晄の兄、舜は、常じよう軌きを逸いつしていると言ってもいいぐらいの過保護なのだ。


「……だろうな」


　楓牙は色々と思い当たる節があるらしく、深くうなずいた。


「だが、煒白はどうする。ここにいては食事ができないだろう？」


　煒白は、以前にかけられた呪じゆ詛そのせいで、亳邑の家にある魔ま法ほうの鼎かなえで調理したものしか食べられない。その呪詛が、煒白に民たみ人びとを惨ざん殺さつさせたのだ。


「大だい丈じよう夫ぶ。煒白も承知してるから」


　陝邑の立て直しに参加すると決めた時、晄も煒白の食事のことを心配したのだが、彼は、『駮の身体は、数年ぐらい食べなくても戦えるつくりになっている』と答えた。心配しすぎるのは、煒白の心の傷をえぐることになるので、晄はそれ以上追及しなかった。


「それに、汪李と煒白がいなくなったら、妖がまた寄って来るよ」


　汪李が言うには、今のところ、付近の妖たちは雷鳴と戦鼓の声を発した妖の気配に怯おびえているが、自分たちの気配がなくなれば、また近づいて来るということだった。


「そうか──。そうだな、汪李がそう言ったのだものな。私は一応帰宅を勧すすめたのだ」


　楓牙は何を自分に納なつ得とくさせているのか、幾いく度どもうなずくと、やおら立ち上がり、自ら夜具の支度を始めた。累焰が「そのようなことはわたくしが──」と、慌てて止めたが、楓牙はいそいそと晄の分まで布ふ団とんを敷しく。


「さて、今こ宵よいは語り明かそうではないか」


　楓牙は夜具の上に腰を下ろし、手て酌じやくで觥さかずきに酒を注ぐ。陝邑がこんな状態だというのに、何だか上じよう機き嫌げんだ。


「今まで、何度かお前の家に泊とまったことはあったが、いつもあの舜が目を光らせていて、ゆっくり話すこともできなかった。お前の幼い頃ころの話が聞きたい」


　そう言う楓牙の笑え顔がおは、腕わん白ぱくな少年のようだった。








　その夜よる遅おそく、煒白は一人、堂の階に腰を下ろしてぼんやりと空を眺ながめていた。


　漆しつ黒こくの蓬ほう髪はつ、夜空のような眼め、大きく精せい悍かんな体たい軀く。その肌はだは西方の山の民たみよりもさらに黒い。


　それが煒白の人ひと形がたである。


　妖の人形は、それを見た人間が抱いだいた心象と、自分がなりたいと思った姿が一いつ致ちした時に決まるという。しかし、煒白は、初めて人形になった時のことを憶おぼえていない。


　駮の本性は、白い真珠のような毛色である。今は真の姿を取り戻もどしたが、自分が平圃を守護する神妖であることも知らずに、山奥で暮らしていた時には黒い馬の姿だった。自分を創つくった女め神がみ、英えい招しようは、天から墜おちた自分を彼女の目から隠かくすために、何者かが呪詛を施ほどこしたという。


　その後、長い時を経へて、晄を殺せという呪詛をかけられた。その呪術師が、黒い剛ごう毛もうに覆おおわれていた自分を見て、黒い肌の巨きよ漢かんを想像したのだろうか。


『いずれ、呪のろわれた身だ……』


　煒白は呟いた。


　陝邑の空は、重苦しい闇に覆われていた。しかし、煒白の超ちよう人じん的な視覚は、空を覆う瘴気のうねりを克こく明めいにとらえられる。


　耳を澄すませると、背後の部屋から晄と楓牙、累焰の寝ね息いきが聞こえてきた。他ほかの部屋の兵たちもみなぐっすり眠ねむっているようだった。煒白はさらに、邑の隅すみ々ずみにまで意識を飛ばす。感じるのは、陰いん気きをまとった妖の気配だけだった。この地に住んでいた獣けものや鳥たちの息づかいは聞こえない。


『私が招いたことだ……』


　陰陽の均きん衡こうが戻らないのは、土地神の力が及およばないからだと累焰は言った。自分が聞いていることを知っていて、そこまでで言葉を止めてくれたのだろう。


　土地神の力が瘴しよう気きよりも弱いのは事実だ。だが、これほどまでに陰の気が凝ってしまったのは、陝邑に集まった妖たちのせいではない。


　この土地に足を踏ふみ入れた時から、煒白は瘴気を発しているものの正体に気づいていた。


　耳の奥に響ひびく、死んだ者たちの断だん末まつ魔まの声──。


　人の霊れいには、心を支える魂こんと、身体からだを支える魄はくの二つの気が存在する。魂は陽に属して天に帰し、魄は陰に属して地に帰す。


　しかし、彼らの魄は地に帰らず、怒いかりや悲しみ、恐おそれの声を発していた。数千人に及ぶ陝邑の民の声が陰の気を発し、陰に属する妖あやかしを惹ひきつけるのだ。


　突如現れた化け物、目の前で嚙かみ殺される家族、そしておのれに迫せまってきた化け物の牙──。


　それらの光景が、声に乗って煒白の頭の中に映し出される。


（この化け物は私だ……。私が殺した──）


　煒白はうつむき、膝ひざの上に置いた拳こぶしを握にぎりしめた。この場にいるのは苦しかった。どこか遠くへ、声の聴きこえない所へ行ってしまいたかった。


『こんな所で何をしている』


　煒白の背後に、いつの間にか汪李がいた。白銀の髪かみに黄こ金がね色いろの眼、長身を袖そでの短い衣ころもで包み、彼は人形で立っていた。神の使いかと思われるほどの美び貌ぼうは、晄が化蛇に抱いた心象ゆえだという。


『腹が減って寝られないのか？』


　汪李は煒白の隣となりに腰こし掛かけた。


『いや……そうではない』


　小さく頭かぶりを振ふる煒白に、汪李は揶や揄ゆするように笑みを含ふくんだ黄金色の眼を向ける。


『虚きよ勢せいを張らずともよい。普ふ段だんは三人前ぐらい平気で平らげているお前が、夕ゆう餉げ抜ぬきというのは応こたえるであろう』


　煒白が屈邑陶邑陝邑の三つの邑を滅ほろぼしたのは、呪詛による耐たえ難がたい飢き餓が感かんのせいだった。当時、人間をただの餌えさとしか認にん識しきしていなかった煒白は、喰くうために人を殺した。呪詛は身体の隅々にまで染しみ込み、煒白は亳邑の家にある魔法の鼎で調理したものしか食べられない。今も飢うえが容よう赦しやなく煒白を苛さいなんでいるのは事実だ。しかし、眠れないのは空腹のためではない。


　煒白が黙だまっていると、


『ああ、この声か。確かに騒そう々ぞうしい』


　汪李は煒白から視線を外して、彼方かなたを見つめる。


『濃こいな。人間の力では祓はらえぬ。我らには手の出せぬ領域だし──。さて、どうしたものか』


『晄にも、聞こえているだろうか……』


　煒白はそのことも恐れていた。晄は、異界の風の音や妖の声など、普通の人間には聞こえない音が聴こえる。ともに罪を負うと言ってくれた彼に、この声を聴かせるのは、あまりに惨むごい。


『聴こえてはおらぬだろう。晄がいくら特別でも、我ら妖ほど鋭するどくはない』


『屈邑も陶邑も、同じように魄の声が妖を喚よんでいるのだろうか』


『かもしれぬ。ここが片づいたら行ってみるか』


　思いがけない言葉に、煒白は瞠どう目もくした。


『意外に面めん倒どう見みがいいのだな。水すい妖ようの王は、自分の眷けん族ぞくと晄のことしか頭にないのだと思っていた』


『お前のためではない。晄も屈邑や陶邑を心配しているだろうと思ったに過ぎぬ。お前の言う通り、我が気にかけているのは、我が眷族と晄のみだ』
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　つんと汪李は横を向いた。その頰ほおが僅わずかに染まっている。


『だが、脅おどすと称しようしてこの城の妖を追い払はらった』


『決して親切心からではない。弓弦の音が不快でならなかったからだ。我も妖ゆえ、弓弦の音は苦手だ。ついでに言えば戦せん鼓この音もな』


　さも忌いま々いましげに汪李は言ったが、汪李の表情はすぐに弛ゆるんだ。彼は、再び遠い目をして小さな溜ため息をつく。


『ここには魄が残ってしまったが、魂はとうに泰たい山ざんに還かえっておる。いずれまた新しい命に宿るであろう』


　静かな声こわ音ねが、煒白の胸に染みた。水妖の王の心こころ遣づかいを感じ、心の奥に固く押し込めていたものが少しずつほぐれてしまう。


『……だが、魂が還っても、戻らないものの方が多い。私がこの手で殺した人間たち一人一人に、暮らしがあって、愛いとしい者がいて、大切にしたいものがあったのだ……それらをすべて奪うばってしまった。それが悲しい……』


　言っているうちに、押し込めていたものが、熱い塊かたまりとなってこみ上げてきた。それを呑のみ込もうと、何度も嚥えん下かする。しかし、塊は膨ふくれあがる一方だった。


『私は自分が許せない。この声を聴きながら、生きていくのは辛つらい。あの時、滅ぼされてしまえばよかった──』


　握りしめた拳の上に涙なみだが落ちた。自分でも情けないと思うが、どうすることもできなかった。


　汪李はしばらくの間、黙って待っていてくれた。もしかすると、自分にこの思いを吐と露ろさせるために、話につき合ってくれたのかもしれない。


　煒白は、喉のど元もとに迫っていた熱い塊をようやく腹の底に沈しずめた。濡ぬれた頰を拳で拭ぬぐう。


『気が済んだか？　全く、英招に授さずかったのは知識だけらしいな。他は晄に拾われた時とさして変わらん。相変わらずの馬ば鹿か者ものだ』


　汪李はフンと鼻を鳴らした。


『私がこんなことを思っていると、晄には言わないでくれ』


『当たり前だ』


　汪李は眉まゆ根ねを寄せた。


『忘れろとは言わぬ。お前がそうやって苦しむことも、償つぐないの一つだ。お前がのうのうとしていたら、魄はいつまで経っても地に帰れぬ。弱音ぐらいなら聞いてやるから、せいぜい苦しむがいい』


　思いやりとはほど遠い口調だったが、今の煒白には必要な言葉だった。


『やはり、汪李は優やさしい……』


『な、何を──』


　汪李の頰に朱しゆが奔はしった。


『前言撤てつ回かいだ。今度めそめそしたら特大の雷いかずちを落としてやる』


　彼はバッと立ち上がると、部屋に戻もどって行った。


　残された煒白は、死者の叫さけびに再び耳を傾かたむける。それを聴くことは、身を切られるよりも辛かったが、今度は逃にげずに受け止めようと思った。
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　翌朝早く、晄は楓牙と累焰に連れられて、城の北にあるという祭さい祀し場に向かった。そろそろ空が白み始める時刻のはずだが、厚い瘴気の雲に覆われているせいか、真っ暗だった。


　北堂の回かい廊ろうを回り、塼かわらの敷しかれた堂どう涂とという通路をさらに北へ進むと、広い庭に出る。庭の四よ隅すみにはかがり火が焚たかれていた。


　庭の奥には、壁かべのない柱と屋根だけの建物があった。陝邑の祭祀場である。祭祀場の中には土を突つき固めた壇だんがあり、その上には大きな青銅の鼎かなえが据すえられていた。


　この祭祀場もかなり荒あれていたらしいが、昨夜のうちに兵士が壇の土を盛り直して整え、清めておいたという。


　酒さか蔵ぐらから、祭祀用の酒器である卣ゆうが運び込まれた。鼎に肉が盛られ、薪まきに火がつけられる。


「陰陽の均衡が戻ったら、ここにいた妖あやかしたちは、どうなっちゃうんだろう」


　準備をする兵士たちを見ながら、晄はぽつりと呟つぶやいた。


「あのように瘴気をまき散らし、言葉も持たぬ下級の妖でも、行く末が心配か？」


　お前らしいと、楓牙は笑う。


「うん……。だって妖はただ集まって来ただけで、妖自身は何も考えてないっていうか、考える力なんか持ってないし──。もしも滅んじゃったら可か哀わい想そうだなって……」


　言い終わってから、自分がとんでもなく生意気な口をきいたことに気づく。


「ごめん。楓牙が陝邑を立て直そうってがんばってるのに、俺……」


「構わぬ。私もそう思う」


　楓牙は微笑ほほえんでうなずいた。


「晄殿。この祭祀を行っても、陰陽の均きん衡こうは戻りませぬ。わたくしにはその光景が占みえました」


　未来さき読みの占せん術じゆつ師しの笑えみは苦かった。


「なれど、いつかこの地は日と月とに照らされ、瘴しよう気きが晴れまする。その後、妖は土地神に裁かれまする。あるものはここへ残され、あるものはもとの住み処かへ戻され、あるものは滅めつされましょう」


「裁く……。妖の善悪は、神が決めるの……？」


「人間の考える善悪とは異なりましょうが、この街の陰陽の均衡を保つ上で、必要か否いなかの裁定をなさいまする。もちろん、陰陽二つの気は万ばん物ぶつに存在いたしますゆえ、妖だけではなく、すべてのものの取しゆ捨しや選せん択たくが行われまする。その際、神が人間の味方をしてくださるとは限りませぬ。ゆえに祭祀を催もよおし、人にとっての幸いを祈いのるのでございます」


「結局、人間は人間の都合を優先している。だが、私は領主だ。人と妖のどちらかを取らなければならないとしたら、私は迷わず民たみの暮らしを守る方を取る」


　楓牙の口調は穏おだやかだったが、揺ゆるぎない意志が感じられた。


「お前も、領地を持つ身だ。いつか厳しい選せん択たくを迫せまられる時が来よう」


　昨年、晄は田でんという小領主の地位を賜たまわった。亳邑の片かた隅すみに粟あわ畑と山を持ち、二十人にも満たないが、一応領民もいる。まだ政まつりごとらしいことは何一つしていないし、人を治めるとはどういうことなのかも、晄にはまだよくわかっていない。


「人を裁く場合はもっと難しいぞ」


　楓牙は、ほんの少し厳しい声音で言った。








　祭祀が始まった。


　朗々と、祭文の詠えい唱しようと楽の音が辺りに響ひびき渡わたる。


　祭さい壇だんの前で、祭文を読んでいるのは累焰だった。彼の横で、塤けんという陶とうの笛や、磬けいという石の打楽器を持った兵が楽を奏している。累焰たちの後ろに、楓牙を先頭にして他ほかの兵士が立ち並んでいた。


　晄は、それらの列から少し離はなれた場所で、祭祀の様子を見守る。


『本業は占術師だというに、なかなかやる』


　小蛇姿で晄の左ひだり腕うでに巻きついている汪李が呟いた。


　本来、祭祀は亜あという呪じゆ術じゆつ師しの官かん吏りが行うのだが、今回は連れて来ていないので累焰が代行しているのである。また、楽を奏している兵も、戦いくさで呪術を施ほどこす眉び軍兵であり、楽がく人じんではない。


「累焰は、この祭祀をしても陰陽の均衡は戻らないって言ってたけど、うまくいってるの？」


『あやつ、土地神に祈りつつ、自らも瘴気を祓はらっておる』


　汪李は鎌かま首くびをもたげて空を指した。


　真っ暗だった空が、少しだけ明るくなり、瘴気のうねりが晄にも見えるようになっていた。


『ここまでできる人間はそうおらぬ……』


　汪李は累焰に目を移す。彼は、瘴気を祓っているのではなく、実際には瘴気を吐はいている魄はくを地に帰していた。月と日とが同時に空にある時刻であるため、陰陽二つの気を操あやつり易やすいこともあるだろうが、れっきとした呪術師でも難しい技わざだ。


「瘴気が薄うすくなれば、後は土地神が陰陽の均衡を整えてくれるかな。できれば、妖を追い出すぐらいにして、滅ほろぼさないでいてくれるといいんだけど」


　陝邑に陰いんの気が凝こってしまった本当の理由を知らない晄は、顔をほころばせる。


『いや、瘴気が多少薄くなったところで、まだまだ土地神の手には余るだろう。妖も集まり続けておる』


　汪李は先刻から意識を研とぎ澄すませて、土地神や妖、魄の気配を探さぐっていた。


　祭壇には土地神の姿は視みえなかったが、魄を地に帰すことに力を尽つくしている気配は感じられた。しかし、魄の数はあまりに多すぎた。そして、それらの吐く瘴気に惹ひかれて、妖の数は増す一方だったのだ。


　やがて、祭文が止やんだ。その途と端たん、累焰の身体からだがぐらりと傾かしぐ。


「累焰！」


　楓牙が駆かけ寄り、倒たおれかかる彼を支えた。眉軍の兵も列を崩くずして、王子とその従者の周りに集まる。


「どうしたんだろ」


　晄も慌あわてて、祭壇へと走った。


　累焰はぐったりと楓牙に体重を預けていた。唇くちびるは白く、額には汗あせが浮ういて、乱れた前まえ髪がみが張りついている。ひどく息が荒あらい。


「大事ございません。お見苦しいところを……」


　乱れた呼吸を整えると、彼は楓牙の肩かたにつかまりながら、辛かろうじて自分の足で立った。


「呪じゆ力りよくを使いすぎたのであろう。しばらく休むがいい」


「いいえ、急ぎ占術をいたしませねば……」


「占術？　いきなりどうしたのだ」


　累焰は楓牙の耳元に唇を寄せ、何かを囁ささやいた。


「何だと──!?」


　楓牙の顔色が変わった。








「累焰、どうしちゃったの？　祭祀の間に何があったの？」


　城の正堂に戻った晄は、累焰を横目で見ながら楓牙に尋たずねた。ひどく消しよう耗もうしているにもかかわらず、累焰は焦あせった様子で占術の支し度たくをしている。


「何か予感があったらしいが、詳くわしいことは私にもわからぬ。累焰が占術をしている間、お前は城内の見み廻まわりに行ってくれないか？」


　楓牙は何気ない風を装っていたが、彼が自分を遠ざけようとしているのが晄にはわかった。


「何で？　俺が占術に立ち会っちゃだめ？」


「そういうわけでは……」


　楓牙は言いよどんだ。その時──。


『晄、外城の東門の近くで誰だれかがお前を呼んでいる。──昌しようだ』


　煒白が言った。


「昌が？」


　昌は、晄の住む集落の里さと長おさの孫で、晄が亳邑に越こして来た時から親身になって面めん倒どうを見てくれている気のいい兄貴分だ。


「里に何かあったのかな。楓牙、俺、行ってくる」


　晄は楓牙に言い置き、城の外へ出ると、馬に変へん化げした煒白に跳とび乗った。


　この時刻に陝邑に到とう着ちやくするということは、亳邑を出たのは昨夜遅おそくだろう。そんな無理をしてまで晄を訪ねて来るなんてただ事ではない。


『あそこだ』


　城じよう壁へきのそばに、人ひと形がたの煒白に負けないぐらいの巨きよ漢かんがうつぶせで倒れていた。


「昌！」


　晄は慌てて煒白の背から下り、分厚い肩に手をかけて仰あお向むけにする。昌は蒼そう白はくで全身をガタガタと震ふるわせていた。


「昌、大だい丈じよう夫ぶ!?　俺だよ、晄だよ」


　晄は耳元で呼びかけたが、半ば眠ねむっているのか、目を閉じたままうわごとのように晄の名を呼んでいた。額に触ふれるとものすごく熱い。


『瘴気にあてられたようだな。城へ連れて行こう。眉び軍兵がこの類たぐいの病に効く薬を持っているだろう』


　汪李が人形に変化し、昌を担かついで煒白の背に乗せた。


「死んじゃったりしない？」


　昌は鞍くらにぐったりと身を持たせかけ、目覚める気配はない。晄は自分まで震えてきた。


『すぐに治ち療りようすれば大事には至らぬ』


　汪李は小蛇姿に戻もどり、晄の腕うでに巻きつく。晄は鞍にまたがり、昌を支えながら煒白を駆けさせた。


「何で昌ばっかりこんなことに──」


『これが普ふ通つうの人間の反応だ』


　瘴しよう気きを浴びると人間は身体が陰に偏かたより、体温が急激に低下するという。そのまま凍こごえ死じぬ者もいるが、大たい抵ていの場合、身体は陰いん陽ようの均きん衡こうを取り戻そうとして、その反動で高熱を出し、陰陽の均衡が整わなければ衰すい弱じやくして二、三日で死に至るという。


『疫えき病びようとの組み合わせや、浴びた瘴気の量により、腫はれ物ができたり腹を下したりと、症しよう状じようは様々だがな』


「じゃ、俺たち何で無事なの？」


『普通の人間ではないからだ。累焰や眉軍の兵士は、おのれの持つ呪力で瘴気から身を守っている。お前は黄河の神、河か伯はくの加護を受けているだろう？』


「楓牙は？　王族は天てん帝ていの加護があるから大だい丈じよう夫ぶなの？」


　楓牙自身には呪力はないはずだ。


『天帝はそれほど情が厚くない』


　祖そ霊れい神や自然神は人の祈りに耳を傾かたむけるが、最高神である天帝は冷れい徹てつで、この世のすべてを見守ってはいても、個人の便べん宜ぎを図はかるようなことはしないのだそうだ。


『一応、累焰が楓牙に護まもりを施しているが、あやつの場合は気合いで瘴気をはね返しているのであろうな。だが、長くは保もたぬ。累焰も兵も、呪力が尽きればそれまでだ』


「そんな──」


　事態は思っていたよりもずっと深刻だ。急いでこの地から瘴気を祓わなければ、陝邑を立て直すどころか、その前に楓牙たちが死んでしまう。


　城に戻った晄は、眉軍兵に頼たのんで昌を堂の一室に運んでもらった。兵士が昌に薬を飲ませ、瘴気祓いの呪術を行うと、ようやく昌は目を開けた。


「気がついた？　大丈夫？」


　昌の枕まくら元もとに座り、晄は彼の顔をのぞき込む。


「晄か……。いったいこの街は、どうなっちまったんだ……？」


　まだ熱が引かないらしく、昌は歯をカタカタと鳴らした。


「妖あやかしに占せん領りようされちゃったんだ。それより、亳邑で何かあったの？」


　その時、「昌は無事か」と、楓牙と累焰も部屋に入ってきた。


「王子──」


　昌は慌てて起き上がろうとしたが、「そのままでよい」と楓牙に言われて再び横になる。


「野や午ごに……晄の領地に……盗とう賊ぞくが出たんです」


「盗賊!?」


　晄は問い返し、楓牙は眉を寄せる。


　野午は、亳邑の南東の外れにある小さな山里である。五戸の家に二十名足らずの民たみが、細々と狩かりをして日々の糧かてを得ている貧しい集落だ。昨年の暮れに晄が拝領し、この春から開かい墾こんを始めることになっていた。


「襲おそわれたのは、昨日の日暮れ時……。幸い死人は出なかったが、盗賊とやりあった野午の男衆が三人ばかり怪け我がをした……。ちっとしかねえ粟あわの蓄たくわえと、弓とか矢とか狩りの道具を持って行かれたらしい」


　晄の兄は、怪我人の手当てやら襲われた家の後始末やらに奔ほん走そうしているので、自分が知らせに来たのだという。


「晄、すぐに亳邑に帰り、里人を見み舞まってやれ。そして盗賊を捕ほ縛ばくし、盗ぬすまれた物を取り返してやるがよい。必要なら亳邑の兵を使っても構わぬぞ」


　楓牙が言った。


　しかし晄はその場では答えず、「楓牙、ちょっといいかな」と、楓牙を回かい廊ろうに連れ出した。昌には聞かせたくない話があったからだ。


「俺、今は亳邑に帰れない」


　晄は楓牙を仰あおぎ見みた。


「何を言っている。お前は野午の領主であろう」


「代わりに楓牙が帰って、野午の人たちを見舞って。こないだまで野午は楓牙の領地だったんだから、里の人も変には思わないよ」


「晄！」


　楓牙の表情がきつくなった。


「盗賊の捕縛は、ここが片づいたら行くから。お願い、楓牙が帰って。汪李が、妖の数は増える一方だって。累焰ががんばって減らした瘴気も、すぐにまた厚くなっちゃうよ。昌を見たでしょ。この瘴気は普通の人間には耐たえられないんだ。俺には河伯の加護があるから瘴気にやられたりはしないけど、でも、楓牙は──」


「私の心配など無用だ。お前は、お前のやるべきことに力を尽つくせ」


　楓牙の鋭するどい眼まな差ざしが晄を射い貫ぬく。


「だったら、俺はここにいる。妖を相手にするなら、汪李と煒白がここにいた方がいいもの」


　晄は目をそらさず、真っ直すぐに見つめ返した。


「俺、領主の務めをないがしろにするつもりはないよ。でも、野午の盗賊よりも、陝邑の瘴気や妖の方がずっと危険で、急いで対処しなくちゃならないでしょ」


「殷王から、陝邑の立て直しを命ぜられたのは私だ。お前ではない」


　冷たい声だった。こんな声が自分に向けられたのは初めてだったので、晄はひどく驚おどろいた。


「……俺の言ってること間ま違ちがってる？　野午より陝邑を優先したらいけない？」


　晄は思わず楓牙に歩み寄り、裼せき衣いの端はしをつかむ。


「こうやってる間にも、瘴気は厚くなっていくんだよ。時間がない。俺は罪を償つぐないたいんだ。楓牙が病気になったら嫌いやなんだ──！」


　楓牙の目が揺ゆれる。しかし、


「領主としての自覚を持て。里の民を救うことも、罪の償いになる」


　彼はそう言って、裼衣を握にぎっている晄の手を引きはがした。


「……楓牙」


　晄は言葉を失った。楓牙の言う通りだ。陝邑の瘴気を祓はらうことだけが償いではない。野午の民を救うことも重要だ。けれど、なぜ楓牙の身を案じてはいけないのか──。


　晄は拳こぶしを握りしめ、うつむく。


「……わかった。一いつ旦たん亳邑に帰って……野午の事件を片づけたら、また来るよ」


　大きく息を吸い、晄は再び顔を上げた。


「その前に教えて。祭さい祀しの時、累焰は何を感じて、何を占うらなったの？　そして、その結果はどうだったの？」


「お前には関係のないことだ」


　楓牙の表情は変わらず、ただそれだけを言った。


　晄はガンと、大おお槌つちで頭を殴なぐられたような気がした。何だかひどく悲しくて悔くやしくて、涙なみだがこみ上げてきた。けれど、こんなことで泣くのはあまりに情けない。


「…………そう。じゃ、帰るね。汪李や煒白の手助けがいるようだったら、使いを寄こして」


　無理に笑え顔がおを作り、晄はそう言うと、涙が落ちる前に踵きびすを返して駆かけ出した。


「楓牙様、よろしいのですか？」


　戸が開き、悄しよう然ぜんと晄の背を見送る楓牙に、累焰が声をかけた。


「いいも何も、急いで晄を陝邑から遠ざけねばならなかったのだ。仕方あるまい」


「ですが、何もあのような物言い──。お可か哀わい想そうではありませんか。わたくしに任せてくだされば、もう少しうまくごまかしましたものを」


「下手へたくそな演技で悪かったな」


　楓牙は憮ぶ然ぜんと答えた。


「だが、この陝邑の災わざわいが──章玄の罠わなだと──晄に知られずに済んだ」


　楓牙の唇くちびるから、安あん堵どとも慚ざん愧きともつかない溜ため息が漏もれる。


　祭祀の時に累焰が感じたのは、魄はくが地に帰ることを何者かが阻はばんでいるということだった。時とともに、自然に地に帰ろうとする何千もの魄をつなぎ止めておくなど、人間にできる技わざではない。


　累焰は、誰だれがこの地にその呪じゆ詛そをかけたのか占った。


　答えはあまりにもあっけなく得られた。王を裏切った占術師、章玄である。


　章玄はかつて汪李にも呪詛をかけた。その時は、自分が敵国鬼き方ほうと通じていることを隠かくすためだった。その事件がきっかけとなって、晄は炎えん招しよう戈かの使い手となり、汪李を従えたのだ。


　煒白に呪詛をかけたのも章玄である。その呪詛のせいで、煒白は、屈邑陶邑陝邑の三つの邑むらを滅ほろぼしてしまったのだ。三つの邑が滅んだのは、章玄の意図するところではなく、彼の真の目的は晄の命を奪うばうことだった。


　なぜ、章玄が晄を狙ねらうのか、理由は判然としない。晄が炎招戈の使い手だからなのか、それとも何か別のわけがあるのか──。


　これまで章玄は、自分の居場所も自分がかけた呪詛も、すべて他ほかの占術師から占みえないようにしてきた。それが今回だけ占術に現れたということは、晄に自分の存在を知らせ、陝邑に留とめ置きたかったからだろう。この瘴気も、集まってくる妖たちも、晄を殺害するための道具なのかもしれない。


「すべてを語れば、煒白の罪を思い知らせることになる。そうなれば晄は、いっそう償うことに固こ執しゆうし、我が身の危険も顧かえりみずに章玄に挑いどむに違ちがいない。それこそ章玄の思う壺だ」


　それだけは何としても避さけたかった。だから、野午に現れた盗賊を口実にして、晄を亳邑に帰したのだ。けれど、


　──楓牙が病気になったら嫌なんだ。


　呪じゆ力りよくのない自分を思いやり、訴うつたえてきた真っ直ぐな目と、去り際ぎわに見せた哀かなしい笑顔が、楓牙の脳のう裏りに焼きついていた。胸の奥には重い塊かたまりがずしりと陣じん取どっている。


「傷つけてしまったな……」


　楓牙はぽつりと呟つぶやいた。
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　そこには、暖かい陽光が満ちていた。


　乳色の靄もやが景色を霞かすませ、広さも深さもわからない白い空間を作っていた。


　靄の中には一本の梅の木が生えている。蕾つぼみはほころびかけ、ほんのりと甘あま酸ずっぱい香かおりを放っていた。


　梅の木の下には、男が一人端たん座ざしていた。ゆったりとした玄げん端たんに身を包み、貴人であることを示す冕べんをかぶっている。


　男は、手にした削さく刀とうで亀きつ甲こうに何かの文字を刻んでいた。今し方行った占せん術じゆつの結果を記録しているのである。


「章玄様──」


　自分を呼ぶ声に、男──章玄は目を上げた。孤こ高こうの虎とらのような鋭い眼めだった。


　章玄の視線の先には、十五、六に見える少年がいた。足あし下もとを漂ただよう白い靄が、その少年を宙に浮ういているように見せていた。


　少年は、長い髪かみを巾きんでくくり、生き成なりの麻あさの布ほ衣いという、庶しよ人じんの身なりをしていた。あどけなさの残る容よう貌ぼうは秀しゆう麗れいであったが、眼だけが歳に似合わず、ひどく禍まが々まがしかった。


　彼の周囲には、数匹ひきの蝙蝠こうもりによく似た妖あやかしが舞まっていた。蝙蝠とは異なり、その妖は翼つばさとは別に前肢を持っていた。寓ぐうである。


「陝邑は未いまだ真冬だというのに、ここにはちゃんと春が来るんですねえ」


　少年は笑みを浮かべて、梅の木を見上げた。


「炅けいか。どうであった？」


　章玄は亀甲に視線を戻もどし、文字を刻みつける作業を再開した。


「晄が、陝邑を出ましたよ。亳邑の自分の領地に盗とう賊ぞくが出たとかで、楓牙に帰されてしまいました」


　炅と呼ばれた少年は、霞かすみの中を梅の木に歩み寄る。少年の後を寓たちが従う。


「構わん。陝邑に瘴しよう気きが溜まるまで、ちょうど良い時じ間かん稼かせぎになろう。また呼び寄せればよい」


「王都はどんな具合です？」


　炅は、梅の小枝をつかんで顔の前に寄せ、その香りを楽しんだ。


「予定通りだ。外観は変わらず、しかし確実に蝕むしばんでおる。あまり急いでは、あの利條に気づかれるゆえ、ゆっくりとな」


　章玄は削刀を置き、代わりに傍かたわらに置いてあった桐きりの箱から、血の色をした草のようなものを取りだした。よく見れば、その草は死んだ蛾がの背から生えている。


　蛾が幼虫であった時、草のもとが幼虫に入り込み、体内でその養分を吸い取りながら草は少しずつ生長していく。そして蛾が成虫となった後に、草が宿主の身体からだを食い破って芽を出したのだ。


「この冬虫夏草のように、人であったはずのものが、いつしか別のものになっていくのだ」


　章玄は、呪のろいの文言を唱えながら、亀甲に刻んだ文字に草を押しつけた。占術の結果を確実に現実のものとする呪詛である。


　ジュルと、章玄の指に潰つぶされた草から真っ赤な汁しるが滲にじみ出、黄おう淡たん色しよくの亀甲に刻んだ文字を赤く浮き上がらせた。


　古いにしえノ神、共きよう工こうハ蘇よみがえレリ、と──。




　二　糧かてを得るために







「関係ない──か」


　荷馬車に乗って亳邑へ戻る途と中ちゆう、晄はその言葉を何度も反はん芻すうした。


　荷馬車は、昌が乗って来たものである。昌が言うには、馬がどうしても陝邑の外城の門をくぐろうとしないので、城じよう壁へきの外に馬車を置いて、歩いて城下へ入ったのだそうだ。


　その荷馬車に煒白をつなぎ、昌を荷台に寝ねかせた。瘴気に覆おおわれた街を出てしばらくすると、昌の熱は下がり、顔色もよくなった。眠ねむってしまったのか、小さないびきが聞こえる。


　霞がたなびく空は青く明るく、背にあたる午後の日は暖かかった。けれど、晄の気持ちは、重苦しく沈しずんだままだった。


『あやつは、お前に野午のことに専念できるよう、あえて占術の結果を知らせなかったのであろう。気に病やむな』


　小蛇姿の汪李が肩かたまで這はい上のぼり、しっぽでペンペンと晄の頰ほおを叩たたく。


「うん……」


（でも、関係ないはないよな……）


　陝邑のことも楓牙のことも心配してるのに、わかってもらえないのが悲しかった。


（こんなことで、ぐじぐじ落ち込んでてもしょうがない）


　野午の事件を片づけたら、陝邑に戻ろう。できることを精せい一いつ杯ぱいやればいいんだと、頭ではそう思いながら、気持ちがなかなか追いついていかなかった。


　里さと長おさの家へ昌を送り届け、晄が我が家に着いたのは星が瞬またたき始める時刻だった。


「「晄ちゃん！」」


　家の戸口をくぐった途と端たん、長身瘦そう軀くで細い鼻び梁りようと切れ長の眼をした青年と、彼によく似た美女が弾はじかれるように立ち上がった。晄の兄である舜と、姉の莉り由ゆうである。


　舜は、熟練の青銅器職人である。青銅器の意い匠しようにこだわりがあり、一いつ般ぱん受けしないのが玉に瑕きずだが、両親のいない晄にとっては、父親代わりの頼たよりになる存在だった。


　莉由は、優やさしく賢かしこく料理も上手で、晄の目から見てもなかなかの美人である。当然、山ほどの縁えん談だんが舞まい込んで来るのだが、どういうわけか彼女は、兄と弟以外の男を五尺よりそばに近づけないぐらいの男おとこ嫌ぎらいだった。


　多少の欠点はあるにしろ、晄にとっては自じ慢まんの兄姉なのだが──。


「お帰りなさい。元気でしたか？　夕べはよく眠れましたか？」


　舜は晄の頭をグリグリと撫なで、


「寂さびしかったわ、御ご飯はんはちゃんと食べられたの？　お腹なかとか壊こわしてない？」


　莉由は肩に腕うでを回して、ギュッと抱だきしめる。


　二人とも、未だに晄を幼子扱あつかいするのである。


「たった一晩留守しただけなのに、大げさだな、もう」


　この歳になるとグリグリもギュッもあまり嬉うれしくないが、怒ど濤とうのごとき歓かん迎げいぶりには何だか慰なぐさめられた。


「晄ちゃん、疲つかれてますね」


　舜が晄の頰を軽く引っ張った。


「陝邑で何かあったの？」


　莉由も晄の顔をのぞき込む。


　この二人に隠かくし事ごとはできない。しかし、今は愚ぐ痴ちをこぼしている場合ではなかった。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。それより、野午に盗賊が出たんだって？」


「四、五十人の大盗賊団だったそうですよ。野午の男たちが狩かりから戻ったばかりで、その日の獲え物ものも狩りの道具も、食しよく糧りようもみんな盗とられてしまったそうです」


　その知らせを聞いて、舜はこの里の男たちを集めて野午へ駆かけつけたが、もう盗賊は跡あと形かたもなく姿を消していたという。昌がその足で陝邑へ行き、舜は野午に一晩泊とまり、莉由も朝から手伝いに行っていて、二人とも先刻帰って来たばかりだということだった。


「怪け我が人の手当ても済ませましたし、当面の食糧も届けておきました。亳邑城へ出兵の要よう請せいもしてありますよ」


「盗賊団が他ほかの里を襲おそわないかな。俺、今から野午へ行って来る。汪李や煒白がいれば、盗賊なんかすぐにでも──」


　晄は戸口へ足を踏ふみ出しかけたが、「何言ってるの。もう真っ暗よ」と莉由に止められた。


「近くの里には警けい戒かいするように知らせを出してありますから大丈夫ですよ。盗賊退治は、野午の人から詳くわしく話を聞いてからにして、今夜は晄ちゃんもゆっくり休んでください」


「面めん倒どうかけちゃったね。本当は俺の仕事なのに……」


　戻ってきてよかった──と、晄は思った。あのまま陝邑に留とどまっていたら、舜の負担は増す一方だったのだ。


「僕は、晄ちゃんのためだったら、何だってしますよ」


　舜はほんわりと笑った。


「で、陝邑はどうでした？」


「それがね……」


　囲い炉ろ裏り端ばたに腰こしを下ろし、夕ゆう餉げを摂とりながら、晄は陝邑の状じよう況きようをぽつぽつと語った。


「──不合格」


　一通り話し終えると、舜は恐おそろしげな声でそう呟つぶやいた。晄はびっくりして、うつむいていた顔を上げた。目には見えないが、舜の身体からゴゴゴゴと陰いんの気が立ちのぼっているような気配すら感じる。


「ちょ、ちょっと舜兄──」


「楓牙王子様のことです。瘴気に覆われた陝邑から晄ちゃんを出したのはよしとしますが、晄ちゃんをないがしろにするなんて──。それじゃまるで苛いじめじゃないですか。何より大切な晄ちゃんを傷つけるなんて許せません」


　そこを問題視するのか。


「この上は、秘蔵の呪じゆ具ぐを駆く使しして、あの王子を……」


　舜は、持っていた椀わんと匙さじを置いて立ち上がりかけ、「いや、いいから。俺、もう気にしてないから」と、晄は慌あわてて取りすがった。青銅器の工人である舜は、呪具作りにも長たけている。見た目はのほほんと春はる霞がすみのような頼りない風ふ情ぜいだが、累焰のような優すぐれた呪じゆ術じゆつ師し──本職は占術師だが──によって護まもられている王子の一人や二人を呪のろい殺すのはわけないのだ。


「あら、煒白、どうしたの？　いつもより食べっぷりが悪いわよ」


　その時、莉由は、うつむき加減で黍きび粥がゆを口に運ぶ煒白の顔をのぞき込んだ。もちろん、五尺離はなれたままである。いつもなら、通常の三倍はある大きな椀に山盛りの粥をおかわりして食べる煒白が、今日はまだ一いつ杯ぱい目も食べ終えていないのだ。きっと、陝邑が妖あやかしに乗っ取られてしまった責任を感じているのだろう。


「向こうじゃ何も食べてなかったんでしょ？　お腹空いてると思って、たくさん作ったのに。もしかして具合でも悪い？」


　煒白が陝邑を滅ほろぼしたことを知らない莉由は、他意なく心配する。


『いや、具合は悪くない。莉由の料理はおいしい。味わって食べている』


　煒白は顔を上げ、小さく笑った。


『これが普ふ通つうの食事量であろう。今までが異常だったのだ』


　小蛇姿の汪李はフンと嘲あざわらう。


　そんな会話を聞きながら、（変ですね……）と、舜は眉まゆをひそめた。


（陝邑がただの廃はい墟きよならば、晄ちゃんを亳邑に帰し、野午の領主としての務めを果たさせるのは当然のことでしょうが──）


　妖が跋ばつ扈こする街には、強大な妖でも退治できる炎えん招しよう戈かの使い手と、汪李、煒白が絶対に必要である。盗とう賊ぞくの捕ほ縛ばくなど、亳邑城の兵にもできることだが、晄の代わりは誰だれにも務まらないのだ。まして、陝邑の事態は悪化する一方で、楓牙自身は瘴しよう気きから身を守る術を持たない。そんな状況の中で、領主としての責務をとやかく言うほど、あの王子は愚おろかではないはずだ。晄が陝邑にいてはまずいことがあるのだろう。ならば、楓牙は合格だ。


（けれど、このままで終わるとは思えませんね。調べてみなくては──）


　盗賊の件が片づけば、晄はおそらく陝邑に戻もどる。その前に手を打たなくてはならない。


「そうだ。日の光と月の光をともに照らせって、舜兄、その意味わかる？」


　晄は、肝かん心じんなことをまだ聞いてないことを思い出した。


「日の光と月の光ですか……」


　舜は座り直して、再び椀と匙を手にする。王子への報復は止やめてくれるようだ。


「呪具や祭具を作る時にも、陰いん陽ようの均きん衡こうを考えますから、日や月を象しよう徴ちようする文様を施ほどこすことはありますけど……」


　舜は首を傾かしげた。呪具作りの名工にも、日の光と月の光をともに照らすことはできないのだった。
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「俺が領主として、野や午ごの人たちにできる最初の仕事だ」


　翌朝、晄は馬に変へん化げした煒白に乗って、野午山を登った。今し方、寄ってきた野午の里で、盗賊は里の南にそびえる野午山を根城にしているらしいと聞いたからだ。


　五軒けんしかない貧しい里は、ひどい有様だった。そこら中に何本もの矢が刺ささり、道ばたには割れた水みず瓶がめの破は片へんが散らばっていた。もともと粗そ末まつな造りで老ろう朽きゆう化かも進んでいた家は、戸や窓まど枠わくが傾かたむき、柱が折れ、壁かべには穴が空いていた。


「弓矢で飯を食ってるというのに、全く面めん目もくない」


　里さと長おさの厳げんは、そう言って済まなそうに頭を下げた。


　彼は筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした、いかにも猟りよう師しらしい肝きもの据すわった男だ。歳は四十を超こえてはいないだろう。厳は、晄が年若いからといって軽かろんじたりはせず、逆に田でんという晄の身分に媚こびたりもせず、常に正々堂々とした態度で接してくれた。


　彼の話では、盗賊団は昨年の暮れ辺りから野午山に出しゆつ没ぼつするようになり、警戒はしていたという。襲われた時も、猟師たちは果か敢かんに盗賊に立ち向かったが、所しよ詮せんは多勢に無勢、里の子どもを人ひと質じちに取られて、最後には、里の者たちが一年がかりで獲とった毛皮も、すべて渡わたしてしまったということだった。


「六日後の春の市に出すつもりでした。あれがなければ、里の者がみな飢うえ死じにしてしまう」


　いつもは剛ごう胆たんな厳が、沈ちん痛つうな面おも持もちだった。


　警けい吏りに山やま狩がりを要請したのだが、いい返事がもらえなかったという。無理もない。野午山は、標高はさして高くないが、奥深い山だ。迷ったら二度と下りて来られない。熊くまはそこら中にいるし、奥山には狼おおかみや虎とらもいて、うっかり、それら獣けものたちの狩り場ばに足を踏み入れでもしたら、生きて帰れる保証はないのだ。


「武器と人手があれば、俺が行って毛皮を取り返すんだが──」


　と、厳は悔くやしそうだった。


　何としても五日以内に盗賊を捕つかまえて、毛皮を取り返さなければならないと、晄はその足で野午山に向かったのである。


　萌もえ黄ぎ色いろに染まった南なん麓ろくの獣けもの道みちを二刻ばかり進んだ頃ころ、煒白がふと立ち止まった。


『来た。──三人だ。見張り役だろう。私たちに気づいて下りて来る』


　煒白は左斜しや面めんを見上げる。戦うために創つくられた神妖は、視覚も聴ちよう覚かくも臭しゆう覚かくも並外れて鋭するどい。彼は、山を登り始めてすぐに盗賊たちの気配を感知し、そちらへ向かって歩いていたのだ。


「じゃ、手はず通りに──」


　晄は手た綱づなを握にぎり直し、できるだけ何気ない風を装って山道を登り続けた。


　間もなく、左前方の藪やぶがザザッと鳴り、三人の男が次々と山道に飛び出して来た。それぞれ、弓や斧おのを手に、剣けん呑のんな表情で晄の前に立ちふさがる。


　男たちは、埃ほこりだらけの蓬ほう髪はつを荒あら縄なわで縛しばり、あちこちが破れた麻あさの布ほ衣いを着ていた。目は落ちくぼみ、骨と皮ばかりに瘦やせこけている。貧しい野午の民たみも、みな瘦せていて粗末な衣服をまとっているが、この男たちはそれ以上だ。


「童わつぱ、なかなかいい馬に乗っているじゃねえか」


　斧を持った男が言った。無ぶ精しよう髭ひげに埋うもれた唇くちびるが吊つり上がっている。


「命が惜おしけりゃ、馬も持ち物も全部よこせ」


「こ、殺さないで。俺、野午の領主なんだ。欲しい物は何でもあげるから……」


　晄はできるだけ怯おびえているふりをした。


　三人の男たちは、顔を見合わせた。


「こんな子どもが──冗じよう談だんだろ」


「いや、亳邑の楓牙王子が野午を十五、六の少年にやったとか、どっかで聞いた」


　男たちはひそひそと話し始めた。


「こりゃあ、ひょっとするとひょっとして──」


　男たちはうなずき合った。


「馬を下りろ」


　斧を持った男が言った。


　晄は素す直なおに煒白から下りた。右端はしの男が弓を構えて晄に狙ねらいを定さだめ、左端にいた男が晄に歩み寄った。手には縄なわを持っている。


「いい腕うで輪わだな」


　晄の腕をねじり上げ、縄をかけようとして、その男は汪李に目を留とめた。


「これはダメ！」


　晄は咄とつ嗟さに汪李を押さえた。


「見せろよ。欲しい物は何でもやると言ったじゃねえかよ」


「で、でも……」


　以前、無ぶ頼らい漢かんに絡からまれた時、汪李は自分に手を出した者の指を嚙かむという前科があるのだ。


「見せろってんだろが！」


　男は、汪李を押さえている晄の右腕に手をかけた。なおも晄が抵てい抗こうすると、男は晄の髪かみをつかんだ。パン！　と、晄の頰ほおに、男の平手が飛ぶ。


　その時──。


『おいおい、よしなよ』


　夏空を渡る涼すずやかな風のような声がかかった。男たちが一いつ斉せいに声の方を振ふり向むく。


　右前方の橅ぶなの枝に一人の少年が立っていた。大して太くもない枝の上で、腕を組み、器用に足だけで体重を支えている。槐えんじゆで染めたような淡あわい黄色の衣ころもに紅くれないの帯、帯と同色の幅はば広ひろの巾きんで髪をくくるという華はな々ばなしさだが、目鼻立ちのはっきりとした美び麗れいな容よう貌ぼうによく似合っていた。歳は晄と同じくらいか、一つ二つ歳上かもしれない。背は晄よりも高そうだが、体つきは少年らしいしなやかさを残している。


「あの子──」


　晄は瞠どう目もくした。


「なんでぇ、てめえは」


　男は凄すごみを利きかせた声で誰すい何かしたが、


『そういきがるなって。名乗るほどのもんじゃねーよ。ただの通りすがりさ』


　少年は全く動じず、片手を腰こしに、もう片方の手は人差し指を立てて、顔の前で振った。あの出いで立ちで、あの仕草、ここまでくると滑こつ稽けいとか気き障ざとかを超ちよう越えつしている。


『いたいけな少年が苛いじめられてるのを黙だまって見過ごせなくってさ。放しておやりよ』


「ふざけやがって──。下りてこい！　てめえもついでにふん縛じばってやる」


　男たちからギリッと殺気が迸ほとばしった。


『へぇ、おれとやろうってのかい？　ちょうどいい、憂うさ晴ばらしがしたかったんだ。相手になってやるよ』


　言うが早いか、少年は橅の枝から跳とんだ。枝のしなりを利用したとはいえ、煒白に負けず劣おとらずの跳ちよう躍やく力である。少年は斧を持った男の頭上を越こえ、晄の目の前に着地すると、晄を縛ろうとしていた男の腕に手刀を振り下ろした。男はうめき声を上げて思わず跳び退すさる。


『今のうちに逃にげろ』


　少年は、男たちから目を離はなさずに、サッと晄を背にかばう。


「いや、でも、えーと」
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　晄はどうやって説明しようかと戸と惑まどった。そうこうしている間に、斧を持った男が憤ふん怒ぬの形相で迫せまって来る。男が斧を大きく振りかぶった。少年はタッと地を蹴けり、男が斧を振り下ろす前にその懐ふところに飛び込むと、拳こぶしを鳩尾みぞおちにめり込ませる。男は斧を持ったまま、後方にふっ飛んだ。


『なかなかよい突つきだ』


　体術の名人、煒白が呟つぶやいた。馬の姿なので表情はわからないが、人ひと形がたであればきっと微笑ほほえんでいただろう。


『何をもたもたしてるんだ。早く逃げろって言ったろ！』


「だから、つまり……」


『ったく──！』


　少年は晄に駆かけ寄り、手をつかむとダダッと山道を下り始めた。


「ちょ、ちょっと待って」


　半ば引きずられ、晄も駆け下りる。その後をパカパカと煒白がついて来た。


『せわしないやつだ』


　汪李がぼやきながら少年の手に飛び移り、その腕に尾おを絡ませると、小さな銀の翼つばさを羽ばたかせる。少年の身体からだがブンと宙を舞まった。彼は晄の手を握ったままだったので、晄も一いつ緒しよに宙を飛ぶ。


「わわっ！」


　晄と少年は、笹ささの茂しげみの間に一緒に落ちた。


『いてて……。何すんだよ』


　少年はぶつけた尻しりをさすりながら汪李を睨にらんだ。


「ごめんね。ちょっと色々わけがあって──」


　晄は一いつ旦たん笹の茂みの隙すき間まから男たちの様子を窺うかがう。少年が殴なぐり飛ばした男はまだ起き上がれず、仲間の一人に介かい抱ほうされていた。もう一人の男は、突とつ然ぜん消えた少年二人を捜さがしているのか、辺りをきょろきょろ眺ながめている。煒白が気を利かせて山道を下りて行き、その男は煒白の後を追って、茂みの前を通り過ぎて行った。隠かくれている晄たちには気づかなかったようだ。


　晄は頭を引っ込めて、少年に向き直り、彼の顔をまじまじと見つめる。初対面のはずだった。けれど晄は、その顔と彼が放つ陽の気配に憶おぼえがあった。


「もしかして君、陝邑にいたひよこ？」


　少年の顔にサッと朱しゆが奔はしる。たっぷりと一呼吸ほどの間を置いてから、


『──ひよこって言うな』


　少年はぼそっと呟き、唇を尖とがらせる。


「ああ、やっぱり。声が同じだったし、俺、陝邑で君に会った時、きっと人間だったらこんな感じかなーって思ったんだ」


『そうだよ。お前がおれの人形を決めたんだよ。この派手派手しい黄色い衣と赤い帯も含ふくめてな』


　ひよこの少年は仏ぶつ頂ちよう面づらのまま言い、「へ──？」と、晄は目が点になった。


『そうなのか？』


　問い返したのは、汪李だった。妖あやかしが人形を獲かく得とくするには、まず特定の人間との精神的な交流が必要だ。双そう方ほうの抱いだいた心象が一いつ致ちした時に、相そう貌ぼうや見た目の年ねん齢れいが決まる。汪李は、晄に従うと決意した時、晄を守るものでありたいと思った。晄が白銀の大だい蛇じやに対してどのような姿を想像したのか推おし量ることはできないが、気づいたら青年の姿になっていたのだ。晄はひよこに対して、対等につき合える同じ歳ぐらいの少年という印象を持ち、彼もまた晄の友人になりたいと思ったのだろう。それにしても──。


『……あの、垂れ下がったひよこから、どうしてこの姿を想像できるのだ……？』


『だから、ひよこって言うな！』


「想像通りの人形だったんじゃなくて、俺が想像したから人形になったわけ」


　晄は見開いていた目を瞬またたいた。彼の紅の頭ず巾きんは、鶏にわとりの雛ひなを想像したため、とさかが具現化したのかもしれない。


『だから、さっきそう言っただろーが。頭悪わりーな』


「でも、無事でよかった。また犬かなんかに襲おそわれやしないかって心配してたんだ。あの瘴気に満ちた陝邑からよく脱だつ出しゆつしてきたね──」


　と言いながら、ふと晄は、再会して最初に感じた疑問を思い出した。


「どうしてこんなとこにいるの？」


『お前こそ、何であんなやつらにおたおたしてるわけ？　化か蛇だや駮はくの兄さんたちもさ、本ほん性しようを見られたくないとか？』


「俺、盗とう賊ぞくにわざと捕つかまろうと思ってたんだ」


　晄は、自分が野午の領主であることや、その野午が盗賊に襲われたことなどをかいつまんで話した。


「汪李と煒白がいれば盗賊団を倒たおすなんてわけないけど、下手へたに追い立てて、逃げられたりすると面めん倒どうだし、奪うばわれた毛皮とか無傷で取り返したいし、できれば、怪け我が人は出したくない。で、わざと捕まって、盗賊たちのねぐらや盗とう品ひんの隠し場ば所しよを突き止めてから、捕とらえようっていう作戦なんだ」


『いいねぇ、面おも白しろそう。それ、おれにも一枚かませろ』


　少年はわくわくした様子で言った。


「面白そうって──。だめだよ、危ないってば」


　つい声が高くなり、晄はハッと口を押さえて聞き耳を立てる。幸い男たちには気づかれなかったようだ。


「こっちは真しん剣けんなんだよ。野午の人の一年分の働きがふいになっちゃうかもしれないんだから」


『わかってるって。失敗が許されないんだったら余計に助すけっ人とが必要だろ？　おれ、見た目年齢が子どもだし。あいつらに捕まったって全然不自然じゃない』


　少年はそう言うと、いきなり笹の茂みから山道に出た。道ばたに寝ね転ころがり、片足を抱かかえて『いててて、足をくじいた』と、大げさに騒さわぎ立てる。


「ちょ、ちょっと、急にどうしたの」


　晄は慌あわてて少年のそばにかがみ込んだ。


　ちょうど、山を下りて行った男が、煒白の手た綱づなを引いて戻もどって来るところだった。殴られた男と介抱していた男も、声に気づいて振ふり返る。


　少年は『立てねー、いてー、もうだめだー』と、この世の終わりのような情けない声を上げながら、男たちが来るのを待った。


「しょうもない阿あ呆ほうだな。ケツの青い童わつぱのくせに、正義の味方なんぞ気取りやがるからだ」


　男たちは手早く晄と少年を縛しばり上げる。


『いてて、いてーよ』


　少年は喚わめきながら、ちらりと晄を見てニッと笑った。








　晄と少年は、男たちにこづかれ、灌かん木ぼくの茂みをかき分けながら急な斜しや面めんを登った。やがて、林が開け、細長い岩いわ棚だなに出る。岩棚の上に十数人の人ひと影かげがあった。盗賊の一味なのだろうが、驚おどろいたことに、男だけでなく女や幼い子どももいた。それぞれ、薪まきを割ったり、洗せん濯たく物ものを干したりし、幼子たちは母親らしき女の周りをちょろちょろしていた。


　彼らは、後ろ手に縛られた二人の少年と馬に気づくと、雑談を止やめて好こう奇きに満ちた視線を注ぎ、幼子は母親の後ろに隠れた。


　斧おのの男は、仲間に晄たちを見張らせ、岩棚の後ろの茂みへ入って行った。


　最初は気づかなかったが、岩棚に沿って、山の斜面に生おい茂った茂みの奥に、人が立ったまま入れるほどの洞ほら穴あながいくつも並んでいるようだった。大昔の住じゆう居きよ址しなのかもしれない。どうやら、盗賊たちはここをねぐらにしているらしい。


　しばらくすると、「お頭かしらが、連れて来いと言ってる」と、別の男が知らせに来た。


　煒白は灌木につながれ、晄と少年は、それらの洞穴の一つに連れて行かれた。


　穴の中は掘ほり広げられていて四、五人が生活できる程度の広さと深さがあった。隅すみには、瓶かめや罐かん、櫃ひつなどが置かれている。


　奥の壁かべを背にして、四十前後の男が熊くまの毛皮の上にあぐらをかいていた。ぼうぼうと髭ひげを伸のばし、他ほかの人たちと同様に瘦やせてはいるが、眼光は鋭するどく、どっしりとした威い圧あつ感かんがあった。彼が盗賊の頭目なのだろう。


　晄たちは、その男の前に引き据すえられた。


「野午の領主だそうだな。俺は焉えんという。この一団の元もと締じめをやらせてもらっている者だ」


　男は言った。


「その顔はどうした？」


　焉は、晄の頰ほおに目を留とめた。


「へえ、その腕うで輪わを見せろって言ったら、いや、お頭に内ない緒しよで盗とろうなんてつもりはなくて、ほんとに、見るだけのつもりでしたぜ──、けど、抵てい抗こうしやがったんで」


　晄に平手を喰くらわせた男が、身をすくませて答える。


「馬ば鹿か野や郎ろう！」


　途と端たんに、焉の怒ど号ごうが飛んだ。


「よっぽど自分の身が危ねえ時以外は、殴る蹴けるの乱暴はしちゃならねえと、あれほど言っただろうが！　第一、おめえは、身みの代しろを取るつもりでこいつを連れて来たんだろうが！　亳邑の楓牙相手に大勝負をかけようって時に、大事な人ひと質じちを傷ものにしてどうする！」


　凄すさまじい迫はく力りよくに、男は「……すんません」と、いっそう身を縮める。


　焉は晄に向き直った。


「若い者が失礼をしたな。俺に免めんじて許してやってくれ。それで、何の目的があって、伴ともも連れずに野午山を登って来たのだ？」


「別に目的なんて……」


　と言いかけ、晄はふと岩棚で遊んでいた子どもたちのことを思った。あの子どもたちをこのままにしておけば、やはり盗賊になってしまう。何とかまっとうな暮らしができるようにしなくてはならない。


「野午の里から奪った物を返してほしい」


　怯おびえたふりを止め、晄は真っ直すぐに焉を見つめた。


「何だと？」


　焉の片眉まゆが上がった。ひよこの少年も、目を剝むいて晄を振り向むく。


「野午からあなたたちが奪った毛皮は、里の男たちが一年がかりで獲とった、大事な品なんだ。返してほしい。あれを春の市に出さないと、里のみんなが飢うえてしまうんだ」


「この──」


　晄を連れて来た男が、胸むなぐらにつかみかかった。


「よせ！」


　焉が一いつ喝かつし、男は引き下がる。


「それで、その後は？」


「自首してほしい」


　焉は目を見開いた。そして突とつ然ぜん笑いだした。彼の哄こう笑しようはしばらく続いた。


「何がそんなに可笑おかしいの？」


　晄は呆ぼう然ぜんと焉を見つめる。


「敏びん腕わんで名高い楓牙王子が、特別に野午を与あたえたというから、どんな少年かと思っていたが、とんだうつけ者だったな」


　ひとしきり笑った後、目め尻じりの涙なみだを指先で拭ふき、焉はそう言った。


「俺、楓牙に少しでも罰ばつを軽くしてくれるように頼たのむよ。あなたたちが労ろう役えきに就ついている間、ここにいる子どもたちを育ててくれる人たちも捜さがす。だから──」


　晄は真しん摯しな態度で説明したが、


「冗じよう談だんじゃねえ」


　焉は、歯を剝いた。


「盗ぬすみを働いたのは今に始まったことじゃねえ。襲おそったのは野午だけじゃねえし、亳邑だけでもねえんだ。盗ぬすつ人とは生いけ贄にえになるか、よくて剕あしきりだ。一味であれば、女も子どもも同じだ。貴族の墓に生き埋うめにされる子どもが、どこから連れて来られるか、知らねえとは言わせねえぞ。誰だれが好きこのんでそんな目に遭あいてえと思う」


　晄は息を呑のんだ。どんな罪を犯おかせば、どんな罰が下るか知らなかったのだ。


「よしんば、お前が楓牙王子に働きかけて、女と子どもは死罪を免まぬかれたとして、総勢五十人あまり、どうやって食わせる？　貴族に買われて、奴ど隷れいとして死ぬまでこき使われても、食えるならまだいい。引き取る者がいなければ、野垂れ死ぬしかねえんだぞ」


　晄は悄しよう然ぜんとうつむいた。男たちを労役で済ませてくれるように頼んで、それが聞き入れられたとしても、残された女と子どもが五十人もいるのでは、とても晄には養いきれない。


「跡あとをつけられていないか、もう一度確かめて来い。こんな馬ば鹿かげた話を持ち込んだのは、俺らのねぐらを突つき止めるための方便かもしれん」


　焉は、手下の一人に指図した。


　余計なことを言って、警けい戒かいさせてしまったと、晄は後こう悔かいした。こんなことでは、盗まれた物を取り戻すことも難しいかもしれない。


「そっちの黄色い方、名はなんてぇんだ？」


　焉は、ひよこの少年に目を移す。


（この子が、うまくやってくれるといいんだけど……）


　晄は微かすかな期待を寄せる。晄には、妖あやかしや獣けものの気持ちをくみ取る力がある。賑にぎやかすぎる節はあるが、彼が根は真ま面じ目めな妖であることは、何となくわかっていた。


『鳳ほうだ』


　少年は答えた。


「ただの通りすがりだそうだが、どこの者だ」


『家なんかないよ。流れ者さ』


「それにしては、貴族のような身なりをしているじゃねえか。その黄色い袷あわせは絹だろう」


『あー、これ。そうさ、貴族の館やかたの庭に干してあったのをかっぱらって来たんだよ』


　実際には、鳳の身につけている物は、ひよこの羽う毛もうが変へん化げしているのだが、それは言えない。


「お前も盗人か」


　焉は、鳳を値ね踏ぶみするかのように、じろじろと眺ながめ回す。


『そう、おれは、親もいない家もない浮ふ浪ろう児じさ。ね、ここへ置いておくれよ。おれはこいつが野午の領主だなんて知らなくてさ、おれと同じくらいの子どもがおっさん三人に囲まれてるのを見て、つい助けようなんて義ぎ俠きよう心しんを出しちまっただけ。あんたの手下を殴なぐったのは謝るからさ、おれを仲間に入れてくれよ。おれ、食う物も寝ねるとこもないんだ。下働きでも何でもするからさ』


　鳳は一気にまくし立て、目をうるうるさせて焉を見つめる。なかなかの名演技だ。


「ふむ、喧けん嘩かの腕うで前まえは相当なものだというし、お前は使えるかもしれん。いいだろう、仲間にしてやる」


『わぉ、ありがとう！　お頭、太っ腹！　瘦せてるけど』


「ただし、裏切りは許さん。報ほう奨しよう目当てに、城の警けい吏りなんぞにたれ込みやがったら、ただじゃおかねえぞ」


　焉は鋭い目で鳳を睨ねめつけたが、


『あたりめーだよ。あんたに食わせてもらうんだ。恩義を仇あだで返すような真ま似ねをするかい』


　鳳は平然と笑って答えた。








「ほんと、君っていい度胸してるね」


　晄は、外にいる見張りに聞こえないように、小声で言った。


『それがおれの取り柄えだって言ったろ』


　鳳はニッと笑って、粥かゆを匙さじですくい、晄の口に入れる。


　晄は、盗とう賊ぞくが住み処かにしている洞穴の一つに放ほうり込まれた。夕ゆう餉げ時になり、鳳が粥を持ってその洞穴を訪おとずれ、晄は手足を縛しばられているので、鳳が食べさせているのである。


「その様子じゃ、妖だっていうことはバレてないみたいだね」


『おれがそんなヘマするかよ。化か蛇だの兄さんじゃあるまいし』


『我はまだ露ろ見けんしたわけではない。ほんの少々、怪あやしまれただけだ』


　晄の左腕で、汪李が不服そうに言った。


　晄は、この洞ほら穴あなに放り込まれる前に所持品を調べられた。衣ころもを脱ぬがせるために、男たちは腕うで輪わを外そうとしたのだが、汪李はしっかりと腕に絡からまり、数人がかりで引っ張ろうが微び動どうだにしなかったのである。「ただの腕輪じゃねえのかな」と男たちは不気味に思ったらしく、腕輪を諦あきらめた。


　衣の下に隠かくし持っていた炎えん招しよう戈かも見つかってしまったのだが、聖なる戈、炎招戈は晄以外の者には重くて持てない。盗賊たちは炎招戈を鞘さやから外すことができず、いっそう不気味がった。


　その話は焉に知らされ、言げん及きゆうされた晄は、咄とつ嗟さに「呪じゆ具ぐ作りの兄が、お守りとして作ったもので、呪じゆ詛そがかかってる」と、舜のせいにした。盗賊たちは「下手へたに手を出せば呪のろわれるかも」と、それ以降、晄に近づこうともしなくなったのである。


　鳳が、晄の世話係になったのも、他ほかにやり手がいなかったからだ。


『腕輪のふりを貫つらぬき通して、素す直なおに外れちゃえばよかったじゃん』


　鳳は呆あきれたように言った。


『そうも思ったが、別の者の手に渡わたされでもしたら、かえって動きにくくなるであろう』


　汪李はフンと鼻を鳴らす。


「持ち物を全部調べられるなんてね、予想以上に警戒されちゃったみたいだな」


　晄は力ない笑えみを浮うかべた。炎招戈が見つかり、それを取り上げることができないため、晄は厳重に手足を縛られてしまったのだ。


『ほんと、お前って頭悪いのな。あの場面で自首を勧すすめるか？　最初とおんなじようにおたおたしてりゃ、頭目を怒おこらせることもなく、優やさしく丁てい重ちように扱あつかわれて、軟なん禁きん程度で済んだかもしれねえのにさ。そうすりゃ、毛皮の隠し場ば所しよやらなにやら、情報を引き出すのだって簡単にできただろうが』


「最初はそのつもりだったんだけどね……」


　おとなしく捕つかまって、人ひと質じちとなり、楓牙に身みの代しろを払はらってもらうと言って時間を稼かせぎ、その間に盗とられた物を捜すつもりだった。汪李や煒白ともそういう打ち合わせをしていたのだ。


『化蛇の兄さんもさ。水妖の王ともあろうお方が、何でこんな阿あ呆ほうに従ってるわけ？』


『さてな。だが、阿呆でなくては、王に逆らってまで、我を救おうなどと思わぬであろうな』


　汪李はクスクスと笑った。


「俺、焉の剣けん幕まくに押されて、楓牙は陝邑だから身の代の要求はしばらく待ってって言わなかったんだ。このままだと、本当に亳邑城に要求が行っちゃう。焉に何とかうまく言ってくれないかな」


　悪くすれば、自宅に知らせが行くかもしれない。舜と莉由には心配をかけたくない。というか、晄が盗賊に捕まったなどと知れば、あの二人のことだ、何をしでかすかわからない。


『ったく、しょうがねーな。まあいい、まかしとけ』


「助かるよ。君が一いつ緒しよに来てくれてよかった」


『お前は、正直すぎるし真面目すぎるんだ。悪いことだとは思わねえが、そんな世の中甘くねーって、ちっとは憶おぼえとけよ』


　鳳はニッと笑って、晄の額をこづいた。


「煒白はどうしてる？」


『焉の穴に連れ込まれた。大だい丈じよう夫ぶ、あの兄さんも妖あやかしだってことはバレちゃいねえ。だが、水も飲まねーし、飼い葉も食わねーから、焉が心配してる。あいつ、昔は馬飼いだったんだと。いい馬だって、つきっきりで世話してる』


「煒白は前に呪詛をかけられて、俺んちにある魔ま法ほうの鼎かなえで作った物しか食べられないんだ」


『知ってるよ』


　鳳が即そく答とうしたので、晄は驚おどろいた。煒白が焉のところにいるなら、鳳にそんな話をする機会などなかったはずだ。


「いつ聞いたの？」


　晄は尋たずねたが、その時、


「鳳、まだ食わせてんのか。さっさと済ませて、沢さわへ水を汲くみに行って来い」


　と、盗賊の一人が穴の中をのぞき込んだ。


『はいよー、すぐ行く』


　鳳は残りの粥を晄の口に流し込み、


『盗賊がねぐらにしている洞穴は、ここだけじゃねーらしい。盗られた物はそっちにあるかもしれねえ。何か、わかったらまた知らせる』


　早口でそう言うと、穴を出て行ってしまった。


「煒白の呪詛のこと、どうして知ってたんだろ？」


　晄は首を傾かしげた。そう言えば、陝邑にいた彼が何で野午山に来たのか、それも聞いていない。


（不思議な子だな）


　晄は、鳳が去った洞穴の外を眺める。外は青い夕ゆう闇やみが静かに落ち始めていた。








「鳳が来なかったか？」


「いや、夕餉を持って来てからは来てねえよ」


　日もとっぷりと暮れた頃ころ、穴の外で、誰だれかが見張り番と話をしているのが聞こえた。


（盗ぬすまれた物を捜して歩いてるのかな。内ない偵ていしてることがバレなきゃいいけど）


　晄は男たちの会話に聞き耳を立てる。


「俺たちの穴で寝ろって誘さそったんだが、来なくてさ。用足しにでも行って、道に迷ってなきゃいいんだが」


「どっか別の穴で寝てるんじゃねえのか。今夜は月が明るい。迷子にはならねえだろ」


「そうだな、あいつ、童わつぱのくせして妙みように世慣れてたから、心配するこたぁないか」


（よかった。この調子なら、ちょっと姿が見えなくても騒さわぎにはならないな）


　晄は、少しほっとする。浅い横穴がいくつもあるので、捜さがし物をするのは大変だが、逆に捜される心配もないのだ。


　鳳を捜していた男は去ったようだ。そのうちに、小さないびきが聞こえて来る。身をよじって入り口の方へ顔を向けると、見張りの男が洞穴の入り口に寄りかかって居い眠ねむりをしていた。


　今のうちに外の様子を見ておこうと、晄は這はいずって、洞穴から顔だけ出した。


　東の空には、満月を数日過ぎた月が皓こう々こうと照っていた。月明かりで白く見える岩いわ棚だなに、木々の影かげが黒く落ち、木々の隙すき間まからは、岩棚の下に広がる森が一望できた。


　岩棚に沿って、左右には、晄がいる穴と同じような穴が九つ並んでいた。住人はみな寝ね静しずまったのか、灯あかりはなく、話し声も聞こえない。


　鳳はこの場所以外にも、盗賊一味のねぐらがあると言っていた。


　盗賊の頭目、焉の話では、女と子どもだけで五十人以上いるという。野午を襲おそった盗賊も四、五十人だったと言うから、総勢約百名の大所帯である。一つの穴に、五、六人が寝ね泊とまりしているとすると、この岩棚に住んでいるのは、一味の半数ぐらいだろうか。


（一カ所に集めないと捕ほ縛ばくは難しいな）


　汪李と煒白がその気になれば、百名ぐらい一いつ瞬しゆんで殺傷できるが、怪け我がをさせずに捕とらえるとなると、それなりの作戦を練らなければならない。


　──盗ぬすつ人とは生いけ贄にえになるか、よくて剕あしきりだ。貴族の墓に生き埋うめにされる子どもが、どこから連れて来られるか、知らねえとは言わせねえぞ。


　ふと、焉の言葉が蘇よみがえる。


（盗られた物を取り返すだけで、盗とう賊ぞくたちは逃にがしてあげてもいいかな……）


　そんな考えが脳のう裏りをかすめ、晄は頭かぶりを振ふった。


（だめだ。そんなことをしたら、ここの人たちはまたどこかの里を襲う）


　とにかく全員を捕らえ、楓牙に減げん刑けいを願って、子どもたちの引き取り手を探す。それが、晄の考えつく最善の方策だった。


（盗賊を集めるなら、あの奥かな）


　晄は行き止まりになっている岩棚の西に目をやって、そこに人が立っていることに気づいた。


「鳳？　──じゃないか」


　こちらに背を向けているので、顔はわからないが、背格好は鳳にそっくりだった。けれど、来ている衣の色が違ちがう。鳳は黄色の衣に紅くれないの帯だが、彼は黒に近い藍あい色いろの衣に、銀が散ったような白い帯を締しめている。いくら夜とは言え、月がこれだけ明るいのだ、あのひよこ色が藍色に見えるはずはない。


「盗賊の一味かな？」


『いや、あの者も妖だ』


　汪李が首を伸のばして、その人の背を見つめる。


「妖？」


『それも、完かん璧ぺきに陰いんに属する。陝邑から連れてきてしまったか？』


　視線に気づいたのか、彼はゆっくりと振り返った。


　白い、透すけるように白い肌はだをしていた。頰ほおにも唇くちびるにも一いつ切さいの赤みがない。鼻び梁りようは細く、切れ長の眼めは伏ふし加減で、遠目に見てもわかるほど睫まつ毛げが長い。


（女の人──？）


　衣ころもは男物だが、同年代の晄や鳳に比べると、顎あごの線や肩かたが随ずい分ぶんと華きや奢しやに見えた。


　月を映す湖のような眼が、晄をとらえた。薄うすい唇の端はしがゆっくりと持ち上がる。


　ぞっとするほど妖よう艶えんな笑えみだった。


（君は誰？）


　と、尋ねようとして、晄は声が出なくなっていることに気づいた。それどころか、指一本動かせない。


　何で──？　と思い、次の瞬しゆん間かんには自分が何を考えていたのかも忘れた。


　頭の芯しんに靄もやがかかり、眠ねむりに誘さそわれていく時と同じ感覚が襲ってきた。


　誰かが、濁だく流りゆう渦うず巻まく黄河のほとりで戦っていた。右手には炎えん招しよう戈かを掲かかげている。


（ああ、禹う王だ）


　晄は、彼が夏か王朝の祖であり、炎招戈の最初の使い手だった英えい雄ゆうであると、おぼろに感じた。


　禹王が戦っているのは、人面蛇じや身しんに朱しゆ色いろの髪かみの神だった。妖ではなく、なぜ神だと思ったのかはわからない。ただ、そう感じた。


　激しい戦いは長く続き、禹王は半身の自由を失った。不自由な手足を引きずり、それでも禹王は戦い続ける。突とつ然ぜん、禹王の姿が別の男に変わる。しかし黄河の光景は変わらず、荒あれ狂くるっていた。その男もまた、炎招戈を手に人面蛇身の神と戦っていた。


（あれは、湯とう王──）


　二代目の炎招戈の使い手、殷の始祖、成せい湯とう天てん乙いつだと、晄にはわかった。


　黄河が溢あふれ、多くの邑むらが泥どろに沈しずんだ。湯王は、民たみを守るために、神に挑いどみ続ける。


　神が、こちらを向いた。


　血の色をした眼は吊つり上がり、唇の隙間から、尖とがった歯がのぞいている。


　神は憤ふん怒ぬの形相で、晄を睨にらみつけた。


　背筋にザワリと鳥とり肌はだが立った。


　恐おそろしかった。呪じゆ詛そをかけられて暴れていた汪李を見た時も、操あやつられて自分を殺そうとする煒白に追われた時も怖こわかったが、そんなことが些さ細さいに思えるほどの恐きよう怖ふだった。


　けれど、晄は逃げなかった。逃げてはいけないと思った。


（今度は、──俺の番だ）


　晄は、腰こしに佩はいた炎招戈に手をかけた。


　その途と端たん、辺りが墨すみを刷はいたような闇やみに覆おおわれる。蛇身の神も荒れ狂う黄河も消え、代わりに、密ひそやかに笑んでいる妖の白い顔が闇の中に浮うかんだ。


　──君は、誰？


　忘れていた問いを思い出して尋たずねたが、妖はフッと消えてしまった。


　いきなり、見張り番のいびきが耳に飛び込み、手足の感覚が戻もどってくる。


「あれ？」


　晄は辺りを見回した。明るい月の下、先刻と同じく、縛しばられたまま洞ほら穴あなから首だけを出している。汪李が腕うでから離はなれ、晄をかばうように、岩棚の奥へ頭を向けていた。


「もしかして俺、眠ってた？」


『あの妖あやかしに、幻げん術じゆつをかけられたのだ』


「幻術？　あれは、幻まぼろしだったの……。汪李も見た？」


『いや、我はほんの一瞬、金かな縛しばりに遭あっただけだ。蛇が魅み入いられては笑い話にもならんが』


　汪李はフンと鼻を鳴らし、晄の腕に巻き戻る。


　晄は、妖がいた場所に視線を戻す。


（敵なのかな、それとも味方なのかな。何で俺にあんな幻を見せたんだろう……？）


　晄の目には、妖の妖艶な微び笑しようと、恐ろしい人面蛇身の神の幻が焼きついて、なかなか離れなかった。








「昨日の夜、後ろ姿が君によく似た妖を見たんだよ」


　翌朝、朝食を運んで来た鳳に、晄は言った。


『ふーん』


「で、その妖は俺に幻術をかけたんだ」


　晄は昨夜のできごとを簡単に語った。


「女の子なのかな、すごく色が白くて、怖いくらいにきれいだった」


　洞穴に辛かろうじて細く差し込む朝日が、鳳を照らし、晄はしみじみと彼の端たん整せいな顔を見つめる。


「でも、顔の作りとか似てるかもしれない。雰ふん囲い気きは全然違うけど──。君の同族かな？　でも、君と反対で陰に属する妖なんだ。心当たりある？」


『全然』


　鳳の返事は素そっ気けなかった。興きよう味み津しん々しんと話題に飛びついて来るとばかり思っていたので、晄は、ちょっと意外に思った。


「お頭かしらが、こいつを連れて来いと言ってる」


　その時、盗賊の一人がやって来た。


　鳳は、晄の足の縄なわを外し、二人で男の後についていく。


　男が案内したのは、岩棚の東側にある狭せまい草原だった。


　焉は、栗くり毛げの馬──煒白の身体からだをくしけずっていた。三名ほどの手下が手伝っている。


「こいつ、何も食わねえ」


　焉は手を止め、煒白の鼻はな面づらを撫なでる。昨日、晄に見せた表情とは打って変わって、馬を見る焉の目は優やさしく、心配げだった。


（この人、もとは馬飼いだったんだっけ）


　昨夜、鳳がそう言っていたことを、晄は思い出す。


「いい馬だ。毛並みも体格も申し分ねえ。お前んとこで、きちんと面めん倒どうを見ている証しよう拠こだ」


「うん、まあ。そうかも」


　煒白の変へん化げがうまいだけなのだが、取りあえずそう答えておく。


「気弱な馬なら、寝ね場所が変わったりすれば、食いが悪くなることもあるが、こいつは度胸も据すわっている。病でもなさそうだし、何で餌えさを食わねえんだろう」


　以前にかけられた呪詛のせいだとも言えず、答えあぐねていると、煒白が何か言いたげに晄の方を見た。


「なに？　どうしたの？」


　晄は煒白の顔の近くに寄る。


『私に食べさせるふりをしてくれ』


　煒白は、晄の耳に口を寄せてこそこそと囁ささやいた。


「あ？　ああ、そう」


　晄は煒白の意図するところを察して、大げさにうなずいた。


「いつも俺の手で食べさせてたから、他ほかの人から餌をもらっちゃいけないって思ったらしいよ」


　頰が引きつるのを感じながら、晄は言った。


「お前、馬の言葉がわかるのか？」


　焉は瞠どう目もくした。


「言葉がわかるわけじゃないけど、気持ちは何となくわかるよ」


　これは噓うそではない。晄は、普ふ通つうの人には聞こえない妖あやかしの声を聴きくことができたし、言葉を持たない下級の妖や動物たちでも、何を感じているかぐらいはわかる。


「驚おどろいたな。俺の祖父じいさんがそうだった。お前、馬飼いの才能があるんじゃねえのか？」


　焉は、鳳に晄の手の縄を解ほどくように命じ、


「お前が食わせてやれ」


　と言って、飼かい葉ば桶おけを指し示す。


　晄は飼い葉をひとつかみすると、煒白の口元に持っていった。煒白はそれをむしゃむしゃと、さもおいしそうに咀そ嚼しやくする。


　焉は「おお、食ったか」と破顔した。百名に及およぶ盗とう賊ぞく集団を統とう率そつし、貧しい里からなけなしの財を強ごう奪だつする非道な男だが、馬に対する愛情は本物だ。


「その馬、何てぇ名前だ」


　焉に問われ、


「煒白。輝かがやく白って意味の煒白」


　晄は、自分が名付けた名を正直に答えた。


「栗毛なのに白か？」


「心がね。純じゆん粋すいできれいで、本当にいい──馬なんだ」


　うっかり「妖」と言いそうになって、「馬」と言い換かえた。


　煒白は晄の頰ほおに鼻面をすり寄せ、それを見て、焉は肩かたをすくめて苦く笑しようした。


「しょうがねえな。馬の世話はお前がやれ。だが、縄が解かれたからといって、妙みような気を起こすんじゃねえぞ。鳳、ちゃんと見張ってろよ」


　焉は手下を連れて、岩いわ棚だなの方へ戻って行った。


　晄と鳳は、顔を見合わせて、ニッと笑う。


　煒白は口に含ふくんだままだった飼い葉を吐はき出し、


『呪詛とは無関係に、これは食べられない』


　と、独りごちた。








　その日の午後は、晄は草原で煒白の世話をし、鳳はそれを見張っていることにする。縄が解かれた途端に派手に動き回って、盗賊たちの警けい戒かい心をあおりたくなかったからだ。


　晄が煒白に乗って軽く歩かせていると、岩棚の方から数人の子どもたちが出て来た。遠巻きにして、うらやましそうに晄を見ている。


「君たちも乗ってみる？」


　晄が子どもたちに声をかけると「いいの？」と、子どもたちは顔を輝かせて駆かけ寄って来た。


「俺に近づくと呪のろわれるとか、お母さんに叱しかられないかな？」


　冗じよう談だん半分で尋ねると、


「母ちゃんいねーもん。父ちゃんもいねーけど」


　意外な答えが返ってきた。


「去年の洪こう水ずいでさ……。兄ちゃんも姉ちゃんも、弟たちもみんな死んだ」


　その子はうつむいて、ぼそりと答えた。生まれは耿こう邑ゆうで、昨年の黄河の氾はん濫らんで住む家と家族を失い、腹を空すかせて道ばたで震ふるえていたところを、焉に拾われたのだという。


「おらは、板きれにつかまって黄河を流されてるところを、お頭かしらに助けてもらった」


「あたいは、妹と一いつ緒しよに物もの乞ごいしてたら、一緒に来るかって言われて」


　子どもたちは、口々に身の上を語りだした。


「そうだったの……」


「ね、そんなことより、早く馬に乗せてよ」


「あ、ごめんごめん」


　晄は子どもを鞍くらに乗せ、綱つなを引いて煒白を歩かせる。


（焉は、この子たちを養うために……）


　誰だれか他に、子どもたちを拾ってくれる者はいなかったのか──？　そんなことは愚ぐ問もんだった。


　まっとうに働いて収入を得ている者は、自分たちが生きるだけで精せい一いつ杯ぱいで、赤の他人の面倒を見るような余よ裕ゆうがなかったのだろう。焉に拾われなければ、間ま違ちがいなくこの子たちは死んでいた。真ま面じ目めに働いている者には、孤こ児じを引き取ることができず、孤児を引き取った者は、盗ぬすみを働かなくてはその子たちを養えない。そんな道理があるだろうか。


（親を亡なくして、道ばたで泣いている子に手を差し伸のべるのは、本来、誰の役割なんだ？）


　晄の胸にやり場のない憤いきどおりが湧わいてくる。


　馬に乗せたり、遊んだりしながら、晄はそれとなく色々なことを尋たずねてみた。


　子どもたちの話によると、この一団は、常に旅をしていて、野午山に住むようになったのは、昨年の暮れのことだという。


　焉は行く先々で、路頭に迷った者を拾っていたようだ。だから、子どもたちの生まれは、耿こう邑ゆうであったり[image: ]ごう邑ゆうであったりと様々だった。ここの大人たちも、大半は、死にかけているところを焉に拾われたらしい。中には家族ぐるみで一団に加わった者もいるということである。


　この岩棚には、そういった家族や寡か婦ふ、子どもが住み、独り者の男たちは、もう少し登った所の洞ほら穴あなに住んでいるということだった。


　子どもたちは、大人たちが盗みを働いていることを薄うす々うす感づいているようだった。


「大人は何にも言わないけどね。天から食べ物が降って来るわけないもの」


　焉に拾われる前は、かっぱらいをしながら弟妹を養っていたという少年は、そう言った。


　家や畑などの財を失った者は、誰かが、取りあえずの食べ物と寝る場所を提供し、働き口を紹しよう介かいしなければ、盗む以外に生きる手立てはない。焉も、焉に従って盗賊になった者も、根っからの悪党ではないのだろう。ぎりぎりのところで生きているのだと、彼らの瘦やせた身体からだが証明している。


（だからって、盗んでもいい──なんて、子どもたちに言えないよな……）


　晄が答えあぐねていると、突とつ然ぜん、煒白がバッと岩棚の方を振ふり向いた。それまで、草原に寝そべって、晄と子どもたちのやりとりを黙だまって聞いていた鳳も、起き上がって耳を澄すませる。


『何か来た。──虎とらだ』


「え？」


　問い返す間もなく、岩棚の方で女の悲鳴がした。続いて、子どもの泣き声が耳に届く。


「虎だ、虎が出た！」「子どもが一人逃にげ遅おくれたぞ！」


　呼び交かわす男たちの声が聞こえてきた。


「大変だ──」


　晄は、ダッと駆け出した。鳳と子どもたちもその後に続き、煒白もついて来る。


　幅はばの狭せまい岩棚の入り口は、大勢の盗賊たちで騒そう然ぜんとしていた。


「君たちはここにいて」


　晄は、子どもたちを近くにいた大人に預け、人の波をかき分けて進む。


　盗賊を追い詰つめるならここだと晄が思った岩棚の行き止まりに、その虎はいた。


　大きな雄おすの虎だった。黄おう褐かつ色しよくの地に、くっきりとした黒い縞しま模も様ようが、てらてらと陽光を照り返している。


　虎はこちらに背を向けていた。虎の視線は、突つき当たりの岩がん壁ぺきに注がれている。そこには、岩壁に背を押しつけて、幼い女の子がいた。あまりの恐きよう怖ふで声も出ないのか、限界まで目を見開き、ただ震えている。


「お頭かしら。どうか、佑ゆうを、あの子をお助けください──！」


　母親らしき女が、必死の形相で焉の腰こしに取りすがった。


「うむ。だが──」


　焉は険しい表情で、虎とその向こうにいる幼子を見比べる。正面は険しい岩壁、南は崖がけ、北は傾けい斜しやの急な山やま肌はだである。回り込んで子どものもとへ行くことはできない。


　数人の男たちが弓を構え、虎に狙ねらいを定めていた。しかし、射かけることはできなかった。この位置から矢を放って、狙いが外はずれれば、佑に当たる危険がある。また、下手へたに刺し激げきすれば、逆上した虎が何をしでかすかわからない。


「あの虎、あの子を喰くうつもりだ──」


　晄は呟つぶやいた。虎の背を見つめているうちに、虎がひどく空腹であることを感じたのだ。弓を構える男たちの殺気を感じて微び妙みように距きよ離りを置いているが、こちらが隙すきを見せれば、すぐにでも獲え物ものに飛びかかる構えだ。


「佑、佑！」


　取り乱した母親が駆け出そうとし、男たちに取り押さえられる。


「何か、虎の餌えさになる物を持って来い」


　焉は命じた。手下の一人が、近くの洞穴から干し肉を持って来る。


「俺が虎の気を引く。その隙に、誰か佑を助けに行け」


　焉は干し肉を受け取り、虎に向かって歩き出した。


「お、お頭──。そんな危ねえこと。お頭の身に、万一のことがあったら、俺たちは──」


　手下たちは慌あわてて止めた。


「じゃ、どうしろってんだ！　誰かが囮おとりにならなきゃ、佑が喰われちまうんだぞ！　なら、お前らが囮になるか？　そうしたら、俺が子どもを助けに行く」


　焉は、手下たちを見回した。しかし、代わりに囮になると言う者もいなければ、子どもを助けに行くと言う者もいなかった。みな、押し黙って、青ざめた顔を互たがいに見交わす。


「この腰こし抜ぬけどもが──」


「俺が行くよ」


　怒ど鳴なりかけた焉の前に、晄は進み出た。


「お前──」


　焉も男たちも目を剝むいた。


「俺が行く。佑も俺が助ける。大だい丈じよう夫ぶ。俺には呪のろいの腕うで輪わと戈ほこがあるから」


「なぜ……？　俺たちはお前を人ひと質じちにして……」


「そんなこと関係ない。今はとにかくあの子を助けなきゃ」


　困こん惑わくする焉から、晄は干し肉を取った。


「みんなは下がってて」


　晄は虎に向かって歩み出した。盗とう賊ぞくたちは固かた唾ずを呑のんで見守る。


　近づいてくる晄の気配に気づいて、虎が振り返った。


「おいで、餌はこっちにある」


　晄は、左手に持った干し肉を差し出しながら、ゆっくりと虎に近づいた。


「佑、そこにいるんだよ。動いちゃだめだよ」


　晄は、虎から目を離はなさず、岩壁に張りついて震えている佑に呼びかけた。しかし、佑の返事はない。あまりの恐おそろしさで、晄の言葉が耳に入らなかったのかもしれない。


　飢うえた虎の目が、干し肉に留とまった。


「そうだ。お前の獲物は、この肉と俺だ」


　貪どん欲よくな虎の視線はぴりぴりと痛いほどだったが、晄は恐れず、なおも虎に近づく。


　喰う──という虎の意思が晄に伝わった。途と端たんに、虎が飛びかかって来た。


　ガッと、鋭するどい牙きばを剝いて大きく開いた口が、晄の左手もろとも干し肉を嚙かみ砕くだこうとした。


　見ている盗賊たちの間から悲鳴が上がる。


　しかし、虎は晄の手を嚙みちぎることができなかった。虎の牙が嚙んでいたのは、いつの間にか晄の左ひだり腕うでから手首に移動していた銀の小蛇だった。鼻息も荒あらく、虎はギリギリと顎あごを閉じようとする。しかし、晄の左手首に緩ゆるく巻いた汪李は、少しずつその身を広げていた。水すい妖よう化か蛇だの鱗うろこを断たてるのは、唯ゆい一いつ炎えん招しよう戈かの刃やいばだけである。虎の牙では、汪李の鱗を砕くことはできないのだ。


　晄は干し肉を虎の口の中に落とした。汪李は身体を伸ばし、虎の顎を広げる。晄は虎の口から手を抜ぬくと、サッと身をひるがえして駆かけ出した。すかさず虎の口こう腔こうから飛び出した汪李が、晄の左腕に絡からまる。汪李の動きはあまりに素す早ばやく、盗賊たちには何が起こったのかわからなかったのだろう。彼らは、無傷で虎から離れた晄の左手を、驚きよう愕がくの表情で凝ぎよう視ししていた。
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　虎が干し肉を咀そ嚼しやくしている間に、晄は佑のもとへ駆け寄った。左腕で佑の腰を抱だきかかえる。


　佑は晄の首に腕うでを回してギュッとしがみついた。


　その時にはすでに、虎は干し肉を嚥えん下かし、喰い損そこねた獲物にじりじりと近寄って来ていた。


「しっかりつかまってて」


　晄は炎招戈を鞘さやから抜いた。青銅の戈が微かすかな熱を持って、晄の手に吸いついてきた。炎招戈の以前の持ち主だった禹王と湯王が、晄に力を貸しているのだ。


　虎はピクリと身をすくませた。野生の獣けものは、本能的に相手の力量を測る。思っていた以上に少年が手て強ごわいと知った虎は、しばし逡しゆん巡じゆんする。


　しかし、飢えが虎を駆り立てた。


　虎が跳ちよう躍やくした。鋭い爪つめのついた前足が、晄の眼前に迫せまる。晄は身をひねり、佑をかばいながら、炎招戈の背で虎の前足を叩たたいた。


　ギャン！　と声を上げて虎はもんどりをうった。辛かろうじて四つ足で着地した虎は、敵かなわぬと知って、晄に背を向けた。虎の目は盗賊たちに向けられた。次に狙う獲物を物色しているのだ。


「逃げて！」


　晄は叫さけんだ。


　盗賊たちがわっと散った。痛めた前足を引きずりながら、虎がそれを追う。


　逃げて行く人間の間を縫ぬって、煒白が駆けて来た。虎とらの行く手に立ちはだかる。


　虎は、ギョッとしたように立ち止まった。見た目は普ふ通つうの馬だが、虎には、戦うために創つくられた神妖の気配がわかったのだ。煒白は静かに虎を見つめた。虎は煒白を見上げて居い竦すくまる。煒白が一歩踏ふみ出した。虎は恐ろしさにたまりかね、身をひるがえした。岩いわ棚だなの北側の急きゆう斜しや面めんを、ザザザッと藪やぶを鳴らして、駆け登のぼって行く。


　盗賊たちは啞あ然ぜんとして、逃げていく虎の後ろ姿を見送った。やがて、虎の姿が見えなくなると、彼らはわっと歓かん声せいを上げた。


　焉と佑の母親を先頭に、みんなが晄に駆け寄って来た。


　そんな中で、一人鳳だけが腕を組み、ニヤニヤしながら『なるほどねぇ』と呟いたことに、晄は気づかなかった。








「いやー、どえらい馬だ。気合いで虎に勝つ馬なんて、初めて見たぜ」


　満面の笑えみで、焉は煒白の首をパンパンと叩いた。


　焉の洞ほら穴あなである。彼は夕ゆう餉げの席に晄と煒白を招いた。ささやかな祝しゆく宴えんなのだろう、木を削けずっただけの粗そ末まつな盆ぼんには、木の実や焼いた干し魚などが盛られていた。佑と佑の母親も末席に座り、他ほかにも数人の男たちが酒を酌くみ交わしている。


「俺は今まで何百頭って馬を育ててきた。馬ってのは群れで動くんだ。狼おおかみに襲おそわれたりすりゃ、頭の馬は群れを守ろうとするが、こいつは人を守るために、たった一頭で虎に向かって行ったんだものな。ほんっとにすげえ馬だ」


　もと馬飼いの焉は、いたく感激した様子だった。晄はもう、笑ってごまかすしかない。


「あんたもだ、晄。いや、晄さんと呼ばなきゃならんな。俺たちは、あんたの領地を襲い、あまっさえあんたを人質にして、楓牙王子から身みの代しろを取ろうなんて考えていたんだ。なのに、あんたは佑を助けてくれた」


　焉は晄の前に座り、深々と頭を下げる。


「いや、だって、そんなこと佑には関係ないし──」


　晄は首を振ふった。


「本当に、何とお礼を申し上げていいか」


　そう言ったのは、佑の母親だった。彼女はまだうれし涙なみだが止まらないらしく、しきりに衣ころもの袖そでで目め頭がしらを拭ふいていた。佑は虎のことなどすっかり忘れたらしく、母親の膝ひざの上で、滅めつ多たに食べられない御ご馳ち走そうにはしゃいでいる。


「先の洪こう水ずいで、夫も、親も兄弟もみんな亡なくなってしまいました。この上、佑まで失っていたらと思うと……」


　母親は、我が子を抱きしめて涙にむせぶ。


「この人は耿邑の大きな地主の嫁よめさんだったんだ。だが、家も畑も全部流されたとかで、佑を抱いて黄河に身投げしようとしてな」


　焉は憐あわれみ深い目で、母親と佑を見る。


「ここの人たちは、みんなそういう身の上で、あなたが助けたって、子どもたちから聞いたよ」


　晄はうなずいた。


「俺も、女によう房ぼうと子どもを亡くした。飼っていた馬も一頭残らず流された」


　焉は杯さかずきをあおった。


　それでも、手元には僅わずかばかりの財が残っていたので、それを元手にやり直そうと旅をしていたのだと焉は語った。道ばたで死にかけている者を見過ごすことができず、旅の伴ともに加えて養っているうちに財を使い果たし、その日の糧かてを得るために、とうとう盗ぬすみを働くようになってしまったのだという。


「盗んでは逃にげ、あちこちの邑むらを転々としているうちに百人からの大所帯になっちまってな、俺は盗賊の頭目に成り下がっていた」


　焉は自じ嘲ちようする。


「今まで訊きく機会がなかったが、俺たちが傷を負わせたやつらの具合はどうだ？」


「気にしていてくれたの──」


　焉に尋たずねられて、晄は少なからず驚おどろいた。


「済まなかったな。盗みはしても殺しはしちゃならねえと、きつく言い渡わたしてあるんだが、さすがに野午の連中は猟りよう師しだけあって、手強くてな。頭に血が上った若いもんが掟おきてを破りやがったんだ」


（もしかして、この人、凄すごい人かも）


　焉が拾った者たちの中には、ならず者もいるだろう。にもかかわらず、野午の怪け我が人が三人で済んだのは、焉にそれだけの統とう率そつ力りよくがあるからだ。


「命には別状ないって言ってたよ」


　晄が言うと、焉は安あん堵どしたような笑みを浮うかべた。


「あそこも貧しい里だな……」


　焉は一いつ瞬しゆん遠い目をした。野午を襲ったことを悔くいているのかもしれない。


「だが、何としても俺はこいつらを食わせにゃならん。楓牙王子からも、しっかりと身みの代しろをいただくつもりだ。王子が陝邑から帰って来るまでは、あんたを帰すわけにはいかねえが、悪く思わないでくれ」


「……うん」


　良心が痛み、晄はうつむいた。








　その夜のことである。


『晄、起きろ』


　汪李に揺ゆり動かされて、晄は目を開けた。


『昨日の幻げん術じゆつを使う妖あやかしだ』


「え──？」


　晄は慌あわてて起き上がった。


　汪李は晄の腕から離はなれ、入り口の方へ這はって行く。


　やがて、月明かりを背に、鳳によく似た影かげが洞穴の前に現れた。逆光で顔はよく見えないが、黒に近い藍あい色いろの衣に、銀が散ったような白い帯を締しめ、帯と同じ色の巾きんで髪かみをくくっている。間ま違ちがいなく、あの幻術使いだ。


『昨日は失礼いたしました』


　彼女もしくは彼は、静かに膝をついた。


『何の用だ』


　汪李は晄を背にして、妖と対たい峙じする。


『非礼を詫わびに──。それと鳳からの伝言を』


「君、鳳の知り合いなの!?」


　晄は瞠どう目もくした。鳳に問い質ただした時、彼は全然知らないと答えたはずだ。


『入ってもよろしいでしょうか？』


「いいよ。でも幻術は使わないで」


『承知しております。妙みような真ま似ねをして、水すい妖ようの王の怒いかりを招くつもりはありません』


　妖は一礼してしずしずと歩み、晄の前に端たん座ざした。汪李が油断なく、晄と妖の間に入る。


　月明かりが、妖の横顔を照らした。白い美しい顔だ。


　月の色だ──と、晄は思った。濃こい藍色の衣は、月の明るい晩の空の色、髪をくくる巾は、月光に照らされる雲の色、そして、伏ふし目がちな白はく皙せきの美び貌ぼうは、熱を持たない月そのものだった。鼻や唇くちびるの形は、やはり鳳に似ている。


「鳳からの伝言て何？　君と鳳はどういう知り合いなの？」


『その前に先日のお詫びを──。わたしは鸞らんと申します。失礼とは存じましたが、先日はあなたと汪李様にわたしの術を試ためさせていただきました』


「試す？」


『わたしは、幻まぼろしを紡つむぐ以外には何もできません。お話をさせていただく前に、炎えん招しよう戈かの使い手と水妖の王に、わたしの術がどのくらい効くか知りたかったのです』


『慎しん重ちようなことだ』


　汪李はフンと鼻を鳴らして、晄の腕うでに戻もどった。


「俺が炎招戈の使い手だって知ってたの？」


『古いにしえの戦いを知っている妖には、見ればあなたの腰こしにある戈ほこが炎招戈だとわかります』


　見た目は自分と同年代だが、相当に歳を経へた妖なのだろう。あの幻は、鸞が実際に見た禹王と湯王の姿なのかもしれない。


「で、俺にはしっかり術がかかったから、安心してやって来たってわけなんだ。やっぱ、妖には炎招戈って怖こわいものなんだね。鳳は全然そんな素そ振ぶりを見せなかったけど」


　晄は、度胸が取り柄えだと鳳が言っていたのを思い出して小さく笑った。


「鳳とはどういう知り合いなの？　彼は君のことを知らないって言ってたんだけど」


『生まれた時からの長いつき合いです』


「へえ、幼なじみなんだ」


　ならば、なぜ鳳は鸞を知らないと言ったのだろうか。


「鳳は故郷を出しゆつ奔ぽんして、君は彼を追って来て、結局手伝いをさせられるはめになったって、そんな感じ？」


『わたしがここにいるのは、鳳がそう決めたからです。あなたに協力するのは、わたしの意思です』


　訊いたことには答えてくれるが、どうも曖あい昧まいで要領を得ない。鳳に口止めでもされているのだろうか。


「で、鳳の伝言て何？」


『この野午山をもう少し登った場所に、もう一つ盗とう賊ぞくが住み処かにしている洞ほら穴あながあるのはご存じでしょう？』


「知ってる」


　焉は、寡か婦ふや若い娘むすめたちを守るためか、独り者の男たちを別に住まわせている。今夜、鳳はそこを探さぐりに行ったのだ。


『そこで病が流行はやり始めました』




　三　生きるための罪の重さ







　鸞に案内してもらい、晄はすぐさまその洞穴に向かった。昼間は動きがとれないので、今のうちに病にかかった者の様子を知りたかったからである。


　雑木林の中を一刻ほども登ると、笹ささ藪やぶに覆おおわれた斜しや面めんにいくつかの穴が並んでいるのが見えた。灯あかりはなく、穴の中は真っ暗だ。


『病人は、一番奥の穴にいます』


　足音を忍しのばせて、晄たちはその穴に近づく。


『わたしたちの姿が見えないよう、中にいる者たちに術をかけます』


　鸞は胸の前で両手を向き合わせた。まるで手の中に見えない鞠まりでも入っているかのように指を軽く曲げる。やがてその中に、本当に鞠が現れた。白く仄ほのかに輝かがやく鞠だ。


　晄は思わず月を見上げた。空の月が鸞の手の中に移ったのではないかと思ったからである。けれど、もうすぐ下か弦げんを迎むかえる月は変わらず天にあり、鸞の手にある月はまん丸だ。


　鸞は、片手にその丸い月を載のせて、穴に向かって差し出した。淡あわい光の粒つぶが、風に流れる霧きりのように穴の中に吸い込まれて行く。


「俺に術をかけた時は、こんなことしなかったよね」


『術をかける相手が少なければ、目を合わせるだけで済みます』


　だから、いつも伏し目がちなのかと、晄は勝手に納なつ得とくした。


『わたしたちの声は聞こえませんが、物音を立てれば聞こえてしまいますので、気をつけてください』


　月を手に載せたまま、鸞は洞穴の中に足を踏ふみ入れた。その穴は、晄が寝ね泊とまりしている洞穴よりもずっと広く、二十人ぐらいの男たちが寝ねていた。それぞれ、手足や額に血の滲にじんだ布を巻いている。野午の猟りよう師しとの戦いで受けた傷だろうか。


　鸞はその中の一人の枕まくら元もとにしゃがんだ。晄も近くに寄って、男の顔をのぞき込む。男は息も荒あらく、震ふるえているのにひどく汗あせをかいていた。


『この方は発ほつ疹しんが出ています』


　鸞はそっと夜具をまくり、手にした月で男の胸むな元もとを照らす。男は片かた肌はだを脱ぬいで右みぎ肩かたを布で縛しばっていた。剝むきだしの胸に、薄うす赤あかい斑はん点てんが出ている。


　晄は病気のことには詳くわしくないが、高熱が出て発疹の出る病が大流行して、多くの人が亡なくなったという話は聞いたことがある。


　調べてみると、他ほかにも四人の男の身体からだに発疹が出ていた。


「焉に知らせなきゃ──」


『知らせてどうするのです？』


「決まってるよ。他の人に感染うつらないようにしなくちゃ。それから何とかして医者に診みてもらう方法を考えなきゃ」


『あなたの領地を襲おそった盗賊でも、助けたいと思うのですか？』


　ほとんど表情のない顔で、鸞は尋たずねた。


「当たり前だよ。それとこれとは別。この人たちは悪い人たちじゃないし、たとえ極ごく悪あく非道な人だったとしても、その人が死んでいいなんて、俺には思えないんだ」


　昨年の冬、晄は両親を殺した刺し客かくに遭そう遇ぐうし、その時、晄は生まれて初めて人の死を願った。けれど、今はそのことを悔くいている。憎にくしみや怒り、悲しみなどの感情をすべて否定するつもりはないが、命を軽かろんじてはいけない。


『わかりました』


　鸞は微かすかに笑えみを浮うかべた。


『ここに住んでいる誰だれかに術をかけて、焉に知らせに行かせます』


　鸞は隣となりの洞穴に行き、その穴の前でも自分たちが見えないようにする術を使うと、一番手前で寝ていた若い男の耳元で、焉の所へ行って疫えき病びようが流行はやり始めたことを知らせるように命じた。


『彼は、間もなく目覚めます。わたしたちは先に岩いわ棚だなへ戻っていましょう』


　外へ出ると、鸞は軽く手を振ふって、載っていた月を消した。本物の月は、天の中ほどにあった。間もなく夜が明ける時刻だ。


　ぼんやりとした様子で洞どう窟くつから出てくる男を横目で見ながら、晄たちは山を下りる。


「そう言えば、鳳はどうしたんだろう」


　今の洞穴にいるはずなのに出会わなかった。


「ね、鳳は──？」


　晄は振り返った。しかし、すぐ後ろを歩いていたはずの鸞がいない。


『たった今、いきなり気配が消えた』


　汪李が呟つぶやいた。


「鸞？」


　晄は立ち止まり、辺りを眺ながめ回した。月が照らすのは一面の笹藪ばかりで、鸞の姿はどこにもなかった。


　東の空が白み始めていた。








　岩棚の洞穴に戻って耳を澄すませていると、焉のいる洞穴の方から男たちの慌あわただしい声が聞こえて来た。病の知らせが届いたらしい。


　しばらく聞き耳を立てていると、


『焉は、上の洞穴へ行ったぜ』


　突とつ然ぜん、鳳が入って来て、晄は「わっ」とのけぞった。


「びっくりした──。君、今までどこにいたの？」


『上の穴にいたよ』


「俺も行ったんだよ。鸞が病のことを教えてくれて」


『ああ、今聞いた』


　鳳は、晄の前に腰こしを下ろした。


「鸞て、君の幼なじみなんだって？　この間、幻げん術じゆつを使う妖あやかしのことを訊きいた時、何で知らないって言ったの？」


『あの時は、あいつの手を借りることになるなんて思ってなかったからさ。赤の他人で済ませようとしただけ』


「また、随ずい分ぶんと冷たいね。やっぱり、君、家出して来たんでしょ。それで鸞が君を追いかけて来たものだから、しらばっくれようとして──」


　妖に対して、どうしてそういう想像するわけ？　と鳳は前おいて、


『ただ、あいつが嫌きらいなだけ』


　彼は、ばっさりと言い切った。


「嫌い──なの？」


『そ、大嫌い。あんなのがこの世にいるだけでむかつく』


「ひどいね。鸞がここに来たのは、君がそう決めたからって言ってたよ。連れ回して、伝言頼たのんだりしてるってのに」


『いいんだ。あいつもおれを嫌ってる』


「だったら、何で一いつ緒しよに旅をしてるの──ってか、君の故郷ってどこ？　陝邑？　そう言えば、君が何で野午に来たのか聞いてなかったね」


　晄の問いに、鳳は大きく息を吸い、


『腐くされ縁えんで、どーっしようもないんだっ！』


　心の底からの怒いかりを込めてそう言った。思わず晄は後あと退ずさる。


　しばらくの間、鳳は眉み間けんに皺しわを寄せ、拳こぶしを震わせていた。鳳と鸞の間に何があるのか知らないが、きっとそこには触ふれてはいけないのだろう。


「と、とにかく、煒白のとこへ行こう」


　晄は、まだぷるぷるしている鳳の手を引いて焉の洞ほら穴あなへ行った。そこには、焉の側近の手下の姿もなく、入り口近くの杭くいにつながれた煒白がいるだけだった。


　煒白は、上の穴からの知らせを焉と一緒に聞いていたので、おおよその状じよう況きようはすでに把は握あくしていた。


『おそらく、蝨しつがもたらした疫病だろう』


　晄が病人の様子を語ると、煒白はそう言った。彼は、天の園その──平へい圃ほを司つかさどる女め神がみ英えい招しようから様様な知識を授さずかっている。蝨というのは、寒い地方や高い山の中の藪やぶに棲すむ、目には見えないほど小さな妖で、人の血を吸い、血を吸われた者は、二、三日で病を発はつ症しようするのだそうだ。血を吸った蝨は、人の髪かみの間や衣ころもの縫ぬい目などに潜ひそんで、他の者に移る機会を狙ねらっているという。


『蝨に血を吸われた者すべてが死ぬわけではないが、ここの者は栄養状態が悪い。まして怪け我がをしているのであれば、命を落とす可能性は高いだろう』


「そんな──」


　晄は愕がく然ぜんとした。


「治す方法はないの？　薬とか、呪じゆ術じゆつとか」


『ある程度効く薬草はいくつかあるが、今の季節、この山では手に入らない』


　衣や髪についた蝨を退治するには、葛つづらの実を砕くだいた粉を湯に溶とかし、それで衣や髪を洗うしかないが、葛の実も医者か薬くす師しでなければ持っていないと煒白は言う。


「急いで医者に連れて行かなきゃ……。同じ穴で寝ていた怪我人も、多分血を吸われているだろうし」


『健康な者も、山から下ろした方がいい。蝨は血を吸って仲間を増やす。上の洞窟では、相当に蝨が増えているはずだ。衣や髪についた蝨を退治しなければ、病が広がってしまう』


　煒白は言った。


　やがて、焉が戻もどって来たのだろうか、岩棚の入り口の方で、男たちの呼び交かう声がして、晄は洞穴を飛び出した。


「湯を沸わかせ。虎耳草ゆきのしたか筆頭菜つくしか、熱冷ましになる物を採って来い！　急げ！」


　焉は命じ、手下たちが慌ただしく準備をする。


「焉！」


　晄が駆かけ寄ると、


「もう一つのねぐらで、病人が出た。流行はやるかもしれん」


　と、焉は苦い表情で言った。


「ね、山を下りよう。医者に診せなきゃ」


「そんなことできるか。俺たちが盗とう賊ぞくだとわかりゃ、警けい吏りが飛んで来る」


「でも、放ほうっておいたら死んじゃうかもしれない」


　晄は、山の中には蝨という妖がいて、それに血を吸われることで流行る病があることや、その治ち療りよう法などを焉に伝えた。


「そんな危ねえ病かよ──」


　焉はますます顔を険しくする。


「だがよ、盗ぬすみを働いた者は、生いけ贄にえか剕あしきりと決まっているんだ。どうせ処しよ刑けいされる者を、いったい誰が治療しようなどと思う？　捕つかまった途と端たんに、生き埋うめか火ひ炙あぶりだろうが！」


　焉は吐はき捨てるように言って、晄に背を向けた。


「あ、ちょっと、焉──」


　晄は彼を追おうとしたが、焉は聞く耳を持たぬ様子で、「葛だ、葛の実を探せ」と、薬草採りに出かけようとしていた男たちに指示を出し直す。


（焉の言う通りかもしれない）


　この病が疫病だとわかれば、感かん染せんの拡大を恐おそれて、すぐさま刑けいが執しつ行こうされるだろう。


　山を下りれば、捕ほ縛ばくされて生き埋め。しかし、ここに留とどまっていても病で死ぬ──。


「どうしたらいいんだ……」


　晄は肩かたを落として煒白の所へ戻った。


「せめて、重病人と子どもたちだけでも、山を下りさせようか……」


『だが、焉が承知するだろうか』


　煒白は首を傾かたむける。


『子どもと重病人だけ山を下ろしても、残ったやつが次々に病にかかるぜ。やるなら、全員山を下ろさなきゃ、意味ねえだろ』


　鳳は言った。


『全員となると、盗賊であることを隠かくすのは難しいぞ。山を下りた後、晄、お前に警吏を説得できるか？』


　汪李が問う。


「難しいかも……」


　頼みの楓牙は今、陝邑だ。亳邑城の官かん吏りは、晄をただの小領主としか見ていない。情状酌しやく量りようを願っても、聞き入れてもらえないだろう。


『そんなこと、ぐだぐた悩なやんだってしょうがねえ。焉が何と言おうが、全員をひっくくって山を下りる。それから、重病人を医者に診みせる。警吏が来たらぶっとばす。化蛇と駮はくの兄さんがいれば、それくらいのことはできるだろうが』


『全員を一いつ斉せいにひっくくったら、病が感染うつるであろう』


　呆あきれ顔がおで汪李は呟く。


「警吏をぶっとばすってのもどうかと思うけど──。でも、何もしないで死なせるわけにはいかない。やれるだけのことはやらなきゃ──」


　言いながら、晄はふと、美しい幻術使いの妖を思い出した。


「そうだ。鸞に頼んで、医者に幻術をかけてもらえばいいんだ。盗賊じゃないと思い込ませて、治療してもらうの。鸞がいれば、警吏がやって来ても心配ない」


『あいつは、夜にならねえと来ねえよ』


　嫌きらっている幼なじみの名を出されて、鳳は苦い顔をした。


「今夜、俺の所へ来てくれるかな。来たら頼んでみよう」


　ほんの少しだけ、希望が見えてきた。








　晄は洞穴で、夜が来るのを待ちわびた。鳳は夕刻になると『上の洞穴を見てくる』と言って姿を消し、日が沈しずむと間もなく鸞が洞穴に現れた。しかし──。


『申し訳ありません。わたしにはできません』


　長い睫まつ毛げを伏ふせて鸞はそう言った。


「何で──？　君は、疫えき病びように罹かかった盗賊なんか治療する必要がないって思ってるの？」


　晄は瞠どう目もくした。昨夜は晄に協力して、盗賊に幻術をかけてくれたではないか。


『そうではありません。どんな者でも死んでいいとは思えないと、あなたは言いました。わたしもそう思います。できることなら、救ってあげたい』


「じゃ、どうして？」


『夜でなければ、幻げん術じゆつは使えないのです』


　鸞はそう言って、瞳ひとみを翳かげらせた。


「そうなの!?」


『暗くなってから医者を訪ね、幻術をかけたとしても、日が昇のぼれば術は解けてしまいます。最後までごまかし通すことはできません』


　術の解けた医者が官吏に通報したら、手の打ちようがない。微かすかに見えてきた希望の光が消え、晄はただ呆ぼう然ぜんとする。


『病人に、幻術をかけることはできます。苦しまずに済むように……』


　鸞の表情は変わらなかったが、哀かなしんでいることは晄にもわかった。


『術が効いているのは夜だけですが、それでも、生き埋めや火炙りにされるよりは、その方がずっと楽に死を迎むかえられるでしょう』


「楽に死なせる……？」


　そんな選せん択たく肢しがあるなんて、今まで晄は考えたことがなかった。


　両親が亡なくなった時、晄はまだ十歳だった。あまりにも衝しよう撃げきが大きすぎて、その時のことはよく憶おぼえていない。父と母は、苦しんだのか、それとも安らかだったのか──。


　生きていてほしいと、ただ、それだけを願った。死んでしまうなんて、絶対に思いたくなかったから、死に方についてなど考えなかったのだ。


「だめだよ。俺にはそんな簡単に諦あきらめられない。死ぬことを前提にしないで、できるだけのことをしてやらなきゃ」


『ひどい苦しみを与あたえることになっても？』


　鸞の問いに、晄は答えられなかった。


　助かる見込みのない者に、無む駄だな苦しみを与えるのが、果たしてよいことなのか。生きてほしいと願うのは、残される者のわがままではないのか──。


『死が、逃のがれられない運命ならば、安らかな方がいいでしょう？』


　夜の森に降り注ぐ月光のように、冷たく静かな声で、鸞は言った。


「……俺には、わからないよ」


　その夜、晄は一いつ睡すいもしなかった。


　鸞は、鳳と交代するからと、あれから間もなく姿を消した。二人で昼夜を分けて、盗賊たちの様子を探さぐってくれているらしい。


「どうしたらいいんだろう……」


　眠ねむれぬまま晄は考えた。しかし、いくら考えても道が見えない。


　鳳は、強ごう引いんにでも全員を山から下ろし、病人を医者に診せるべきだという。晄もできるならそうしたい。けれど、下手へたをすれば、助かるはずの者まで生き埋めか火炙りになってしまう。


　鸞は、どうせ死から逃れられないのであれば、安らかに逝ゆかせてやるのがよいと言う。


「諦めるのは嫌だよ。最後の最後まで、生きるためにできるだけのことをするべきだって、俺は思う。でもそれって、当人の気持ちを無視してるよね……」


　自分自身は病にはかからないし、刑けい罰ばつも受けないから何とでも言える。けれど、死を宣告された者は、どう思うのか。安らかに死ぬか、苦しみながら死ぬか、どちらかしか選べないのであれば、安らかな方がいいに決まっている。


『苦しみを和やわらげることと、見殺しにすることは違ちがう。順序を誤ってはならぬな』


　汪李は言った。


　洞どう窟くつの外に、薄うす明あかりが差してきた。晄が盗賊のもとに来て四日目の朝がきた。








「晄兄ちゃん！　佑が、熱を出した。赤いぷつぷつも出てる！」


　子どもたちが洞ほら穴あなに駆かけ込んで来たのは、岩いわ棚だなに朝日が差し始めた頃ころだった。


「そんな──！」


　晄は洞穴を飛び出し、寡か婦ふと子どもが住む穴へ走った。その穴の前には、数人の女が身の回りの品を抱かかえて右往左往している。感染を防ぐために穴を出された同居人だろう。


「佑！」


　晄は洞穴に飛び込んだ。


　佑は穴の奥で粗そ末まつな敷しき物ものの上に寝ねかされていた。傍かたわらには母親が付き添そい、焉の姿もあった。


「佑、しっかりするのですよ。死んではなりませんよ」


　母親は必死の形相で我が子に語りかけながら、濡ぬらした巾きんで佑の額の汗あせを拭ぬぐう。


「とうとう、この岩棚にも……」


　晄は戦せん慄りつした。佑が発はつ症しようしたということは、他ほかの子どもたちもすでに蝨に血を吸われているかもしれない。これから次々と病を発症し、体力のない幼子はおそらく死んでしまう。


「畜ちく生しよう──！」


　焉は拳こぶしを握にぎった。


「あの洪こう水ずいから必死で逃れて、やっとの思いで今日まで生きてきたってのに──！」


　絞しぼり出すような声だった。


（焉が悪事に手を染めたのは、死にかけていた者たちを生かしてやりたかったからだ）


　彼の悲痛な心の叫さけびが聞こえて来そうだった。


　晄は、決心した。


「焉。俺、陝邑へ行ってくる」


「何だと──？」


　焉は瞠目して、晄を振ふり向いた。


「ただ山を下りただけじゃ、その場で火ひ炙あぶりにされるかもしれない。そんなことにならないように、楓牙に頼たのんでみる」


「だめだ。あんたを人ひと質じちにして、こいつらの命と引き替かえにさせてもらう。楓牙王子への使いは俺の方で出す」


「でも、急がないと、病で死ぬ人が出るかもしれない。俺が煒白に乗って行くのが一番早いよ」


「そんな方便を使って、煒白を連れて逃にげ、警けい吏りに知らせるつもりなんだろうが！」


　焉は晄につかみかかり、怒いかりに燃える目で睨にらみつけた。


「噓うそじゃない！　俺は佑を助けたい。ここのみんなに死んでほしくないんだ！」


　晄は、視線をそらさず、真っ直すぐに見つめた。


　焉は、しばし険しい表情で晄を見ていたが、やがて、その表情から怒りが消えていく。


「あんたが騙だますつもりなら、俺にこんな話を打ち明けねえで、さっさと煒白に乗って逃げてるもんな」


　彼は、晄をつかんでいた手を離はなした。


「こいつらを助けるにはそれしかねえ。あんたを信じて待ってる」


「ありがとう」


　晄は、焉を見つめたまま大きくうなずき、「行ってくる」と、駆け出した。








　陝邑に着いたのは、太陽が中天にさしかかる頃だった。城下の瘴しよう気きはますます濃こく、氷ひ室むろの中にいるような寒さだった。


「よいところにおいでくださいました。どうか、楓牙様を亳邑へ連れ帰ってくださいませ」


　陝邑城の重屋を訪おとずれると、累焰は晄を見て安あん堵どの表情を浮うかべた。楓牙は、瘴気にあたって今朝から熱を出してしまったのだという。心配していた通りのことが起こってしまったのだ。


「一いつ旦たん、亳邑に戻もどって養よう生じようし、策を練り直すように申し上げたのですが、瘴気を祓はらうまでは帰らぬと仰おつしやって……」


　そう言う累焰も、ひどく疲つかれている様子だった。強い呪じゆ力りよくを持っているはずの彼だが、瘴気によって体力を削そがれているのだ。


「わかった。俺が何とか説得するよ」


　晄は帳とばりをまくった。夜具に横たわる楓牙の息は浅く、全身が細かく震ふるえている。陝邑を訪れた途と端たんに倒たおれた昌と同じ症しよう状じようだ。晄が顔をのぞき込むと、楓牙は薄うす目めを開けた。


「晄、戻って来たのか……」


　弱々しい声だった。


「亳邑へ帰ろう」


　晄は言ったが、楓牙は頭かぶりを振る。


「帰れぬ。この瘴気を祓うまでは……」


　この瘴気は、晄を葬ほうむるための章玄の罠わなである。早さつ急きゆうに祓わなければ、晄にどんな災わざわいが及およぶかわからないと、楓牙は焦あせっていた。


「何をそんなにこだわってるの、楓牙らしくもない。累焰も相当参ってるよ。累焰があんな調子じゃ、眉び軍兵が倒れるのだって時間の問題だよ」


　事件の真相を知らない晄には、楓牙がなぜここまで意地を張るのかわからない。


「お願い、一いつ緒しよに亳邑に帰って。俺、楓牙の力を借りたいことがあるんだ」


　晄は、野午から毛皮が奪うばわれたことや、それを取り戻すために盗とう賊ぞくたちのねぐらに潜せん入にゆうしたこと、そこで知り得た盗賊たちの実態や、疫えき病びようのことなどを大まかに語った。


「悪い人たちじゃないんだよ。何とか助けてあげて。急がないと、もうすぐ死人が出る。何の罪もない子どもまで、死んじゃうんだよ」


　晄は訴うつたえたが、楓牙は険しい表情で黙だまったままだった。


「楓牙様、疫病を放ほうっておくことはできませぬ。警吏に任せて捕ほ縛ばくの方法を誤れば、感かん染せんが拡大するやもしれませぬ。野午の民たみは、毛皮を春の市に出したいと焦っているのでございましょう？　万一、春の市に蝨しつが持ち込まれたら、亳邑全域に疫病が広がってしまいまする。ここは一旦亳邑に戻って、急ぎ疫病の対策を立てませねば──」


　普ふ段だん、楓牙の政まつりごとには口出しをしない累焰だが、この時ばかりは饒じよう舌ぜつだった。一刻も早く、楓牙を陝邑から離はなしたいのだ。


「わかった。亳邑に戻る」


　うなずいた楓牙の表情は、険しいままだった。


　楓牙は眉軍兵の将を呼び、亳邑への一時帰き還かんを命じた。兵士たちは後から来させることにして、晄と楓牙と累焰の三人は、煒白が引く馬車で一足先に亳邑へ帰る。


　陝邑を発たったばかりの頃は、青白い顔で浅い眠りと覚かく醒せいを繰くり返していた楓牙だったが、亳邑に着く頃には熱も下がり、顔色も少しよくなっていた。


　彼は亳邑城に立ち寄り、ろくに休息もとらずに、医者と薬くす師しの手配をした。大量の葛つづらの実の粉を馬車に積むと、兵を率いて自らは別の馬の背に乗る。


「楓牙、無理しないで。指示だけ出してくれれば、後は俺が動くから」


　晄は心配した。熱が下がっただけで、楓牙の体調は完かん璧ぺきに回復したわけではないのだ。


「大だい丈じよう夫ぶだ」


　楓牙はまだ険しい表情を崩くずさず、晄と目も合わせなかった。何だか少し怒おこっているようにも見える。


（俺が無理を言って、陝邑から連れ戻したからかな……？）


　晄は訝いぶかった。


「──晄、法を曲げることはできん」


　野午へ向かう道すがら、楓牙は唐とう突とつにそう言った。


「え？」


　晄は意味がわからずに、問い返した。


「盗賊は、祭さい祀しの生いけ贄にえにされる。それが殷の掟おきてだ」


　楓牙の声は、低く冷たかった。


「ちょっと待って、どういうこと!?」


「どんな事情があろうと、野午山の盗賊だけを特とく別べつ扱あつかいすることはできぬということだ」


　楓牙の目は前方を見み据すえたまま、晄の方を見ようとしなかった。


「そんな──！　じゃ、盗賊たちを捕とらえて処しよ刑けいするってこと？」


「そうだ」


「噓……」


　晄は絶句した。


「まず、盗賊たちを山から下ろし、蝨を駆く除じよする。病に冒おかされた者の治ち療りようはする。彼らが盗ぬすみを働いたのは、野午だけではないだろうから、詳くわしく取り調べなければならない。それから法に則のつとって裁き、罰ばつを下す」


　過去の罪を暴あばくために治療して、疫病を広めないために蝨を退治する。盗賊を憐あわれに思って、命を救うためではなく──。


「子どもたちは……？」


「盗賊の一味である者は、実行犯であるか否いなかは問わない。法ではそのように決まっている」


　それを聞いて、晄の腹の中にわだかまっていた怒りがついに爆ばく発はつした。


「法が、何だっていうんだ！　そんなもののために、あの人たちを死なしてたまるもんか！」


　怒りは絶ぜつ叫きようとなって、口から迸ほとばしった。


「焉は、死にかけてた人たちを助けたんだよ。盗んだのだって、仕方なくやったんだ。洪水で家や食べる物のない人を誰だれも顧かえりみなかったから──！　みんなガリガリに瘦やせてるんだよ。それこそ骨と皮ばかりに！　楽をして稼かせごうなんて思ってやしない。明日の食べる物がないから、本当に、本当に他に方法がなくて、盗んだんだよ。こんなことになったのは、誰が悪いの!?　少なくとも焉たちのせいじゃないよ──！」


　言っているうちに、悔くやしさが募つのり、涙なみだがこみ上げてきて晄は言葉を詰つまらせた。
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　楓牙はゆっくりと晄を振り向いた。


「……そうだ。私たち、為い政せい者しやの責任だ」


　表情は冷れい徹てつだったが、目だけがひどく哀かなしげだった。


「昨年の洪こう水ずいで被ひ災さいした者は何千人にも及ぶ。すべての者に救きゆう援えんの手が及ばなかったことは詫わびよう」


「──だったら、あの人たちを──助けて」


　涙声になりそうになるのをこらえて、晄は訴えた。


「黄河沿いの邑むらが洪水に見み舞まわれるのは、今に始まったことではない。これまでにも、大勢の者が食うに困って盗みを働いた。だからと言って野放しにしていては、今度は真ま面じ目めに働いている者たちの生活が保障されない。だから法が生まれたのだ。法はすべての者に守らせなくてはならない」


「そんなの──納なつ得とくできない──！」


「私には、領民を盗賊や疫病から守る義務がある」


「盗まなくてはならないほど、追い詰められた人は、守らなくていいってこと──!?」


「晄殿、どうかそれ以上は……」


　間に入ったのは累焰だった。


「楓牙様は領主の立場で仰おつしやっておりまする。本心は晄殿と同じく、盗賊を憐れに思おぼし召めし、救えぬことを悔くいて──」


「累焰、要いらぬことを申すな！」


　楓牙の叱しつ声せいが飛び、「申し訳ございませぬ」と、累焰は下がった。


「私がどう思っているかなど関係ない。晄、お前もだ。政に私情を挟はさんではならん」


　静かな声こわ音ねの奥には、怒いかりと深い悲しみが潜ひそんでいた。


「楓牙……」


　陝邑でこの話をした時から、楓牙が険しい顔をしていたわけを、晄はようやく理解した。


　楓牙も辛つらいのだ。被災した人たちを救えず、彼らが盗賊に身を堕おとしたのは自分のせいだと悔いている。盗賊たちを処刑したくなくても、領主の務めは果たさなければならない。


「晄、盗賊たちを山から下ろすのはお前の役目だ。蝨がはびこる山に、兵を登らせるわけにはいかん」


「……わかった」


　晄はうなずいた。途端に、涙がこぼれ落ちた。








「焉……、ごめん。俺、楓牙の説得に失敗した」


　野午山の岩いわ棚だなを再び訪おとずれ、晄は、焉にことの次し第だいを告げた。


「まあ、そんなことだろうとは思っていたぜ。真っ正直によく戻って来たじゃねえか」


　意外にも焉は怒らなかった。代わりにせいせいとした笑えみを浮うかべる。


「葛の実を持って来た。野午で医者と薬師が待機している。楓牙と兵もいるけど……」


「おうよ。有り難がてえ」


　焉は手下たちに、湯を沸わかすように命じ、蝨退治の準備を始める。


「発病した人は俺が連れて山を下りるから、焉は、元気な人たちと一いつ緒しよに逃にげて」


「それも考えてはいたがな」


　焉は頭かぶりを振ふった。


「虎とらや狼おおかみの棲すむこの山を逃げ切れるもんじゃねえし、運良く別のねぐらを見つけたところで、また食うや食わずの暮らしをしながら、こいつらに盗みをやらせるのもどうかと思ってよ。それに、医者に診みせた連中が、俺たちの罪を全部ひっかぶって生き埋うめにされちゃあ、気の毒だろうが」


「素す直なおに捕つかまるつもりなの？　でも、山を下りたら、いずれみんな処刑される」


「あんたを人ひと質じちにして、楓牙王子と交こう渉しようしようかとも思ったんだがな。呪のろいの腕うで輪わと戈ほこだか何だか知らねえが、あんた、本当は俺たちをまとめてひっくくるぐれえの実力があるんだろ。でなきゃ、楓牙王子があんたを一人でここへ寄こしたりしねえ。そんなあんたを人質にしたって、楓牙王子が応じてくれるわきゃねえし」


「俺、人質になったふりぐらいするよ」


　汪李と煒白が盗賊の味方になったとでも言って、楓牙を騙だますことはできる。そんな噓うそはつきたくないが、晄は、どうしても盗賊たちを助けたかった。


「よせやい。楓牙王子は、あんたを信しん頼らいしてここへ寄こしたんだ。裏切っちゃいけねえ」


　焉は笑った。


「俺、焉も佑も、ここのみんなも死なせたくない」


「そう言ってくれるのは嬉うれしいが、どうにもならねえだろ。ここのやつらを兵に引き渡わたす前に、先に俺を楓牙王子と野午の里さと長おさに会わせてくれ。俺は俺のやり方で落とし前をつける」


　表情を引き締しめ、硬かたい声で焉は言った。


　焉は、薬湯で湯ゆ浴あみをしてすっかり蝨を洗い流すと、往路では葛つづらの実を積んでいた馬車に乗り、晄とともに山を下りた。


「馬を駆かるのは何年ぶりだろうか。本当にいい馬だ」


　煒白の手た綱づなを握にぎる焉は嬉しそうだった。


　野午の里には、数十名の武装兵が立ち並んでいた。晄の帰き還かんを知ってか、最前列の中央には楓牙の姿があった。傍かたわらにはいつものように累焰が控ひかえている。里人たちもそれぞれの家から出て来て、晄を待ち受けていた。


　晄と焉が馬車を降りると、武装した兵が駆け寄り、焉の胸むな元もとに矛を突つきつける。


「待って。縄なわをかける前に、この人に楓牙と里長と話をさせてあげて」


　晄は、兵に頼たのんだ。兵は楓牙を振り返り、楓牙はうなずいた。


　兵たちは、矛を突きつけたまま、焉を促うながす。兵も里人も、一言も口をきかず、盗とう賊ぞくの頭目に厳しい視線を注ぐ。息が詰まるほどの威い圧あつ感かんをものともせず、焉は、真っ直すぐに楓牙に向かって歩んだ。


「あんたが楓牙王子か」


　楓牙の前で止まると、焉は全く物もの怖おじした様子も見せずにそう尋たずねた。


「そうだ」


　焉の無礼なもの言いにも表情一つ変えず、楓牙は答える。


「俺は焉という。生まれは陝邑だ。十年前の洪水で邑を出た。しがねえ馬飼いで、口のきき方もろくに知らねえ。失礼があったら許してくれ」


　焉はその場にひざまずいた。


「他ほかの者はどうした」


「ねぐらに置いてきた。あいつらを山から下ろす前に、あんたと話がしたくてよ」


「命いのち乞ごいか」


「違ちがうな。盗ぬすつ人とは祭さい祀しの生いけ贄にえか剕あしきりだってことは重々承知の上だ。今いま更さら命乞いをする気はねえ。ただ、俺が死ぬ前に、ちゃんと説明をしとかなきゃと思ってな」


「言ってみるがいい」


「俺が連れているのは、全部で百と五人。そのうち女と子どもが五十二人。そいつらは俺の手下じゃねえ。奴ど隷れいとして売り飛ばすためにかっさらって来た。男衆のうち、六十を過ぎた八人は、呆ぼけて俺の後を勝手についてきた。しょうがねえから飯だけはくれてやったが、仲間じゃねえ」


　焉は、平然と言った。


（一人で罪をかぶるつもりなんだ……）


　晄は瞠どう目もくした。女も子どもも年寄りも、みんな死にかけていたところを焉に拾われ、彼らは焉に恩義を感じて頭目として仰あおいでいる。けれど、盗賊の一味であれば、実行犯でなくても罪を問われてしまう。


　見え透すいた噓だったが、楓牙は、「まことか？」と、晄に視線を移した。


「そうだよ……。女の人と子どもたちは、さらわれてきたんだ……」


　掠かすれた声で、晄はようやく答えた。


「残りは俺が使ってるやつらだが、盗ぬすみはすべて俺が命じてやらせたこと。殺しもしちゃいねえし、根は真面目で使い勝手のいい連中だ。足を斬きって働けなくするよりも、労ろう役えきで使った方が得だと思うぜ」


　焉は言った。


「罪の重さは、お前が決めることではない。一人一人よく吟ぎん味みした上で、私が決める」


　楓牙は表情も変えずに言った。


「まあ、そうだろうがな。だが、よく考えてみてくれ。俺の女によう房ぼうと子どもは洪水で死んだ。黄河に殺されたってことさ。運良く生き残った連中が、食えなくて死んでいくのは誰だれが殺したことになるんだ？　食えなくて盗むのは、誰が盗ませたことになるんだ？　そこんとこまでさかのぼってよーく吟味してもらいてえ」


　挑いどむような目で、焉は楓牙を見上げた。楓牙の背後で兵が身じろいだが、焉は動じなかった。


「よかろう。私たち政まつりごとを行う者まで含ふくめて罪を問い、その上でお前たちの罰ばつを決めよう」


　楓牙はうなずいた。


「さすがは、楓牙王子だ。話がわかるぜ」


　焉はニッと笑った。


「ところで、野午の里長はいるかい？」


　焉は立ち上がり、周囲を見回した。


「俺だ」


　厳がずいと前に出た。歳も同じぐらい、体格も雰ふん囲い気きもよく似た二人が向かい合った。それだけで、周囲の空気が張り詰つめた。


（焉、いったい何をするつもり──？）


　晄は、固かた唾ずを呑のんで見守っていたが、


「済まねえ！」


　いきなり、焉は地面に手をついて叩こう頭とうした。


　厳はもちろんのこと、晄や楓牙、兵士も里人も目を瞠みはった。


「里人に怪け我がをさせちまった。やったのは、まだケツの青い若造だ。責は俺が追う。煮にるなり焼くなり好きにしてくれ。代わりにそいつらを許してやってほしい！」


　地面に頭をこすりつけるようにして、焉は懇こん願がんした。


「手下の罪は盗みだけで、怪我をさせたことは問うなと言いたいのか？」


　厳は眉み間けんに皺しわを寄せて、焉を見下ろした。


「そうだ。すぐに熱くなる阿あ呆ほうどもに、弓を持たせた俺が悪い。あいつらも、怪我をさせるつもりで射たわけじゃねえ。狙ねらいが外はずれて当たっちまったんだ」


「どうする？　こいつはそう言っているが」


　厳は、後ろの里人たちを振り返った。


「里を襲おそったのも、俺らの食い物や毛皮を盗とったのも許せねえ」


「弓を持たせたのが誰だろうが、怪我を負わせたやつには、それなりの罰を下してもらいてえ」


「そうだ。罪は罪だ。けじめをつけるべきだ」


　焉を見る里人たちの目は厳しかった。


「だが、俺らの知らない所でそいつらが罰を受けるより、この場でこいつに同じだけの怪我を負わせる方が、溜りゆう飲いんが下がるんじゃないか」


　厳は言った。


「同じだけの怪我かよ。それもおもしれえな」


「まあ、厳さんがそう言うなら──」


　里人は互たがいに顔を見合わせてうなずいた。


「そういうことで、楓牙王子。里の者が怪我をした分は、俺がこいつをぶん殴なぐるということで、贖あがなってもらうが、いいですか？」


　厳は、楓牙に許可を求めた。


「被ひ害がい者しやはお前たちだ。それで里の者の気が済むのなら構わぬ」


　楓牙は相変わらず険しい表情で答えた。


「では、覚かく悟ごしてもらおう」


　厳は焉に視線を戻もどし、パキパキと指を鳴らした。熊くまや猪いのししを狩かる猟りよう師しの長である。獲え物ものを前にした厳の迫はく力りよくは凄すさまじかった。晄は怖おぞ気け立ったが、焉の表情は変わらなかった。


「これは、托たくのじいさんの分！」


　厳は、焉の胸むなぐらをつかんで立たせると、その頰ほおを拳こぶしで殴った。容よう赦しやのない一いち撃げきだった。折れた歯が口から飛び出し、焉の巨きよ体たいが一丈じよう近くもふっ飛んだ。どすんと、焉は尻しり餅もちをつく。


「……へへ。さすがだな。効いたぜ」


　焉は、拳で唇くちびるの血を拭ぬぐい薄うすく笑った。彼がゆるゆると立ち上がると、


「これは、埼さいの息子むすこの分！」


　厳は、焉の鳩尾みぞおちに拳をめり込ませた。呻うめいて前のめりになった焉の首に、間かん髪はつ容いれず、厳は両手を組み合わせた拳を叩たたき落とした。焉は倒たおれ伏ふし、そのまま動かなくなった。


「最後のは、亮りようさんの分だ」


　荒あらい息をつき、盗賊の頭目を一いち瞥べつすると、厳は里人たちの輪に戻る。里人たちから歓かん声せいが上がった。


「縄なわをかけろ」


　楓牙は命じた。


　晄は焉に駆かけ寄り、兵に交じって彼を助け起こした。


「何て無む茶ちやを──」


　晄は他に聞こえないように、焉の耳元で囁ささやいた。


「……いいんだ。楓牙王子も里さと長おさも、話のわかるやつでよかったぜ」


　息をするのも辛つらそうな声で、焉は答えた。頰は腫はれ上がり、口からは血ち泡あわがこぼれている。


　里人から制裁を受けることで、手下の減げん刑けいを楓牙に約束させる、そのために彼は先に山を下りたのだ。厳はそれを承知して、焉をぶちのめした。里人の怒いかりは鎮しずまり、これ以上盗とう賊ぞくたちの罪を問うことはしないだろう。罪の重さを決めるのは自分だと言っていた楓牙が、厳に焉を殴ることを許可したのはそれを見み越こしていたからだ。


「……一人で死罪になるつもりで……？」


　目の奥が熱くなり、胸が詰まって、晄は声が出なくなった。


「財を使い果たしたことも、盗みを働いたことも後こう悔かいしちゃいねえ。だが、あいつらを死なせたら、悔くいが残ってあの世に行けそうもなかったからよ」


　後ろ手に縛しばられ、焉は引っ立てられた。


　最後に、「世話になったな」と、焉は腫れた頰を歪ゆがめて薄く笑った。




　四　昼の鳥と夜の鳥







　晄は切り株を背にして座り込み、兵たちに連れられて行く盗賊たちをぼんやりと眺ながめていた。


　焉が引っ立てられてしばらくすると、盗賊たちは奪うばった品を携たずさえ、病人を担かついで自ら山を下りて来た。葛つづらの実の薬湯で湯ゆ浴あみを済ませ、奪った毛皮なども祓はらい清めてあるという。


　盗賊たちは、すでに焉に言い含められていたらしく、兵たちに素す直なおに縄をかけられた。さらわれたということになっている女や子どもたちも、無言で兵に従った。


「晄さん、ありがとう！　春の市に間に合ったぜ！」


　里人たちは早さつ速そく毛皮をくしけずり、市に出す準備を始めた。しかし、うきうきと働く領民たちの姿も、晄の慰なぐさめにはならなかった。


『おれが、鸞みたいに幻げん術じゆつが使えりゃ、医者の目をごまかして病人を診みてもらって、盗賊たちも逃にがしてやれたんだがな』


　どこからともなく鳳が現れ、晄の隣となりに腰こしを下ろした。


「助けたかったのに……。俺、何にもできなかった……」


　晄は抱かかえた膝ひざの上に、顔を伏ふせる。


『そうでもないだろ。即そつ刻こく火ひ炙あぶりになるはずの連中だったのに、病人は医者に診てもらえるし、女と子どもはお咎とがめなしってことになったんだからさ』


「でも、きっと焉は処しよ刑けいされる……」


『いいやつだからなー。死なすのはもったいねーと、おれも思うよ。つくづくこういう時、おれに幻術が使えりゃって思うぜ』


　鳳は軽く吐と息いきをついた。


「晄──」


　盗賊たちの捕ほ縛ばくが一段落すると、楓牙が歩み寄ってきた。


「そちらの方はもしや──」


　楓牙につき従っていた累焰が、鳳に目を留めた。彼は、鳳が陽に属する妖あやかしだと一目で見み抜ぬいたらしい。


「そう、陝邑にいたひよこだよ。鳳っていうんだ」


　晄が答えると、鳳は例によって『ひよこって言うな』と、口を尖とがらせた。


　楓牙は、晄が背にしている切り株に腰こし掛かけた。


「私のことを怒おこっているであろうな」


「つまり、それって、盗賊たちに情状酌しやく量りようはしないってこと……？」


「言った通りだ。吟ぎん味みした上で裁く。女と子どもと年寄りは盗賊の一味ではないことにする。野午の里人に怪我を負わせた者の罪は問わない。盗ぬすみだけを吟味する」


　冷れい徹てつな答えに、晄は思わず立ち上がった。


「何で……何でそんな惨むごいこと……っ」


　晄は拳を握にぎった。悔くやしくて、悲しくて、怒ど鳴なりたいのを我が慢まんするのが苦しかった。


「お願いだよ！　焉を……みんなを死罪にしないで──」


　すがる思いで、晄は言った。


「何度も言わせるではない。吟味の上……」


　言いかけて、楓牙は片手でこめかみを押さえた。ぐらりと身体からだが傾かたむく。


「楓牙──？」


　晄は慌あわてて、楓牙の肩かたを支えた。


「楓牙様！」


　累焰も駆け寄り、楓牙を抱だきかかえる。


「大だい丈じよう夫ぶだ。少し目め眩まいが……」


「まだ、瘴しよう気きが抜ぬけていないにもかかわらず、無理をなさるからでございます」


「今日は亳邑城まで帰るのは無理だね……。俺んとこへ泊とまる？」


　晄は言った。


「そうさせていただければ助かります。鳳殿も、どうかお力をお貸しください」


『おれ？』


　鳳は、自分を指差した。


「陽の気に溢あふれた鳳殿が近くにおいでになれば、陰いんに偏かたよった楓牙様の身体が早く回復なさいます。どうかお願いいたしまする」








『なんかやだ！　おれ、こういうのやだ！』


　鳳は喚わめいた。


　晄の家に着くや否いなや、鳳は囲い炉ろ裏り端ばたに正座させられ、膝の上に楓牙の頭を乗せて、しばらくじっとしていることになったのである。


「ほわほわと温かく、心ここ地ちよい」


　陽の気をまとった少年の膝ひざ枕まくらは、効果が絶大だったらしく、疲つかれ果てていた楓牙の表情は次し第だいに和やわらいでいった。


「むさ苦しい男の頭なんか、乗せたくないわよねえ」


　莉由は笑った。


　晄が家に戻ると、舜と莉由は例によって「無事でよかった～」と大おお騒さわぎをした。盗賊の住み処かへ潜せん入にゆうしたことは野午の里人から聞いていて、汪李と煒白がいるので心配することはないとわかっていても、晄が目の届く所にいないだけで、この兄と姉は不安になるらしい。


　男おとこ嫌ぎらいの莉由は、楓牙の来訪は歓かん迎げいしなかったが、鳳にはそれほどの嫌けん悪おを示さなかった。


「あたしにとっては、晄ちゃんと同じかそれ以下の歳の子は、男じゃなくて、子どもなの」


　というのが、その理由だった。


　鳳が妖であると知っても、汪李と煒白との出会いで慣れっこになったせいか、舜と莉由はさほど驚おどろかなかった。


『むさいかむさくないかはどうでもいいけど、おれ、じっとしてるの苦手なんだっ！』


　鳳は上半身をよじったり、手を振ふり回したりする。


「それでも、下半身をじっと固めたままですもんねぇ。律りち儀ぎな妖じゃありませんか」


　舜はほんわりと笑い、


「もうしばらくの間、どうか御ご辛しん抱ぼうください」


　累焰は、はらはらしながら主あるじの容態を見守る。


「ちゃんと言うことをきいて、じっとしてるなんて偉えらいわね。晄ちゃんのお手伝いをしてくれたっていうし、お礼に、今夜はあんたの好きな物を作ったげる。何がいい？」


　莉由は、鳳に笑えみかけた。


『黍きび餅もち！　でも、おれ、日が沈しずむ前に出かけるとこがあってさ、それまでに作ってくれる？』


「それっておやつよね。ま、いいわ。晄ちゃんの好物だし。まかせといて」


　莉由はにっこりと笑んだ。


「……私も黍餅は好きだ」


　楓牙も、一応言ってみた。


「あら、存じませんでしたわ」


　予想通り、莉由の顔からはすっと笑みが消え、彼女はプイと席を立ってしまった。


「三つ、四つ歳が違ちがうだけで、どうしてここまで差が出るのだ？」


　楓牙はぼそりと呟つぶやいた。


『鳳は、晄に似たところがある。明るくて元気だ。楓牙も晄や鳳と同じように、やだーとか、俺とか言ってみたらどうだろうか』


　煒白が助言した。彼は小さな駮はくに変へん化げしている。馬の姿では家の中に入れないし、人ひと形がたは、莉由が嫌いやがるので、食事の時以外は許されていないからである。


「お、俺も黍餅が好きだよ……」


　楓牙は、小さな声で晄の口調を真ま似ねてみた。


　莉由と舜が、「瘴気で頭まで……」とひそひそ話す声が聞こえ、楓牙は二度とするまいと、胸に刻んだのだった。


　そんなやりとりを背中で聞きながら、晄は窓辺に寄りかかり、朱しゆ色いろに染まり始めた空を見ていた。


　──焉にも、焉が養ってきた人々にも、お前にも済まないと思う。


　家に戻もどる途と中ちゆう、楓牙はそう言った。彼が心を痛めていることは晄にもわかっていた。焉の最後の大おお芝しば居いに、楓牙と厳が乗ってくれたことにも感謝している。けれど──。


『まだ、気が晴れねえのか。無理もねえが──』


　鳳が隣に腰を下ろした。膝枕はようやくお役ごめんになったらしい。


『お前の兄ちゃん姉ちゃんが、えらく心配してるぜ。今、楓牙がおおよその事情を話してる』


　鳳は、親指で後ろを指した。


「あんないい人が、もうすぐ死ぬなんて考えると、法って、何のためにあるのかなって──。楓牙だって不本意なのに、法があるからそんな裁きを下さなきゃならないわけでしょ」


　晄は、夕空から目を離はなさずに呟いた。


『法ってのは、人の善悪じゃなくて行いの善悪を照らすもんだからな。どんなに善よい人でも、悪いことをすりゃ、裁かれちまう。法が許すぎりぎりのところで裁いた楓牙は、すげえと思うよ。お前の姉ちゃんの前じゃ、人が変わるけど』


「法に則のつとって裁かなきゃならないものかな。悪いことをする人だって、それぞれみんな違う事情があるんだろうに。みんな同じ法に照らすなんて変だと思うよ」


『だけどよ。善悪はどっかで線引きして、こんなことやっちまったら、罰ばつを受けるって決めとかなきゃ、みんなやりたい放題やるぜ。盗とう賊ぞくが全部焉みたいないいやつとは限らないだろ？　世の中には、腹が減ったら盗む、腹が立ったらぶん殴なぐる、気に入らなきゃぶっ殺すっていう阿あ呆ほうもいるわけだし』


「そうだね……」


　掟おきてや決まりがなければ、世の中の秩ちつ序じよが保てない。それは晄にもわかる。だが、そのために焉が裁かれ、極きよつ刑けいに処されてしまうことが、晄には悲しくてならなかった。


「黍餅ができたわよ」


　莉由が、黍餅を盛りつけた簋きと呼ばれる青銅の器うつわを、晄たちの前に置いた。


『うわ、やった！』


　鳳は早さつ速そく頰ほお張ばった。


『うまー！　姉ちゃん、料理最高！　おれ、かなり長く生きてるけど、こんな旨うまい黍餅、生まれて初めて食った』


　鳳は、黍餅をバババッと口に詰つめ込めるだけ詰め込んで、


『んが、わがが』


　多分、『んじゃ、またな』と思われる音声を発し、家を飛び出した。


（善悪の線引きか……）


　誰だれがその線を引くのだろうと思いながら、晄は沈み行く夕日を見つめていた。





　その夜、晄はなかなか眠ねむれず、いつまでも窓辺から外を眺ながめていた。昇のぼったばかりの月が、滔とう滔とうと流れる黄河を静かに照らしている。


『あまり思い悩なやむと、身体の中で陰の気が増すぞ。何なら、我が牢ろうへ赴おもむいて焉を逃にがしてやろうか？』


　汪李は人形に変化し、晄の頭をグリグリと撫なでた。


『汪李に行かせない方がいい。汪李は変化がうまくない。私なら警けい吏りにも楓牙にも化けられる』


　煒白も人形になり、顔だけ楓牙や累焰に変えて見せた。汪李はあからさまに嫌な顔をする。


「でも、焉はきっと逃げないよ。自分が逃げれば、労ろう役えきで済むはずの男たちの罪が重くなるって、焉ならきっとそう考える」


『焉はどこまでも、筋を通す』


　煒白も同意した。


「どうにもならないって、わかってるのに、諦あきらめきれないんだ」


　晄は深い溜ため息をついた。


『お前が沈んでいるから、陰の気に引き寄せられて、あいつが来たぞ』


　汪李は窓の外に目をやった。


　月を背に、鳳とよく似た藍あい色いろの影かげが近づいて来る。


「鸞──。どうしてここへ」


『汪李様の仰おつしやる通り、あなたの気に引き寄せられて』


　鸞は、薄うすく笑んだ。


「入りなよ。今、戸を開けるから」


『いいえ。すぐにおいとまいたします。わたしの放つ気は、楓牙王子の身体からだに障さわりますから』


　緩ゆるく頭かぶりを振り、鸞は先刻の晄と同じく、深い吐と息いきをついた。


『焉が、捕とらえられたそうですね』


「うん……。鳳から聞いたかな、多分祭さい祀しの生いけ贄にえになる」


　晄は、焉が自分を信しん頼らいして楓牙の所に行かせたことや、一味の減げん刑けいのために取った手段などを語った。


「焉はね、財を使い果たしたことも、盗ぬすみを働いたことも後こう悔かいしてないって言ったんだ。普ふ通つう、は、財を使い果たしてやったのにとか、盗みまでして養ってやったのにとかって、自分が費ついやした財や労力を惜おしむのに──。でも、焉はそうじゃない。自分が拾った人たちを死なせたくないって、それだけを考えていたんだ……。そんな人が死ななきゃならないなんて……」


　とりとめのない晄の話を、鸞は、最後まで黙だまって聞いていてくれた。


「ごめんね。こんな愚ぐ痴ちを長々聞かせて──」


『何が善で何が悪かなど、はっきりと決められるものではありません。法は、時の権力者が自分の都合で決めたもの。法がいうところの善悪は真理ではないと思います』


　鸞は、晄が言いたくてもうまく言葉にならなかったことを代わりに言ってくれた。


『わたしも焉を救いたい。わたしの術が、昼でも効くのであれば、焉にも、楓牙王子にも幻げん術じゆつをかけて、焉を逃がすのですが』


　そう言って、鸞は長い睫まつ毛げを伏ふせた。


『来たついでだ。晄に術をかけて眠らせてやってくれ』


　汪李はくしゃりと晄の髪かみを撫でた。


　鸞は、『は？』と怪け訝げんな顔をし、「いいよ、大だい丈じよう夫ぶ。もう寝ねるから」晄は慌あわてて首を振った。


　鸞に別れを告げ、晄は夜具に潜もぐり込む。


　いつもは小蛇と小さな駮の姿で眠る汪李と煒白が、どういうわけか人形のまま、晄を挟はさんで横になった。


「ちょっと、二人ともどうしたの」


『人間は、眠れない時には添そい寝をするのがよいと、英招から授さずかった知識にある』


『子こ守もり歌うたという手もあるらしいな』


「そんな、子ども扱あつかいしないでくれる、もうっ」


　晄は掛かけ布を頭からかぶった。


　悲しい気持ちは変わらなかったが、鸞が自分と同じ思いを抱いだいていることを知り、晄の心は少しだけ安まっていた。








「具合はいかがです？」


　囲い炉ろ裏りのある居間に、客用の夜具を敷しきながら舜は尋たずねた。


「ああ、だいぶ楽になった」


　楓牙はそう言うが、頰ほおはこけていて、目の下の影も濃こい。鳳の膝ひざ枕まくらのおかげで瘴しよう気きは抜ぬけたようだが、消しよう耗もうした体力が戻るにはしばらく時間がかかりそうだ。


「寝る前に、一いつ杯ぱいいかがですか？」


　夜具を整えると、舜は、酒の入った卣ゆうと觥さかずきを運んだ。觥に酒を注ぎ、楓牙と累焰の前に置く。


「陝邑はどうです？　あなたのその様子では、あまりかんばしくないようですが」


「手に負えぬ。どんな呪じゆ術じゆつを施ほどこそうと、いくら祭祀を行おうと、瘴気は減らぬし、妖あやかしの数は増える一方だ」


　楓牙は酒をあおると、深く嘆たん息そくした。


「陝邑の瘴気を祓はらうには、日の光と月の光をともに照らすしかないということだが、その方法もわからん」


「日と月の話は、晄ちゃんから聞きましたよ。僕も色々調べてみましたが、陰いん陽ようの対極にあるものですからねぇ。同時っていうのはあり得ないんですよ」


　自らも觥を口に運びながら、舜は言った。


「そうそう、お礼を言うのを忘れていました。そんな物ぶつ騒そうな所から、晄ちゃんを帰してくださって、ありがとうございます」


　取りあえずほんわりと笑えみ、一礼する。


「聞くところによると、王子様の心配などせずに、野午の領主の務めを果たせとか、累焰さんが何を占みようが関係ないとか、仰おつしやったそうですね。本当によかった。あなたの仰る通り、晄ちゃんにはあなたの心配などさせず、野午のことだけに専念させて、今後一いつ切さい、あなたには関かかわらせないようにしますね」


「いや、その、決してそういう意味で言ったのでは……」


　楓牙は焦あせったように首を振ふった。彼はしばらく逡しゆん巡じゆんした後、重い口を開く。


「お前には、言っておくべきだな。陝邑の瘴気は、おそらく晄を殺すための章玄の罠わなだ」


「章玄の罠──!?」


「陝邑に瘴気が溜まるのは、あの地で死んだ者の魄はくが、地に帰らないからだ。章玄が、術を使って魄を留とどめ、魄は瘴気を吐はき、それに惹ひかれて陰に属する妖が集まっている」
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　陝邑が妖に占せん拠きよされれば、煒白の犯おかした罪を償つぐないたいと思っている晄は、必ず陝邑に行く。章玄が魄を留めている目的は、晄をおびき寄せるために違ちがいないと、楓牙は言った。


「そうだったんですか。おかしいとは思っていましたが──」


　妖が集まったぐらいで、あれほどまでに陝邑に瘴気が溜まるはずはないし、楓牙が、晄を亳邑へ帰す理由が不自然だとは思っていた。


「ただ、河伯の加護を得ている晄を、章玄がどのようにして殺あやめるつもりかわからぬ。晄がまとっている清と濁だくの光は、陰陽と何か関わりがあるのだろうか……？」


　楓牙は訝いぶかしげに呟つぶやいた。


　晄は、普通の人間には見えない、清と濁が入り混じった光をまとっている。清い光は、河伯の加護だが、濁にごった光は何に由来するものかわかっていない。


「さあ、僕にもそこのところは、よくわかりません。全く次元の違うものですし」


　陰と陽は、万ばん物ぶつの生成消長を司つかさどる気であって、善悪とは関係ないが、晄のまとう清い光は善いものであり、濁った光は邪じや悪あくさを秘ひめていた。


「水は陰に属しまする。河伯は水神ゆえ、陰の気が凝こった瘴気では河伯の加護を脅おびやかすことはできぬはずでございます」


　それまで、二人の会話を黙って聞いていた累焰が言った。


「ただ、晄殿に濁った光を与あたえたものも陰に属するのであれば、瘴気によって濁った光が増す恐おそれもありましょう」


「それはまずいな──」


　楓牙は眉み間けんに皺しわを寄せた。河伯の加護は、強大な妖の牙きばさえ遮さえぎることができるが、濁った光が強くなると河伯の加護が弱まってしまうのだ。


「これが章玄の罠である以上、陝邑をこのままにしてはおけぬ。私はいずれ陝邑へ戻もどり、どうにかして日の光と月の光をともに照らす方法を見つけ、瘴気を祓う」


　楓牙は疲ひ労ろうの濃い顔に悲ひ壮そう感すら漂ただよわせて、舜を見つめた。


「舜、それまで晄を陝邑に近づけてはならん。目を配っていてくれ」


「そんなこと、言われるまでもありません。晄ちゃんを危ない目に遭あわせてたまるもんですか」


　王子様が危ない目に遭うのはちっとも構いませんけど、という言葉は、今回は呑のみ込んだ。楓牙をからかっている場合ではない。楓牙が自らの命も顧かえりみずに、こんな無理難題に取り組んでいるのは、晄のためなのだ。


（王子様に任せてばかりもいられませんね）


　晄のことだ、野午の件が片づいた今、すぐにでも陝邑に戻ろうとするだろう。急いで章玄の術を破る方法を見つけなければならないが、日の光と月の光をともに照らすという意味は、舜にもわからない。


（せめて、晄ちゃんを守る呪じゆ具ぐだけでも用意しておかなくては……）


　舜は端たん整せいな眉まゆを曇くもらせた。
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　陝邑の城外に住むその老人は、朝あさ餉げを終えると、いつものように鋤すきを担かついで家を出た。


「今日もよい天気じゃが、何だか薄うすら寒いのう。あの靄もやのせいかの……」


　と、城下を振り返り、老人は目を剝むいた。


　街を覆おおっていた黒い靄がどろどろと渦うずを巻き、城じよう壁へきを越こえて溢あふれ出していた。


　ゆっくりと、しかし確実に、靄はこの里に近づいて来る。


「た、た、大変だ──！」


　腰こしを抜かした老人は、はいつくばるようにして、里さと長おさの家へ駆かけ込んだ。
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　二日後、亳邑城前の広場で春の市が開かれた。野午の里人とともに晄も市に出かけ、毛皮を売る手伝いをする。


　毛皮は高い値がついて飛ぶように売れた。貝ばい貨かを支し払はらう者もあったが、ほとんどは粟あわや黍きび、布との物ぶつ々ぶつ交こう換かんなので、毛皮を売り尽つくした頃ころには、毛皮を運んできた荷車に載のせきれないほどの品が、晄たちの前に積まれていた。


「今年はいい値で売れたなあ」


　里人たちは、ほくほく顔だった。


　今年は、近きん隣りんの耿邑や[image: ]邑などの大きな邑むらが洪こう水ずいに見み舞まわれて、品が不足しているせいか、他ほかの邑からも大勢の裘かわごろもの職人が亳邑へ毛皮を買い求めにやって来たようだ。


　その洪水で、焉は盗とう賊ぞくに身を堕おとすことになり、処しよ刑けいされることになったのだ。


「春の市の前に、盗ぬすつ人とどもが捕つかまってよかった。これも、晄さんのおかげだ」


　里の者たちの喜ぶ顔が、晄にはかえって切なかった。


　市が閉じるまでには、まだ時間があったが、毛皮が売り切れてしまったので、晄たちは店じまいをして、野午に戻ることにする。


　人の波をかき分けながら、わいわいとはしゃぐ里人たちと一いつ緒しよに荷車を押していると、


「陝邑の瘴気が溢れた」


「儂わしらの里んとこまでやって来たらどうすべえ」


　と、声こわ高だかに話す声が、晄の耳に飛び込んできた。


（噓うそ!?　陝邑が──？）


　晄は「先に行ってて」と厳たちに言い置くと、その会話をしていた者たちの所へ行った。


「陝邑の瘴気が溢れたって──？」


　晄が尋ねると、


「ああ。えらいことになった」


　蒲邑の革かわ細ざい工く職人だという男はうなずいた。昨日、陝邑のそばを通ったら、陝邑の空は真っ黒で、城壁からは瘴気が溢れ、近隣の里は大おお騒さわぎだったという。


「あの様子じゃ、もうすぐ城外の里も瘴気に呑まれちまうだろうな。亳邑の楓牙王子が避ひ難なん命令を出してたよ」


（楓牙はもう陝邑に行ってる!?）


　晄は瞠どう目もくし、「どうもありがとう」と職人に礼を言うと、厳たちの所へ戻った。


「俺、陝邑へ行くから、舜兄と莉りー姉ねえにしばらく帰らないって、言っておいてくれる？」


「いいですけど、もう午ひるを過ぎましたよ。今から出かけたら、陝邑に着くのは夜中になる」


「気にしないで。じゃ、頼たのむね」


　晄は、野午の里人たちに背を向けると、タッと駆け出した。


「煒白、馬になって」


　黄河沿いの森まで行き、人目のないことを確かめると、晄は脛すねあての煒白に言った。しかし、煒白は馬ではなく、人ひと形がたになる。


『晄、陝邑の瘴気は、章玄の罠だ』


　星空のような煒白の黒い目は、心配げだった。


「章玄の──!?」


『楓牙がうちへ泊とまった時、舜とそんな話をしていた。舜は楓牙に、晄を陝邑へ行かせないと約束した。だから、私もあえて晄に知らせなかった』


　煒白は困ったように答え、小蛇姿の汪李は『我は、陝邑などどうでもよいと思った』と、首をするすると胴どうの中に引っ込める。


「そうか、それで……」


　野午が盗賊に襲おそわれたという知らせがあった時、楓牙が「お前には関係ない」とまで言って、晄を帰したのは、累焰の占術で、陝邑の瘴気が章玄の仕し業わざだとわかったからだ。


「舜兄も君たちも、俺のこと、心配してくれるのは嬉うれしいよ。でも、俺、陝邑に行かなきゃ」


　放ほうっておいたら、楓牙が死んでしまう。城外へ溢れた瘴気は、周囲の里をも滅ほろぼしてしまう。


『罠わなにはまりに行くのか？』


　煒白はまだ心配げだった。


「日の光と月の光をともに照らすっていう意味がわからないんだもの。章玄に術を解かせるしかないじゃない。俺が陝邑に行けば、章玄は必ず何か仕し掛かけてくる。それを狙ねらうしかない」


　晄は、真っ直すぐに煒白を見つめ返す。


　その時──。


『話は聞いたよ』


　近くの梢こずえから鳳の声がした。晄が見上げると、黄色いひよこが梢に留まっている。ひよこは枝から飛び降り、晄が思わず手を差し出すと、その上に着地した。


「鳳──。君、今までどこにいたの？」


　彼が晄の前に姿を現すのは、楓牙の膝ひざ枕まくらにされて以来だ。


『あちこちにな。ま、気にすんな』


　ひよこは、ニッと笑い、


『で、化か蛇だと駮はくの兄さん方。あんたらの主あるじはそう言ってるが、どうするんだ？』


　相変わらず尊大な態度で、汪李と煒白に尋たずねる。


『訊きかれるまでもない。たとえどんなことであろうと、我は、晄が決めたことに従う』


　汪李は、何を今いま更さらといった風にフンと鼻を鳴らし、


『私もだ』


　煒白もうなずいて、馬に変へん化げした。


『よっしゃ。んじゃ、おれも連れて行け』


　ひよこはぴょーんと跳はねて、晄の頭の上に乗った。








「こんなことって──」


　黄河沿いの土手から陝邑の方角を眺ながめ、晄は目を剝いた。


　陝邑の城下は真っ黒い瘴しよう気きに包まれ、すでに城壁は埋うもれていて見えなかった。その上、溢れた瘴気が陝邑の北を流れる黄河に届き、薄はく氷ひようが張り始めていたのである。


　膜まくが張った程度の薄い氷とはいえ、三月末の温ぬるんだ黄河の水を凍こおらせるほど瘴気が濃こくなっているのだ。


『これって、結構やばいんじゃない？』


　頭の上でひよこが呟つぶやいた。


『あまり氷が厚くなると、上流からの水が堰せき止められ、洪水が起こる』


　黄河を住み処かとする化蛇族の王が、硬かたい声で答えた。


「急いで瘴気を減らさなきゃ──」


　晄は煒白を走らせ、陝邑の城下に向かって瘴気の雲の中に飛び込んだ。


　午を過ぎたばかりだというのに、濃い瘴気に覆われた街は、深夜のような暗さだった。冷気が肌はだに突つき刺ささり、痛いほどである。


　煒白が二、三歩進んだ途と端たん、無数の緑色の小さな光が、晄たちをぐるりと取り囲む。妖あやかしの目だ。妖たちは、ひどく飢うえていた。貪どん欲よくな視線が晄に注がれる。


　頭の上のひよこと腕うでの小蛇が、それぞれ人形に変化し、煒白の前を歩いた。しかし、妖は道を空けず、ジュウジュウと喉のどを鳴らして近づいて来る。六本肢あしの人ひと喰くい犬──従じゆう従じゆうの声だ。


『こないだに比べると、随ずい分ぶんと雰ふん囲い気きが違ちがうな。前は、獲え物ものを見りゃ見境なく襲って来るようなやつは、こんなにたくさんいなかったぜ』


　鳳が言った。


『鳥も獣けものも住まず、草木も生えないこの街では、妖の餌えさになるものは少ない。それでも妖が集まったために、脆ぜい弱じやくな妖は淘とう汰たされてしまったようだ』


　煒白が顔を上げ、辺りの気配を窺うかがう。


『楓牙も苦戦しているようだ。晄、強きよう行こう突とつ破ぱするが、構わぬか？』


　汪李が振ふり返った。


「──仕方がない」


　どんなに凶きよう暴ぼうな妖でも、滅ぼすことには抵てい抗こうがあった。けれどこの状じよう況きようで、妖に情をかけていては、楓牙の命が危あやうくなる。


『おれにやらせろ』


　鳳がニッと笑い、一歩前に出た。


　彼は、緩ゆるく握にぎった両の拳こぶしを上下に重ねた。まるで見えない棒を握っているような所作だ。軽く曲げた指の中に、白い光が弾はじけた。鳳はシュッと一気に両りよう腕うでを縦に開く。両手の間に、光の槍やりが現れた。それは、炎えん招しよう戈かが光る時とよく似た、太陽のような眩まぶしい輝かがやきを放った。


『ほう、陽の気を練ったのか。面おも白しろい技わざを使うな』


　汪李は興味深そうにひよこの少年の手元を眺める。


　従従は、眩しさに目を細め、尾おを垂らして後あと退ずさった。


『化蛇の兄さんの雷かみなりと同じで、地面に触ふれると消えちまうのが難点だけどさ──』


　鳳は大きく腕を振りかぶり、従従の群れの中に槍を投じた。直ちよく撃げきされた従従はもちろん、槍から発せられる光を浴びたものまでが、黒い塵ちりとなって散った。槍はその場で消えたが、鳳の手の中には、新たな光の槍が生まれていた。


『兄さんの雷と違って、横に飛ぶし、うるさくねえ』


　鳳は汪李に向かって笑った。


『ひよこのくせに、生意気を言うでない』


　汪李は渋じゆう面めんを作ったが、鳳は全く気にせず、『ほら、もたもたしない！　行くよ！』と、槍を手に駆かけ出した。煒白も鳳の後に続いて走り出す。生き残った妖が、晄の後から追って来た。陸上では、煒白の速力に敵かなう妖はいない。煒白はあっという間に背後の従従を振り切ったが、今度は空から翼つばさを持つ妖が晄を狙って滑かつ空くうして来た。


　汪李は背中に化蛇の翼を生やし、一気に上じよう昇しようすると、空飛ぶ妖の羽を引きちぎった。息つく間もなく、前から巨きよ大だいな飛蝗ばつたのような妖の群れが晄をめがけて跳ねる。


　前方の妖を鳳が光の槍で滅ぼし、空の妖を汪李が叩たたき落とす。その間かん隙げきを縫ぬって、煒白が妖を蹴け散ちらしながら進む。


　やがて、戦せん鼓こと弓弦の音が聞こえてきた。大きなかがり火を背に、剣けんを振るう人ひと影かげも見える。


「怯ひるむな！　妖を滅めつし、少しでも瘴気を減らすのだ。急がねば、近きん隣りんの里が瘴気に呑のみ込まれてしまうぞ」


　楓牙が兵を叱しつ咤たしていた。


「楓牙！」


　晄は煒白の背から飛び降りた。炎招戈を抜ぬき、脇わきから迫せまる猿さるのような妖をなぎ払はらうと、楓牙に駆け寄る。


「晄──。お前、来てしまったのか」


　朱しゆ色いろの炎に照らされているというのに、楓牙の顔は青く見えた。息は荒あらく、全身が細かく震ふるえている。本当は、立っているのもやっとなのではないだろうか。


「楓牙、早く陝邑から出て。この瘴気の中じゃ、みんな死んじゃうよ」


「戻もどるのはお前だ。これは私の仕事だと言ったであろう、帰れ！」


　楓牙の顔はひどくやつれていたが、気き迫はくは失っていなかった。


「怒おこったふりしたって、もうだめだよ。章玄の罠だって承知して来たんだから」


「なぜ、それを……」


　楓牙は目を見開いた。


「そんなことより、とにかく楓牙は兵を連れてここを出て。俺は大だい丈じよう夫ぶ。兵がいなくなれば、汪李と煒白が本ほん性しようを現せる。章玄にも妖にもやられたりしない」


　晄と楓牙が話している間にも、妖は絶え間なく襲ってきた。鳳が光の槍でそれらを防ぎ、煒白が蹄ひづめで蹴けり倒たおす。時折空から妖が墜おちて来るのは、上空で汪李が妖と戦っているからだろう。


「わかった。兵たちは退ひかせる。だが、章玄が何を仕掛けてくるかわからぬというのに、晄、お前を置いては行けぬ」


「何言ってるの！　この中で一番瘴気に弱いのは、楓牙なんだよ」


「狙われているのはお前だ」


『退くのか攻せめるのか、はっきりしてくれよ！　日が暮れちまうじゃねえか』


　押し問答にしびれを切らしたのか、鳳が叫さけんだ。


「累焰！　何とか言って。楓牙を城下から連れ出して！」


　晄は、楓牙を背にして弓を射ている累焰に助けを求めた。


「承知いたしました」


　累焰は振り返り、何の前まえ触ぶれもなく、楓牙の鳩尾みぞおちに拳を叩き込んだ。楓牙は声もなくくずおれ、累焰が彼を抱だきかかえる。


　晄は啞あ然ぜんとした。


「普ふ段だんの楓牙様であれば、わたくしごときの拳に倒れるはずはございません」


　累焰はそう言うと、


「楓牙様の御ご命令である。退け！　東の城門まで撤てつ退たいする！」


　と、兵に呼びかけた。


「鳳殿。その槍は、陽の気──日の光でございますね」


　去り際ぎわに、累焰は鳳に声をかけた。


『それがどうした？』


「日の光と月の光をともに照らせば、この瘴気を祓はらうことができるのでございますが──」


『残念だったな。おれが出せるのはこの槍だけだ』


　鳳は自じ嘲ちようするような笑えみを浮うかべ、


『とっとと行けよ。もうすぐ日が沈しずむぜ。陰いんに属する妖は、夜に力を増す。知ってんだろ』


　手をぱっぱっと振って、累焰を追い立てた。


　累焰たちが城外に出た頃ころ合あいを見計らって、汪李と煒白は本性を現した。


　汪李は、羽のない翼を大きく一つ羽ばたかせ、瘴しよう気きに覆おおわれた空に上る。白銀の鱗うろこが暗い空で鈍にぶく輝いた。汪李が雷らい鳴めいのような声で咆ほう哮こうすると、瘴気の間に黒雲が生まれ、稲いな妻ずまが奔はしる。


　晄を襲おそおうとしていた妖たちが、動きを止めた。おののいて空を見上げる。


　空が光り、無数の雷が地面に突き刺さった。一いつ瞬しゆん遅おくれて、本物の雷鳴が大地を揺ゆるがす。雷に射い貫ぬかれた妖たちの身体からだが跳はね上がり、塵となって散っていく。


　真しん珠じゆ色の馬となった煒白が、竿さお立だちになって、戦せん鼓このような声を上げた。稲妻から逃のがれた妖たちを、その虎とらのような爪つめで引き裂さき、また額の一本角で突き刺した。


　晄は向かって来る妖を炎招戈で斬きり払い、鳳は光の槍で突き通す。


『ったく、きりがねえな。いったいどれだけいるんだ？』


　光の槍を投げながら、鳳は文句をたれる。


　すでに、一刻以上が経過していた。この一刻の間に、三人の妖は、数千匹びきに及およぶ陰に属する妖を滅したと思われる。人間同士の戦いであれば、すばらしい戦果といえるが、晄を餌と狙ねらってやってくる妖の数は一向に減らず、鳳は焦あせっているようだった。


「君自身も妖を呼び寄せてるみたいだよ」


　肩かたで息をしながら、晄は答えた。


　陰陽が均きん衡こうを保とうとする力が働くのか、陰に属する妖は、晄ばかりでなく鳳をも喰くおうとしていた。その前に、妖にとっては強すぎる陽の気──光の槍に触れて散ってしまうのだが。


『ざまあねえな……』


　鳳の作る槍の輝きが、少しずつ精せい彩さいを失っていた。眩しかった真っ白い光が、赤く弱々しくなっている。まるで、夕暮れ時の太陽のように──。


「疲つかれたの？　大丈夫？」


　晄は、鳳を背にかばい、炎招戈を振るった。


『畜ちく生しよう！　止めるな、行かせろ──！』


　突とつ然ぜん、鳳がわけのわからないことを口走った。


「どうしたの!?」


　晄は驚おどろいて振り返った。


『見るな！　おれを見るんじゃねえ。行かせろ。この野や郎ろう！』


　鳳はうつむいた顔を両手で覆い、身み悶もだえていた。行かせろと言いながら、その足は地面についたまま、離はなれない。


「いったい何を……。どこか行きたいなら……」


　と、言いかけて、晄は驚きよう愕がくに目を見開いた。異変を察して、汪李が空から舞まい降り、晄と鳳を長い胴どうで囲み、妖あやかしたちから守る。煒白も戦いを止めて駆け寄ってきた。


　鳳の淡あわい黄色の衣ころもが、濃こい藍あい色いろに変わっていった。それと同時に、髪かみをくくる紅くれないの巾きんが色を失い、銀を散らしたような白に変じていく。変わったのは、衣の色だけではなかった。身にまとう気配が別人のように変わっていた。度胸満点で、元気すぎるほど明るい鳳の気配が消え、落ち着いた、もの静かな気配に支配されていく。この気配を、晄は知っていた。


「まさか──!?」


　鳳は、顔を覆っていた手を下ろした。白い、月のように白い顔だった。夜の湖のような目を軽く伏ふせ、かがり火の灯あかりが、長い睫まつ毛げの影かげを頰ほおに落とす。


　鳳だったはずの顔が、鸞に変じていた。


「君……鸞だよね。何で……？　いったい……」


　晄は呆ぼう然ぜんと鸞の顔を見つめた。汪李と煒白も、言葉もなく、陽から陰いんへと変へん貌ぼうした妖に驚愕の視線を注いでいる。


『話は後で──。妖に術をかけ、取りあえず鎮しずめましょう』


　周囲には無数の妖たちが集まっていた。汪李と煒白を警けい戒かいしてはいるが、隙すきあらば襲いかかろうと身構えている。


　鸞は、妖たちに向き直ると、胸の前で両手を向き合わせて、指を軽く曲げる。やがて手の中に、仄ほのかに白く輝かがやく光が生まれ、丸い月の形になった。鸞は、片手にその月を乗せて、目の高さに差し上げた。淡い光の粒つぶが、風に流れる霧きりのように辺りに漂ただよう。


　妖たちはその場にくずおれた。ゆっくりと目を閉じ、やがて動かなくなる。塵ちりにならないところを見ると、死んだのではなく深く眠ねむったようだ。


『我も、眠くなってきた』


　汪李が軽く頭を振ふった。煒白も倒れかかる足を踏ふみしめる。


『朝には目覚めてしまいます。日が昇のぼれば、この身体は鳳のものになりますから』


　しんと、密ひそやかに降り注ぐ月光のような声で、鸞は言った。








『わたしと鳳は、生まれた時から一つでした』


　陝邑城の一室を今こ宵よいの宿と定め、晄は火ひ鉢ばちにあたりながら鸞の話を聞いた。城じよう郭かくの東門の外で野営をしている楓牙と合流してもよかったのだが、瘴気がもたらす病に罹かかっている楓牙には、鸞のまとう陰の気が身体に障さわるので、あえて楓牙を訪ねなかったのである。


　汪李と煒白も人ひと形がたになって、晄の傍かたわらに腰こしを下ろしていた。


『わたしたちは、故郷を同じくしますが、わたしは鸞鳥、鳳は、鳳皇という、全く別の種族です』


　鸞は静かに語った。


『普ふ通つうは、たとえ双ふた子ごであっても、鸞鳥の卵からは、鸞鳥が孵かえり、鳳皇の卵からは鳳皇が孵ります。けれどどういうわけか、太陽が空にあるうちは鳳皇に、太陽が沈むと鸞鳥になる、一羽でありながら二羽である妖に、わたしたちは生まれました』


　自分たちを生んだものが、鳳皇なのか、鸞鳥なのかはわからないという。


「そんなことがあるんだね」


　晄は目を丸くした。生まれた時から、別の種族が一つの身体に入っているなんて、人間や獣けものではあり得ない。妖ならではの異変だ。


『わたしたちはできそこないなのです。だから、わたしたちは、いつまで経たっても雛ひなのままなのです。同じ時に生まれた鸞鳥も鳳皇も、とうの昔に立派な翼つばさを持つ成鳥になったというのに』


　鸞は哀かなしげに目を伏せた。


「できそこないだなんて──。神様が、ちょっと手加減を間ま違ちがえただけだよ」


　鸞が、自分たちのことをそんな風に思っていると知り、晄は驚いた。


『鳳は、わたしを、こんな身体の自分を疎うとんじています。だから、わたしたちが一つの身体であることを……夜になると鸞になってしまうことを、あなたに知られないようにしていました』


「そうだったんだ……」


　夕暮れ時になると、いつも慌あわただしく姿を消していた鳳の様子を、晄は思い起こす。


「今日も、だいぶ抵てい抗こうしてたもんね。あれは、君の意思なの？」


『日が沈む時と日が昇る時の、ほんの僅わずかな時間、わたしと鳳とがこの身体を共有することがあります。その時は、鳳の術もわたしの術も使えず、あの時、わたしたちが去ってしまったら、あなたの身もわたしたち自身も危険だと思い、留とどまりました』


「それで、日暮れ時をしきりに気にしてたのか。で、今、鳳はどうしてるの？」


『何を余計なことを喋しやべってるんだと、怒おこっています。わたしが話すことも、わたしが見たり聞いたりすることも、すべて鳳にも伝わりますから』


「そっか。身体だけが思い通りにならないんだ。鳳の性格じゃ、さぞやまどろっこしい思いをしているだろうね」


　晄はクスクス笑った。


『可笑おかしいですか……？　鳳も笑い事じゃないと喚わめいています』


「ごめんね。じっとしてるのが苦手な鳳が、君の中でじたばたしてるって想像したら、何か可愛かわいいかもって──。君たちにとっては、とっても重大なことなのにね。でも、俺にはどっちでもいいことだから」


『どっちでもいい？』


　鸞は端たん整せいな眉まゆをひそめた。


「君たちが一羽だろうが、二羽だろうが、俺にはどっちでもいいってこと。鸞は鸞だし、鳳は鳳だし、俺は、鳳と鸞の両方が同じくらい好きだから」


　鸞は、怪け訝げんな表情で長い睫毛を瞬またたいた。


『殺し文句だな……』


　汪李が薄うすい笑えみを浮うかべて呟つぶやいた。


『他意なく、心からそれを口にできるところが晄のすごさ』


　煒白は素す直なおに感心していた。


「鳳、聞いて」


　晄は、鸞の瞳ひとみの奥を見つめながら、鳳に語りかけた。


「君は元気だし、明るいし、俺には言えないことやできないこともどんどんやって、俺を引っ張ってってくれる。一いつ緒しよにいるとすごく楽しいし、元気をもらえる。俺、こんな友だちがいたらいいなってずっと思ってたんだ。君と知り合えて、本当によかったよ」
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　晄は、今度は目の前の鸞に目を移す。


「鸞、俺は君といると、何だかすごく安心するんだ。肩かたの力を抜ぬいて、素すでつきあえる。弱みも見せられる。落ち込んでる時とか、そばにいてくれるだけで、楽になれるんだ。君とも友だちになれて、本当によかったと思ってる」


　鸞は、相当驚いたらしく、普ふ段だんはほとんど変わらない表情が、今は目を見開き、唇くちびるを微かすかに震ふるわせている。


『自分には幻げん術じゆつが使えないが、それでもいいのかと、鳳が訊きいています。わたしも、同じことを訊きたい。わたしには妖を滅ほろぼすほどの力はありません。それでも、知り合えてよかったと言ってくれるのでしょうか』


「鳳は、焉を逃にがせなかったのを気にしてくれてるんだね。幻術と光の槍やりと、どっちもすごいと思うけど、使える技わざなんか、好きとか嫌きらいとかには関係ないじゃない。一緒にいて楽しいのが鳳で、安心できるのが鸞。で、どっちも好き。それじゃだめ？」


『比ひ較かくはしないと……？　一つの身体からだに二羽が入ったできそこないでも構わないと……？』


「できそこないだなんて、思ってない。一つの身体に二羽の心があったって、別に恥はずかしいことでも、悪いことでもないし。そりゃ、不便かもしれないけどさ。もしかしたら、二羽じゃなくて、夜は陰の力を持ち、昼は陽の力を持つ、鸞鳥でも鳳皇でもない特別な一羽の鳥なのかもしれない。まあ、それもどっちでもいいんだけど。どんな君たちだって、俺は君たちが好きだよ」


『ありのままのわたしたちでよいと……』


　夜の湖のような鸞の瞳に、さざ波が立った。見る間に潤うるみ、頰に涙なみだが伝つたう。


「ちょっと、どうしたの？　俺、何か悪いこと言った？」


　晄は慌てた。彼らにとっては大変な問題を、どっちでもいいなどと軽く片づけ、傷つけてしまったのだろうか。


『いいえ。そうではありません』


　鸞は頭かぶりを振った。


『わたしたちは今まで、一羽のできそこないの鳥としてしか扱あつかってもらえませんでした。二羽として見られるのは、比較して優ゆう劣れつをつける時だけでした。鳳と鸞とを、どちらも同じように好きだと言ってもらえたのも、わたしたちが、どんなものであっても好きだと言ってもらえたのも、初めてなのです……』


「何か、偉えらそうなこと言っちゃったね。でも本当のことだよ。俺、鸞の前だと冗じよう談だんとか噓うそとか言えないし──。俺も、君たちと似たようなとこがあってさ」


　晄は、火鉢にかざした自分の手を眺ながめる。


「俺には、清と濁だくとが入り混じった光が取り巻いているんだ。君たちには視みえるかな？」


　晄の問いに、鸞は黙だまってうなずいた。


「清い方は河伯の加護で、濁にごった方は誰だれからもらったのかわからない。俺がものすごく悲しくなったり、誰かを強く憎にくんだりすると、濁った方が悪さをするんだ。そこは、君たちと違ちがうんだけど」


　晄は、両親を殺した刺し客かくに出会った時、憎ぞう悪おのあまり濁った光の力を強めさせ、河伯の加護を失い、炎えん招しよう戈かを持てなくなってしまった。その結果、莉由と楓牙の命を危険にさらしてしまったのだ。


「濁った光に取り憑つかれてることを嘆なげいたって始まらない。怒ったり憎んだり、悲しんだりして、濁った光の力を強くしてしまうのは、俺自身なんだもの。俺は、俺のやることにも、言うことにも、気持ちにも、責任を持たなきゃならない。心を強く保ってなくちゃならない」


　その割には、楓牙に関係ないと言われて落ち込んだり、なぜ焉を救ってくれないと怒ったり、まだまだ未熟だと、晄は苦く笑しようする。


「くじけそうになる時もあるけどね。でも、俺の心の問題なんだから、俺が何とかするしかないわけじゃない。こればっかりは、誰にも助けてもらえないし──。がんばらなきゃって思ってる」


　晄は、火鉢にかざしていた手を握にぎり、顔を上げた。鸞が月を映す夜の湖のような目に、涙をいっぱいに溜ためて、晄をじっと見つめていた。晄は思わず見とれてしまい、「わ、やば。幻術にかかりそう」と、慌てて目をそらした。


『黄帝が、あなたに炎招戈を授さずけた理由が、今……ようやくわかりました』


　鸞は微かに笑み、静かに目を伏ふせた。
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　白い靄もやが静かに流れていた。


　靄の間を、蝙蝠こうもりに似た妖が音もなく舞まっていた。寓ぐうである。


　寓の舞まう白い空間には、一本の梅の木があった。芳かんばしく香かおるその木の下で、章玄は青銅の水鏡──鑑かんをのぞく。


　鑑には、黒い瘴しよう気きを溢あふれさせた陝邑と、その北側を東西に長く横たわる黄河が、凍こおりついていく様が映っている。


「よい頃ころ合あいだ」


　章玄は、獲え物ものを狙ねらう虎とらのような目を細め、顔を上げると、一いつ匹ぴきの寓を差し招く。彼はその寓に、竹の皮を削そいで作った薄はく片へんを持たせた。


「行け」


　章玄が寓を放つと、寓は羽う毛もうのない翼を羽ばたかせ、白い霞かすみの中に消えて行く。


「小こ童わつぱ。待っておれ──」


　章玄は唇の端はしを吊つり上げて笑った。




　五　水すい神じん共きよう工こうの影







　翌朝、城じよう郭かくの東門で、瘴気を避さけて野営をしていた楓牙は、大地を揺ゆるがす轟ごう音おんで目覚めた。


「何事だ!?」


　高熱に冒おかされた身を起こすと、累焰はすでに占術を終え、食い入るようにひび割れた亀きつ甲こうを見つめていた。


「陝邑の北で、黄河が凍っておりまする。氷が上流からの水を堰せき止め、数刻の後には、黄河が溢れまする」


「何ということだ──」


　先刻の轟音は、水が氷にぶつかって、氷が割れた音だったのだ。


　今の季節、黄土高原の北では冬の間に凍った河が溶とけ始め、黄河は増水している。もともと陝邑は、地理的に洪こう水ずいがおき易やすい地域だ。黄土高原を南流した黄河は、秦ちん嶺りん山脈にぶつかり、西から流入する渭い水すいを加えて劇的に水量を増し、東流を始める。陝邑はそのすぐ下流に位置するからだ。


「兵を集めよ」


　楓牙は急いで裼せき衣いを羽織ると、天幕の外へ飛び出した。見上げれば、陝邑を覆おおう瘴気はますます厚く、黒い靄は土手の向こうの黄河にまでせり出している。


「黄河が結氷した。間もなく洪水が起こる。各将ごとに隊を整え、里の者たちを急ぎ高台へ避ひ難なんさせよ！」


　楓牙は、並び集まった兵たちに指令を下すと、自らも馬に乗る。陝邑郊こう外がいに点在する里は、広こう範はん囲いに及および、すべての里人を避難させるのは容易なことではないだろう。


（晄……。無事でいろよ）


　楓牙は、瘴気に満ちた城下を一いち瞥べつすると、兵を率いて馬を駆かけさせた。








『晄、起きろ』


　火ひ鉢ばちの横でうたた寝ねをしていた晄は、汪李の声で目を開けた。


『黄河が凍っている。我が眷けん族ぞくが氷を砕くだいているが、悪くすれば黄河が溢れるかもしれん』


「噓──!?」


　晄は跳はね起きた。見ると、煒白も人ひと形がたで戸口に立ち、外の音に耳を澄すませている。


『妖あやかしたちが目覚めた。ここに集まって来ている』


　煒白は言った。


『あのまま寝てりゃいいのに。陰いんの妖ってのは本来夜行性だろが』


　火鉢の向こうから、鳳がむっくりと起き上がった。


「鳳──」


　辺りは深夜のような闇やみに包まれているが、鳳がいるということは、もう朝なのだろう。


『よう、夕べはどーも』


　鳳は、片手を上げてニッと笑った。何だか照れたような笑えみだった。


「あ、あの、鳳──」


　晄は鳳にも何か言わなければと思ったが、


『こんな場合だ。面めん倒どうくせー挨あい拶さつはなしにしようぜ。おれ、鸞の中でみんな聞いてたし』


　鳳は、晄の言葉を遮さえぎって立ち上がった。


『気の合わねーやつだが、今回ばかりは鸞と同意見』


「同意見？」


『お前に従うってことさ。今までみたいに、面おも白しろ半分でつき合うんじゃなくて』


　鳳はニッと笑った。


　その時、堂の戸口がバリッと割れ、妖たちがなだれ込んできた。晄は慌あわてて炎招戈を構える。種族は様々だったが、どれも飢うえた目を晄と鳳に注いでいた。汪李と煒白が、バッと晄と妖との間に入り、鳳は手の中に光の槍やりを作って晄の隣となりに立つ。


　シュッと、汪李の爪つめが指の長さと同じくらいに伸のびた。炎招戈以外では決して断たつことができない化か蛇だの鱗うろこが鋭えい利りな刃やいばに変へん化げしたのだ。金切り声を上げて跳ちよう躍やくする猿さるの喉のど笛ぶえを、汪李はその爪で切り裂さいた。戦うために創つくられた神妖煒白は、その凄すさまじい膂りよ力りよくで山やま猫ねこの手足を引きちぎる。晄を搦からめ捕とろうと糸を吐はく巨きよ大だい蜘蛛ぐもを、鳳が光の槍で突つき刺さす。


『この件がうまく片づいて、この身体からだがまだ滅ほろびてなかったら、おれと鸞を炎招戈に誓ちかわせろ』


　鳳はそう言うと、晄の返事を待たずに妖の群れの中へ飛び込んで行った。


「鳳……？」


　炎招戈に誓う意味を鳳は知っているのかと、晄は驚おどろいたが、のんびり考えを巡めぐらせている時間はなかった。背後の戸が破られ、無数の妖がなだれ込んで来た。


　歯を剝むき、鋭するどい爪で晄を捕らえようとする犬の前肢あしを、晄は炎招戈でなぎ払はらう。聖なる戈に禹王と湯王が宿り、晄に力を与あたえていた。炎招戈に触ふれた犬は、瞬またたく間に黒い塵ちりとなって消えたが、その後ろからは、大人の身体ほどもある蜥蜴とかげが、目をぎらつかせて晄に襲おそいかかって来た。煒白が素す早ばやく晄の前に立ち、蜥蜴の頭を拳こぶしで打ち砕く。


『外へ出るぞ。本ほん性しようを現して戦うには、ここは狭せますぎる』


　爪の刃で猿を裂きながら汪李が叫さけんだ。


　鳳が光の槍を投げて道を開いた。左右を汪李と煒白に守られ、晄は宿にしていた堂を出る。回かい廊ろうから一気に内ない苑えんへ飛び降り、白はく砂さが敷しかれた径みちを南庭へ走る。妖が一いつ斉せいに追って来た。


『おかしい──』


　汪李が空を仰あおいだ。空には相変わらず、濃こい瘴気がどろどろと渦うず巻まいていたが、瘴気とは別に雨雲が湧わいていたのだ。


『この雲は、我が作ったものではない』


　雨雲は見る間に厚くなり、雲の間に閃せん光こうが走る。ポツポツと大おお粒つぶの雨が落ち始め、瞬く間に豪ごう雨うとなって大地に降り注いだ。雪の交じった冷たい雨だ。


『陰いんに属する妖は、雨や冷気で力を増す』


　煒白が硬かたい声で言った。


『我が風を喚よんで、誰だれぞの作った忌いま々いましい雨雲を吹ふき飛ばしてやる』


　南庭へ出ると、汪李は化蛇の本性を現し、翼つばさを一つ大きく羽ばたかせると一直線に空に上った。煒白も駮はくに姿を変える。


　突とつ風ぷうが巻き起こった。雨が弱まり、空が微かすかに明るくなる。汪李が雲もろともに、瘴気を払い除のけたのだ。しかし、それも僅わずかな時間で、瘴気も雲もまるで吸い寄せられるように、陝邑の上空に戻もどってくる。雨はいっそう激しく、横よこ殴なぐりに叩たたきつけてきた。


（何か変だ）


　汪李の風が効かないのも不自然だが、襲ってくる妖たちの意識も変容していた。


　──殺す。


　妖の意思が晄の耳の奥に届く。空腹とは無関係に、すべての妖が明らかな殺意を持って晄に向かって来た。


（誰かが術を使っているんだ──）


　突とつ然ぜん、雨音に混じってドーンという低い音がした。足あし下もとに地じ響ひびきが伝わってくる。


「今の何!?」


　雷かみなりとは違ちがう音だ。同じ音が、続けざまに何度も響ひびき渡わたり、晄は音源を探して辺りを見回した。


『黄河で、氷がぶつかり合っている。堤つつみが崩くずれるかもしれん』


　雲間から、汪李が舞まい降りてきた。


「堤が!?」


　堤てい防ぼうが決けつ壊かいすれば、陝邑が流されるだけでは済まない。下流の里や洛らく邑ゆう、水の勢いによっては、亳邑にまで被ひ害がいが及ぶかもしれない。


「何とかならないの!?」


『氷が厚すぎて、眷族では手に負えぬ。我が行って氷を砕くしかない』


　黄こ金がね色いろの瞳ひとみが心配げに晄を見る。


「俺には河伯の加護があるから大だい丈じよう夫ぶ。汪李は黄河へ行って！」


『承知』


　汪李は再び上じよう昇しようし、黄河に向かって飛んで行った。


　雨は激しく降り続け、南庭は浅い池と化した。晄の膝ひざが震ふるえてくる。晄はなぜか、幼い頃ころから水が怖こわかった。溺おぼれないとわかっていても、周囲を水に囲まれると、背筋に悪お寒かんが奔はしり、震えが止まらなくなるのだ。くるぶしまで水につかり、晄は必死で炎えん招しよう戈かを振ふるった。しかし、妖の数は一向に減らない。


『どっから湧いて来やがるんだ。いい加減、飽あきてきたぜ、こん畜ちく生しよう！』


　さすがに鳳の息も荒あらくなっていた。


『同感だ。あれは、どこから湧いて来たのだろう』


　煒白は全く疲つかれた様子も見せず、雨の向こうから凄まじい速さで駆けて来る大きな妖の群れに目を向けた。


　それは、形も大きさも牛に似ていた。しかし、角が四本あり、猪いのししのような耳をしている。


『ありゃ、諸しよ懐かいか!?』


『私が行こう』


『頼たのむ。あいつの皮は、陽の気の通りが悪いんだ』


『では、晄を安全な場所へ連れて行ってくれ。ここは荒あれる』


　煒白はそう言うと、後ろ肢あしで竿さお立だち、戦せん鼓このような声で咆ほう哮こうした。ダッと、凄まじい脚きやく力りよくで地面を蹴けると、諸懐の前へ躍おどり出る。


　煒白の前肢の爪が、一頭の諸懐の顔を切り裂いた。しかし諸懐は滅びず、四本角を振って煒白を牽けん制せいする。煒白は跳躍して諸懐の角を避よけ、宙で体勢を整えると、着地しざま諸懐の懐に角を差し入れた。煒白は身をたわめて一気に仰あお向むく。諸懐の巨きよ体たいが宙を舞った。堅く突き固められた内城の壁かべに激げき突とつし、ガラガラと壁が崩れる。


『巻き込まれるとやばい。ここは任せて、場所を移そうぜ』


　晄は鳳に手を引かれ、ぬかるんだ径を城の北にある祭さい祀し場へ向かった。祭祀場までの径は幅はばが狭いため、大型の妖は一いつ匹ぴきずつしか通れない。汪李や煒白がいない今は、その方が戦い易やすいと考えたからだ。追ってくる妖を斬きり払いながら晄たちは走った。壁を背にして振り返ると、巨大蚯蚓みみずが向かって来た。鳳は蚯蚓に光の槍を投げる。


　その隙すきを縫ぬって、烏からすに似た妖あやかしが滑かつ空くうして来た。禍まが々まがしいくちばしが晄の顔面に迫せまる。晄は烏の翼に炎招戈を振り下ろしたが、塵となって消える一いつ瞬しゆん前に、烏のくちばしが晄の頰ほおをかすめた。頰に熱い痛みが奔る。


『晄！』


　鳳は、晄の手を引き、祭具がしまわれている倉に飛び込んだ。戸を閉めて、中からつっかい棒をする。妖が戸を開けようとしているのか、ガタガタと戸が揺ゆれた。


『大丈夫か？』


　鳳は手の中に光の槍を作り、それで晄の顔を照らした。


「そんな、大した傷じゃないよ。かすっただけだもの」


『見せてみろ。傷が浅くても、妖の陰いん気きが身体に入り込むのはよくねえ』


　鳳は、晄の頰の傷を調べ、『一寸ちよつとばかり切れて、血が出てるぞ』と、傷口に手を押し当てた。


「俺、河伯の加護があるから、怪け我がするなんて思ってなかった」


　彼の手から、温かい気が傷に流れ込むのを感じながら、晄は言った。以前、章玄に操あやつられた煒白は、晄に襲いかかり、寸前で晄がまとう清い光に阻はばまれたという。


『瘴しよう気きのせいだ』


　鳳は手を当てたまま、じっと晄の身体を見つめた。彼も晄がまとう光が視みえるらしい。


『瘴気を吸って、濁にごった光が力を増してる。お前の清い光も陰に属するけど、濁った光も陰に属するんだ。この雨に濡ぬれたのもよくなかったかもしれねえ』


「章玄は、これを狙ねらってたのか──」


　罠わなは承知の上だが、河伯の加護を無効にされるとは予想外だった。


『もう、無む茶ちやはできねえぞ。これくらいの怪我ならおれにも治せるが、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに陰いんの気が入り込んだら、おれにもどうしようもねーからな』


　鳳は頰から手を離はなした。


「でも、黄河が溢あふれる前に、妖を滅ぼさなきゃ」


　外はかなりの数の妖が集まっているらしく、雨音に交じって唸うなり声や戸を引っ搔かく音が騒そう々ぞうしく聞こえる。


『まー確かに、妖を減らせば、そいつらの分は陰の気も減るし、あいつらはお前を狙ってるんだから、いずれ滅ぼさなきゃなんねーけど……。この瘴気のほとんどは、ここで死んだ人間の魄はくが吐いてるのさ。それに惹ひかれて陰に属する妖が集まってるわけ』


「そうなの!?」


『それで、煒白の兄さんはかなり落ち込んでてさ。しかも、魄をつなぎ止めてるのが、章玄とかいうお前の敵なもんだから、楓牙たちも言い出せなかったらしいぜ』


「煒白が死なせてしまった人たちを利用するなんて……」


　晄の腹の中に、怒いかりと悲しみが同時にこみ上げてきた。煒白はどんなに苦しんでいるだろうか。なのに、一いつ緒しよに罪を償つぐなうと言っておきながら、自分は煒白にも、亡なくなった人にも何もしてやれないのだ。


『黙だまってるのも思いやりかもしれねーけど、こんなことになっちまった以上、知らせねーってわけにはいかねえ。お前なら真実を知っても、ちゃんと受け止められるだろ？』


「大丈夫だよ」


　晄は無理に笑えみを作った。自分が取り乱せば、楓牙の思いやりを無む駄だにしてしまうし、煒白をもっと苦しませることになる。


　その時、明かり取りの窓から、ひらひらと蝙蝠こうもりが入って来た。


『あれ？　寓ぐうだ──』


「寓って……まさか」


　晄の脳のう裏りに、一人の寓使いの少年の姿がよぎる。五年前に父母を殺した呪じゆ術じゆつ師しだ。


　昨年の冬、その少年を含ふくむ刺し客かくの一団が、章玄に雇やとわれて晄を襲おそった。少年は、晄の両親を死に追いやったことを楽しそうに語った。その時、晄は生まれて初めて、殺したいほどの憎ぞう悪おというものを知った。


　彼は章玄と通じている。彼が晄を狙ってここへ来てもおかしくない。


　晄と鳳は戸の隙すき間まから外をのぞいた。


　土ど砂しや降ぶりの雨の奥から、一人の少年の影かげが近づいて来た。周囲の妖が、彼に従うように周りを囲んでいく。闇やみは深く、少年の顔はわからない。けれど──。


「出ておいでよ。そこにいるのはわかっているんだ」


　発せられた声は、間ま違ちがいなくあの少年のものだ。


　晄の心臓がドクンと鳴った。頰が熱くなり、耳の奥で自分の心臓が鳴っている音が聞こえる。


　無意識に戸口に立てられた棒を退けようとして、鳳に手をつかまれた。


『だめだ。あいつ──やばい』


　鳳の目は、少年を食い入るように見つめていた。


「あいつは章玄の手先だ。あいつを倒たおして、この瘴気を晴らす方法を訊ききださなくちゃ！」


　晄は、鳳の手を振り払はらおうとしたが、鳳は離さなかった。


『瘴気どころの騒さわぎじゃねえ。あいつは……あいつのまとってる光は……』


　度胸が取り柄えの鳳が、ひどく動どう揺ようしていた。しかし、父母の仇かたきを前にして平静さを失っていた晄は気づかない。


『そうか……、そういうことだったのか』


　鳳は呟つぶやくと、晄に向き直った。


『おれが相手をする。お前はここでおとなしくしているんだ。いいな』


　ひどく硬かたい表情だった。晄は、そこでようやく鳳の様子がいつもと違うことに気づいた。


「鳳……？」


　晄が戸と惑まどっていると、


「出て来ないのなら、こっちから行くよ」


　業ごうを煮にやしたのか、少年が言った。途と端たんに、バリッ！　と、木の戸が割れる音とともに、大量の水が倉の中に押し寄せた。凄すさまじい水圧がかかり、晄と鳳はふっ飛ばされて、保管されていた青銅の祭具の中に突つっ込んだ。水はすぐに引き、溺おぼれずには済んだが、水が怖こわい晄を震しん撼かんさせるには充じゆう分ぶんだった。


　少年は倉の入り口近くまで歩み寄った。


　晄は尻しり餅もちをついたまま、大きく見開いた目で彼を見つめた。間近で見るのは初めてだった。


　あどけなさの残る端たん整せいな相そう貌ぼうだったが、歳に似合わず、目だけがひどく禍々しかった。


「久しぶりだね」


　彼は唇くちびるの端はしを歪ゆがめるようにして、薄うすく笑った。
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　諸しよ懐かいの四本角を咥くわえ、煒白はブンと頭を振ふった。牛ほどもある巨体が宙を舞まい、群れの中に突っ込む。投げられた諸懐の腹が別の諸懐の角に刺ささり、二頭は水みず飛沫しぶきを上げて、水の溜たまった地面に横よこ倒だおしになる。大たい抵ていの場合、致ち命めい傷しようを負った妖は他ほかの妖の餌えさになるはずだが、なぜか諸懐たちは怒りの雄お叫たけびを上げて、煒白に向かって突とつ進しんして来た。


（私を足止めしているのか）


　この妖は、誰だれかに操られ、晄から自分を引き離すためにやって来たのだ。


　その時、鋭するどい聴ちよう覚かくを持つ煒白は、城の北で不ふ審しんな水音を聞いた。雨の音でもなく、黄河で水流が氷にぶつかる音でもない。


（誰かが水を操っている。あの気配は──）


　昨年の冬に、晄を襲った寓ぐう使いの少年のものだ。晄の身が案じられた。しかし、自分が行けば諸懐が追ってくる。すべての諸懐を倒すまでは晄のもとへは行けない。


（無事でいてくれ）


　煒白はそう祈いのりながら、迫り来る巨きよ大だいな妖の群れに立ち向かって行った。








「天幕を張れ！　里人に雨を浴びさせてはならん！」


　叩たたきつけるような雨の中、鞍あん上じようの楓牙は、手た綱づなをさばきながら兵に命じた。


　陝邑の郊こう外がいにある小高い丘おかの上である。洪こう水ずいの恐おそれがあるため、楓牙は近きん隣りんの里人を丘に避ひ難なんさせた。しかし、突とつ如じよとして空が黒い雨雲に覆おおわれ、雨が降りだした途端に、里人がバタバタと倒れたのである。雨に瘴気が溶とけ込んでいるのだ。


「誰ぞ、西側の丘の様子を──」


　言いかけて、ふと視界が歪んで景色が傾かたむく。咄とつ嗟さに鞍くらに手をつき、自らの身体からだを支えた。消しよう耗もうしていた身体に降り注いだ瘴気の雨は、楓牙の身体を刻々と蝕むしばんでいた。


「楓牙様、しばらくお休みくださいませ。後のことはわたくしがいたしまする」


　累焰が駆かけつけ、楓牙の隣となりに馬を並べた。


「大事ない。ここは私が指揮を執とるゆえ、お前には堤つつみの補修の方を頼たのむ」


　楓牙は荒あらい息をつき、目め眩まいを振り払うように頭を軽く振った。


「ですが、そのお体では……」


「案ずるな。倒れる前には休む。急げ、堤が決けつ壊かいすれば、街も城外の里も水すい没ぼつしてしまう」


　里人を動員できないため、眉び軍兵だけで堤を直さなければならない。しかし、その兵も里人の誘ゆう導どうのために各里に散り、堤の補修に割さける人員は少なく、指揮する将もいなかった。


「御ぎよ意い。どうか御ご無理をなさいませぬように──」


　立ち去り難がたい様子ではあったが、楓牙の意を汲くみ、累焰は馬を駆けさせる。


「王子！　西側の丘は、里人の避難が終しゆう了りようしましたが、天幕が足りませぬ」


「新たに六名の里人が発熱いたしました。うち、二名は重体にございます。しかしながら、薬がもうありませぬ」


　泥どろまみれになった兵が、次々と報告に来た。


「木立の間に、油を塗ぬった布や羊の皮を張り、雨よけを作れ！　洛邑へ使いを出し、薬と天幕を持って来させよ！」


　楓牙は掠かすれる声を振り絞しぼり、指示を下す。その間にも、黄河からは氷の割れる音が、絶え間なく響ひびいていた。手綱を引いて馬の首を巡めぐらせ、楓牙は眼下の黄河に目を移す。河は巨大な氷ひよう塊かいで埋うめ尽つくされ、増水した河の流れを堰せき止めていた。その上に降り注ぐ冷たい雨は、氷に触ふれた途端に氷結し、ますます氷を厚くさせている。


　累焰は、氷の下には汪李がいて、小化蛇とともに氷を砕くだいていると言っていた。


（この冷たい雨は、いったい誰が降らせているのだ……）


　氷を溶かすためならともかく、氷を厚くさせるような雨を、汪李が降らせるはずがない。


　章玄が、術を使って雨雲を喚よんだのだろうか。しかし、いかに優すぐれた呪術師であっても、人間の力では、自在に天候を操あやつることはできない。


（汪李に匹ひつ敵てきするほどの強大な力を持つ妖あやかしか、もしくは神か……？）


　その妖か神が、章玄に喚ばれたのだとすれば──。


　楓牙の背に、高熱によるものとは別の震ふるえが奔はしった。手綱をぐっと握にぎりしめる。


「晄……」


　今すぐに、晄のもとへ行きたいという衝しよう動どうを辛かろうじて抑おさえ、楓牙は瘴しよう気きに覆われた城下を見つめて唇を嚙かんだ。








　一方、汪李は黄河に潜もぐり、濁だく流りゆうの中を流れに沿って凄まじい速度で泳いでいた。後方には、汪李と同じく白銀の鱗うろこと翼つばさを持った、何千匹びきもの小さな化か蛇だがつき従っている。


　黄おう褐かつ色しよくの水には白い氷ひよう片へんが散っていた。流れる水が水中で氷結するという、あり得ない現象が起こっているのである。


　水面はとうに厚く凍こおり付き、前方には、水底に届かんばかりの巨大な氷塊が、汪李たちの行く手を遮さえぎっていた。汪李は泳ぐ速度を弛ゆるめず、氷塊に突っ込んだ。ガッと重低音を響かせて、額の二本の角が氷を割った。彼は翼をかいて、ひび割れた氷の間をさらに突き進む。割れた氷を、小化蛇がさらに砕き、巨大な氷塊はゆっくりと崩くずれていく。


　流れが速まったのは一いつ瞬しゆんだった。前方には、別の氷塊が生まれていた。汪李は片かた翼よくを一かきして、長い胴どうを巡らせ、その氷に向かって角を突き立てた。


（おかしい──）


　南に位置する陝邑付近は、比ひ較かく的てき水温が高い。陝邑の瘴気が水に溶けただけで、これほどまでに厚く氷が張るはずがないのだ。


（誰かが術を使って、黄河を凍らせているのか）


　黄河を司つかさどる神、河伯が、この季節に河を凍らせるはずはない。


　ふと汪李は、既き視し感かんを覚える。


（昔、これと同じことがあった……？）


　章玄に封ふう印いんを解かれるまで、長い間汪李は異界で眠ねむっていた。その間に以前の記き憶おくを失ってしまったのである。しかし確かに、今と同じように焦しよう燥そう感かんに駆られながら、氷を砕いた憶おぼえがある。


（あの時も、冬でもないのに黄河が凍った。我は誰かを守るために氷を砕いた……）


　汪李の脳のう裏りに、激しい合戦の光景がかすめる。


（あれは、誰と誰が戦っていた……？）
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　祭さい祀し場の倉の中で、晄は尻餅をついたまま、全身を震わせていた。頭から水をかぶった衝しよう撃げきは、晄から声さえも奪うばっていたが、目だけは吸いついたように寓ぐう使いの少年から離はなれなかった。


　少年の禍まが々まがしい瞳ひとみもまた、晄をじっと捉とらえていた。


「前に会った時、名乗ってなかったよね。僕の名は炅。歳はお前と同じ十五だ」


　少年は言った。


「僕が黄河で師父に拾われたのは、先代の殷王、南庚が死んだ三日後。その時の僕は、まだ首も据すわっていない赤子だったそうだから、多分生まれた日もそんなに違ちがわないと思うよ」


　炅の笑えみは、どこか意味ありげだった。


　先代の殷王が亡なくなった日など、晄は知らない。なぜ彼がそんなことを言い出すのか、晄にはわからなかった。


「十の歳の時、お前の両親を殺した。これは前に言ったかな。その時も去年の暮れも、お前を仕留め損そこねたけど、邪じや魔まな化蛇は黄河に追いやったし、駮はくも諸懐に足止めさせてるし、今日こそはうまくやれると思ってる」


「……何で、そんなに俺を殺したがる……」


　かさかさに渇かわいた喉のどから、晄は辛うじて声を絞り出した。この少年は刺し客かくだ。依い頼らいされれば誰でも殺す。けれど、それだけではない何かを晄はおぼろに感じていた。


「前に、言っただろう？　お前が憎にくいからさ」


「あれは……俺を怒おこらせるためにわざと言ったんじゃ……？」


　昨年の暮れ、炅は両親の死の真相を晄に語った。慈いつくしまれて育った晄が大嫌いだと、だから、晄の両親が苦しみながら死んでいく姿を見たかったのだと彼は言った。


　怒いかりや憎しみに心を委ゆだねれば、晄がまとう清い光、すなわち河伯の加護が弱まり、濁にごった光の勢いが強くなる。炅はそれを狙ねらって、父母の死に様を聞かせたのではなかったのか──？


「章玄に、そう言うように頼まれはしたけどね。あれは僕の本音さ」


　炅は片かた腕うでを伸のばし、手の平を晄に向けた。足元の水が持ち上がり、炅の手の平に集まっていく。晄は身動き一つできず、まるで意思のある生き物のように蠢うごめく水の塊かたまりを見ていた。


　彼の唇くちびるが憎にく々にくしげに歪ゆがんだ。


「死ね！」


　その時、祭具に埋もれていた鳳がバッと立ち上がった。光の槍やりを、炅の手の平に向かって投げつける。炅は瞬しゆん時じに腕うでを引き、集まっていた水がザーッと足元に落ちた。炅の背後に控ひかえていた妖が槍に貫つらぬかれ、光を浴びた同どう胞ほうとともに塵ちりと化す。


「何だ、まだ味方がいたんだ。新しい下僕？」


　炅は少し驚おどろいた様子で、鳳を見つめた。


『いや。今んとこ、友だち以上、下僕未満』


　鳳は炅を見み据すえ、手の中に新たな槍を作る。
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「どっちが身分的に上なんだか、よくわからないけど──。まあいい。この瘴気の中じゃ、君の槍も大した威い力りよくを発揮できないだろうし、瘴気から力をもらえる僕の方が分がある」


　炅は、再び手の平を前に向け、水を集めた。ぐっと手を突つき出す。途と端たんに、水の塊が巨きよ大だいな蛇の形をとった。透すき通った蛇は螺ら旋せんを描えがき、凄すさまじい勢いで鳳に襲おそいかかる。


　炅の手の平から水の蛇が放たれるのとほぼ同時に、鳳は光の槍を投じていた。


　バリッ！　と稲いな妻ずまが奔はしるような音を立てて、光の槍と水の蛇がぶつかり合った。光が弾はじけ、水みず飛沫しぶきが散る。熱い水蒸気が吹ふき付け、晄は咄とつ嗟さに腕で顔を覆おおった。鳳は続けざまに槍を投げつけ、炅を晄のいる倉から遠ざける。もうもうと白い湯気が辺りに立ちこめた。


『晄！　逃にげろ！』


　湯気の向こうで、鳳の声がした。


　晄は炎えん招しよう戈かの柄つかを握り直した。水への恐きよう怖ふはまだ癒いえていなかったが、腰こしを抜ぬかしている場合ではない。身を低くして倉から出ると、ダッと駆け出す。炅の背後へ回り込むつもりだった。


「逃がさない！」


　炅の声とともに、湯気の中からめいっぱいに口を開けた水の蛇が現れた。晄は、咄嗟に身をひねって蛇を避よける。牙きばが左ひだり肩かたをかすめ、衣ころもが裂さけた。晄は炎招戈をはね上げ、蛇の首を断たつ。蛇は形を崩し、水の塊となってザッと地面に落ちた。再び駆かけ出した晄の後を、無数の妖が追って来た。前からは烏からすに似た妖が急降下してくる。炎招戈を振ふり下ろし、烏を一刀両断にすると、刃やいばを返しながら、右から襲ってきた従じゆう従じゆうの鼻はな面づらを削そぐ。


「──いたっ！」


　突とつ然ぜん、左の足首に鋭するどい痛みが奔った。見下ろすと、親指ほどの大きさしかない蛙かえるが嚙みついていた。炎招戈の背で蛙を叩たたき潰つぶし、踏ふみ出そうとして、晄はよろけた。蛙に嚙まれた足に力が入らないのだ。傷口はずきずきと脈打ち、そこからひどい寒気が身体からだを這はい上ってきた。


（やば──）


　背後から、猿さるのような妖が迫せまっているのを感じていたが、足がいうことをきかない。


『晄！　伏ふせろ！』


　鳳が、光の槍を投げた。晄は咄嗟に前へ倒たおれ込む。槍は、猿とその背後の妖を塵に変えたが、その時には、巨大な蟷螂かまきりが、鎌かまそのものの前足を晄の上に振り下ろそうとしていた。晄は泥どろの中を回転して蟷螂の前足から逃のがれる。起き上がろうとした晄に、蜘蛛くもの糸が絡からみついた。蜘蛛に引っ張られ、晄は泥の中に頭から突っ込んだ。背中に、角のある猫ねこがのしかかる。


『晄！』


　鳳が駆け寄ろうとしたが、その間に水の蛇へびが割り込んだ。


　猫の爪つめが、晄の頸くびを裂こうとしたその時──。


　ビィーン、ビィーンと、大気が鳴動するような、不可思議な音が辺りに鳴り響ひびいた。


　晄にのしかかっていた猫が、毛を逆立てて音の方を振り返った。他ほかの妖たちも音に耳を澄すませ、中には音から遠ざかろうと、後あと退ずさっていくものもある。妖たちは、音に恐おそれを抱いだいていた。戦せん鼓こや弓きゆう弦げんのように、その音には妖を祓はらう力があるらしい。


　突然、ガッと、背の上の猫の頭に、拳こぶし大の丸い塊がぶつかった。続いてそれは、宙でひるがえると、晄を縛いましめていた蜘蛛の腹にもぶつかり、やってきた方向に飛んで行く。猫も蜘蛛も塵となって消え、蜘蛛の糸もはらりと解ほどけた。


「え──？」


　一瞬のできごとだったため、晄には何が起こったのかわからない。取りあえず、素す早ばやく身を起こし、膝ひざをついて炎招戈を構え直す。再び、不可思議な音が鳴り、晄は音源の方角に首を巡めぐらした。土ど砂しや降りの雨と、立ちこめる白い湯気の間に、長身瘦そう軀くの影かげがあった。


「舜兄……？」


　晄は啞あ然ぜんとして、思わぬ助すけっ人とを凝ぎよう視しした。


　舜は、紐ひものついた青銅の塊を回していた。流りゆう星せい錘すいという隠かくし武器だ。青銅の塊すなわち錘おもりの部分は人の頭の形をしていた。顔まではわからないが、おそらくいつものびっくりまなこに歯を剝むきだしにした人の顔だろう。それが大気を擦こすって、ビィーンという不思議な音が鳴るのだ。


　どうしてこんな所に──と、尋たずねようとして、晄は息を呑のんだ。


　音を止めようとしたのか、数匹ひきの猿が舜に襲いかかったのだ。


　舜は手首を返して紐を振った。すると、錘はブンと風を切って、まっしぐらに猿に向かって飛んだ。猿の額に当たってはね返ると、隣となりにいた猿のこめかみを直ちよく撃げきする。舜は紐を引き、大きく後方に振りかぶると、再び猿の群れに錘を投げた。青銅の小さな頭は、鳥のように猿たちの間を自在に飛び交かい、瞬またたく間に数匹の猿が塵と化した。


「すご……」


　舜は優すぐれた呪じゆ具ぐ作りだ。彼の作った流星錘が、妖あやかしが嫌いやがる音を発してもさほど驚きはしない。けれど、舜は身体を動かすことが大の苦手で、当然、武芸の心得など全くない。その兄が、武器を振るって妖を滅ほろぼすとは思いもよらないことだった。


　舜は身体の脇わきで流星錘を回しながら、晄に駆け寄った。


「晄ちゃん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」


　舜は、油断なく右手で錘を回したまま、左ひだり腕うでで晄を助け起こす。


「舜兄、何でこんなとこへ……？」


「野午の厳さんから知らせを聞いて、駆けつけて来たんです」


　舜は、晄の腰を支えて祭さい壇だんのある四阿あずまやへ走った。祭壇に晄を寄りかからせると、舜は流星錘を地面に置き、懐ふところから竹を割って作った小しよう片へんを取りだす。竹には例の人面が描かれていた。


「青銅の物よりは効果が弱いんですけど、しばらくの間は妖を追い払はらってくれるでしょう」


　と、舜は四方の柱にそれを立てかけた。錘の音が止やんだために、再び妖が集まって来たが、四阿の中には入って来なかった。


　舜は、腰に下げた布ぬの袋ぶくろから竹の皮の包みや小刀を取りだし、晄の足元に膝をつく。


「少し痛みますよ」


　舜は、晄の足首の歯形に小刀を当てて傷を広げ、傷口に唇をつけて血を吸い出した。足首に軟なん膏こうを塗ぬりつけ、布で固く縛しばる。さらに舜は、その場で何種類かの粉薬を混ぜ合わせて、晄に飲ませた。


「具合はどうですか？」


「大丈夫、だいぶ楽になった」


　傷口はひりひりと痛んだが、足は動くようになり、寒気も治まっていた。


「嚙かんだのが蛙でよかった。これが従従や諸しよ懐かいだったら、即そく死ししてましたよ」


　険しかった舜の表情が、ようやく和やわらいだ。


「心配かけてごめん。来てくれるなんて思わなかった」


「最初に陝邑の様子を聞いた時、こんなことになるだろうって、予想はしてたんですよ。晄ちゃんのことだから、止めてもきかないだろうし、河伯の加護が弱まるってこともね」


　舜は、半分諦あきらめたような笑えみを浮うかべた。


「来てくれたことにもびっくりしたけど、舜兄がこんなに強いとは思わなかったよ」


「僕が強いわけじゃありません。この子たちが強いんです」


　舜は、傍かたわらに置いてあった流星錘を手に取る。紐の両りよう端たんには、びっくりまなこに歯を剝きだしにした錘と、半眼で微笑ほほえんでいる錘とがついていた。何となく鳳と鸞に見えるのは気のせいだろうか。


「陰いん陽ようの偏かたよりを感じて、自分で飛んで行ってくれるんです。僕はただ振り回してるだけ」


　美人な上にお利口でしょう？　と、舜は愛いとしげに錘の頭を指先で撫なでた。


「でも、あの水の蛇には、さすがにこの子たちも歯が立ちません。寓ぐう使いの少年の登場は想定していたのですが、彼が水を操あやつるとは思っていなかったんですよ」


　舜は顔を上げ、土砂降りの雨の向こうを見やる。鳳と炅とは、戦いの場を移したのか、バリバリと遠えん雷らいに似た音は聞こえてくるが、彼らの姿は見えない。


「逃にげ切るのは難しいかもしれません……」


　舜は切れ長の眼めを細めて呟つぶやいた。河伯の加護は弱まり、汪李も煒白もこの場にはいない。事態は、舜が想像していた以上に悪かった。


「俺、逃げたくない」


　晄は舜を見上げて頭かぶりを振った。


「俺が逃げたくないって思うのは、あいつが父さんと母さんの仇かたきだからだってことはわかってる。熱くなっちゃだめだってこともわかってる。でも、あいつを倒して、章玄の居所を訊ききださなくちゃ、陝邑の瘴気を祓えないもの」


　急がなくては黄河が溢あふれてしまう。逃げて仕切り直す時間はなかった。


「僕としては、縄なわをつけてでも、晄ちゃんを逃がしたいんですけどね。でも、あの子を倒さなくちゃ、生きて陝邑を出られそうもありませんし──」


　舜は、四阿に立てかけた竹の小片に目を移す。瘴しよう気きのせいか、小片に描かれた人面模様が消えかかっていた。取り囲んでいる妖たちの輪が少しずつ小さくなってくる。


「晄ちゃん、立てますか？」


「大丈夫だよ」


　晄は、炎えん招しよう戈かを握にぎって立ち上がった。


「僕が援えん護ごします。行きましょう」


　二人は顔を見合わせてうなずくと、四阿を飛び出した。





　その頃ころ──。


「どうした？　君、投げる槍やりに切れがないよ」


　炅は、唇くちびるを歪ゆがめて嘲あざわらった。


『うるせえ、余計なお世話だ』


　鳳は、光の槍を握りしめて言い返す。


　北堂の屋根の上である。雨は叩きつけるように降り、辺りには黒い瘴気と白い湯気が立ちこめていた。


　炅は、雨雲から落ちてくる雨や、屋根を流れる水を手の平に集め、水の蛇に変えて鳳に放った。水でありながら、蛇は鋼はがねのように強きよう靭じんな牙きばを持ち、鳳を嚙み砕くだこうと襲おそい来る。鳳は、光の槍でそれを防いだ。すでに何十回となく繰くり返されている攻こう防ぼうだった。


「守るだけじゃなくて、攻せめておいでよ。水の蛇が怖こわいのかい？　それとも、瘴気にあたって、疲つかれちゃったとか？」


『違ちげえよ。あんたをどうやって料理しようか、考えてんだ』


　鳳が攻めあぐねているのは事実だった。けれど、鳳が防戦に徹てつしているのは、臆おくしたからでも、疲れたからでもない。いかに優れた呪じゆ術じゆつ師しであろうと、相手はただの人間、本気でやれば、倒たおすことは可能だ。だが、鳳にはそれができなかった。


（あいつがまとっている光──。あれは──）


　鳳は、炅を凝視した。炅は不気味な色の光をまとっていた。王族や優れた呪術師の中には、淡あわい光をまとっている者がいる。それぞれを守護する祖そ霊れいや自然神の力が、光という形で鳳の目に映るのだ。楓牙や累焰、舜、そして晄も、色や濃こさは異なるものの、その身に光をまといつかせている。そして、この炅がまとっている光は──。


（あいつを殺したら……）


　鳳が躊ちゆう躇ちよする理由はそこにあった。


「もしかして、君、僕が死んだら、この光がどうなるか、知ってるとか？」


　鳳が執しつ拗ように自分を眺ながめ回していることに気づき、炅は嬉うれしそうに言った。


『お前、自分がまとってる光の正体を知ってんのか？』


「知ってるよ。光の正体も、なぜ僕がこんな光に取り憑つかれることになったのかも、章玄に聞いた。どうしてこんなに晄を憎にくいと思うのか、その理由もその時にわかったよ」


　禍まが々まがしい瞳ひとみに暗い炎を点ともらせ、炅は言った。


「まあ、そんなことは君には関係ないけど──。君の想像通り、僕が死ねば僕がまとっている光は、そっくり晄に移る。その後、晄がどうなるかは言わなくてもわかるよね」


　炅はせせら笑う。


「章玄にしてみれば、僕と晄のどちらが死んでも、最終的な目的は達せられるけど、河伯がきっと横よこ槍やりを入れてくるだろうから、晄が死んでくれた方が、後の面めん倒どうが少なくて済むらしい」


『それでお前は……、自分がそんなものになっても構わないってのかよ』


　鳳は瞠どう目もくしたまま、彼を見つめ続けた。


「別に──。どうせ、このままの僕でいたって、ろくな人生送れっこないし、その方がずっと面おも白しろそうじゃない」


　炅は、屋根の下に目を移した。


「第一、あいつがのうのうと暮らしているのを見るのは、我が慢まんがならない」


　北堂脇の小こ径みちに晄と舜が現れた。自分たちに気づいたらしく、屋根を見上げる。無数の妖が彼らを追って来た。妖たちは舜が回している流りゆう星せい錘すいの音に怯おびえているらしく、間合いを取って立ち止まる。


『来るな、逃げろ！』


　鳳は、晄たちに向かって叫さけび、


「そんな音を怖がるな！　行け！」


　炅は、妖に怒ど号ごうを飛ばした。


　妖たちは、おののきながらも晄に躍おどりかかった。炎招戈の刃やいばが閃ひらめき、人面の錘すいが宙を舞まう。数匹ひきの妖が瞬しゆん時じに塵ちりになったが、妖の数はあまりにも多かった。


　鳳は屋根上から、妖の群れに向かって光の矢を投じた。その隙すきをついて、水の蛇へびが鳳を襲う。


『わっ！』


　鳳は飛び退のき、槍の先で蛇の頭を突ついた。蛇は水に戻もどって屋根に落ちたが、その時にはすでに、新たな蛇が顎あごをいっぱいに開いて晄に迫せまっていた。晄は炎招戈をかざし、目の前に迫った蛇の頭を砕き、舜が流星錘を操って脇わきから飛びかかって来る妖あやかしを牽けん制せいする。


『畜ちく生しよう──。どうすりゃいいんだ』


　鳳は唇を嚙んだ。炅を殺すことはできない。しかし、彼が生きている限り、操られた妖は晄を襲い続ける。晄も舜も生身の人間だ。このままでは、いずれ力ちから尽つきて妖の爪つめに裂さかれるか、水の蛇の牙に嚙み砕かれるだろう。


（おれに、幻げん術じゆつが使えたら……）


　──そう、わたしに今、幻術が使えたら……。


　耳の奥で、鸞の声がした。今が夜だったら、鸞が炅に幻術をかけて妖たちを操る術を解き、彼をこの場から退かせるだろう。


　炅は、口元に薄うす笑わらいを浮うかべ、次々と晄に向かって水の蛇を放っていた。


『何でおれは、こんな身体からだに生まれてきちまったんだ！』


　鳳は怒いかりを込めて、光の槍を投げ、晄に迫る水の蛇を打ち砕く。


　──どんな君たちだって、俺は君たちが好きだよ。


　ふと、鳳の脳のう裏りに晄の言葉が蘇よみがえる。


　それまで、自分の中の鸞は、忌いま々いましいだけの存在だった。こんなやつは消えてしまえと思っていた。けれど昨夜、鸞の中で聞いたその言葉を、鳳は嬉しいと思った。


（そうさ、おれは鸞が嫌きらいだったわけじゃない）


　鳳皇にも鸞鳥にもなれない、雛ひなのままの自分が恥はずかしかった。夜になれば自由がきかないことに苛いら立だった。できそこないと、同どう胞ほうから蔑さげすまれ、悔くやしかった。それらの思いが、晄のあの言葉に洗い流され、何もかも、鸞のせいにしていた自分に気がついた。


（嫌いだったのは、こんな身体に生まれたおれ自身だったんだ）


　──わたしもです。わたしも鳳が嫌いではない。こんな身体の自分が厭いとわしかった。


　鳳の思いに、鸞が呼応する。


　──俺の心の問題なんだから、俺が何とかするしかないわけじゃない。


　鳳と鸞の二人は、そう言っていた晄の言葉を、同時に思い起こした。


『鸞、出て来られねーか？　まっ昼間だけど、この瘴気だ。雰ふん囲い気きとしては夜中以上だぜ』


　鳳が鸞に身体を明け渡わたそうと思ったのは、生まれて初めてだった。


　──やってみます。


　鸞が、自分から進んで表に出ようと思ったのも初めてだった。それまでの鸞は、日が沈しずんでからも鳳がこの身体を独どく占せんしたいのなら、それでも構わないとさえ思っていたのだ。


　鳳の手が自然に動いた。胸の前で、軽く指を曲げ、手の中に淡い光の球を練る。


　夜明けと夕暮れの時のような、身体のすべてが変化する感覚はなかった。ただ、手だけが鸞のものになっていた。手の上の月から、淡い光の粒つぶが流れ出した。


「これは──!?」


　目前に迫った勝利に愉ゆ悦えつし、鳳に対する注意を怠おこたっていた炅は、漂ただよう光の粒に気づいて愕がく然ぜんと目を剝むいた。炅は手の平を鳳に向け、水を集める。


「くそ……」


　しかし、その目は次し第だいに焦しよう点てんを失い、腕うでがだらりと力なく下がる。炅はがっくりと膝ひざをつき、茅かや葺ぶき屋や根ねの上に倒れ伏ふした。


『やればできるもんなんだな……』


　炅を見下ろし、鳳は呟つぶやいた。耳の奥で、そうですねと、鸞の安あん堵どの溜ため息が聞こえた。
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「ここは……？」


　気づくと晄は、深い闇やみの中にいた。何も見えず、何も聞こえない。


「俺、さっきまで陝邑で妖と戦ってたはず──」


　舜を呼んでみたが、返事はなかった。辺りはしんと、静せい寂じやくに包まれたままだ。何が起こったのかわからず、晄は闇の出口を探して歩き始めた。


　闇の奥からふと、微かすかにすすり泣く声が聞こえた。声の方角に目を凝こらすと、彼方かなたに小さな明かりが点ともっている。


（誰だれかいる……？）


　晄はそちらに向かって駆かけ出した。


　そこには、薄うすい明かりに包まれて、三、四歳ぐらいの男の子が身体を丸めて眠ねむっていた。閉じた目から、止めどもなく涙なみだが流れている。


「君、どうしたの!?」


　晄は幼子の肩かたに手をかけようとした。しかし、手は幼子の身体をすり抜ぬけてしまう。


「幻まぼろし……？」


　晄は瞠目した。


　──ごめんなさい、ごめんなさい……。


　実体を持たないその幼子の声が、晄の耳に届く。


　闇の中に、凄すさまじい形相で怒おこる老人の顔が浮かび上がった。


　──何度言ったらわかる！　炅、殺すことに臆おくしてはならん！　少しでも躊躇ためらえば、死ぬのはお前なのだぞ！


「これって、炅が見てる夢──!?」


　晄は、泣きながら眠っている幼子を見下ろした。一方で、闇に浮かぶ光景は、節くれ立った老人の手が激しく幼子を打ち、幼子は泣きじゃくっている。


　いきなり場面が変わった。


　──炅には、なぜ父さんと母さんがいないの？


　そう言って、幼い炅は老人の手を握にぎっていた。


　──お腹なかが空すいたよ……。何か食べさせて……。


　次に現れた光景は、薄うす暗ぐらい小部屋の隅すみで膝を抱かかえている炅だった。


　闇には次々と様々な場面が映し出された。灼しやく熱ねつの砂さ漠ばくを老人に手を引かれて歩く炅や、吹雪ふぶきの山の中を仲間の刺し客かくとともに彷徨さまよう炅もいた。


　晄は、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしたまま、それらの映像に見入る。


『章玄はどこにいる』


　突とつ然ぜん、鼓こ膜まくが破れんばかりの怒ど声せいが闇に響ひびき渡った。鳳の声だ。


　宙に浮かぶ映像がフッと消えた。眠っていた幼子の目が開く。


『章玄はどこだ。吐はきやがれ、この野や郎ろう』


　再び、鳳の声が響いたが、幼子は表情も変えず、口をつぐんだままだった。


　彼は手の甲こうで涙を拭ぬぐい、起き上がった。立った時には、十五歳の少年の姿をしていた。


　炅の周りだけ闇が薄くなり、雨の音が聞こえてきた。


　彼はふと、探さぐるような目つきで辺りを眺ながめ、やがて晄に視線を留とめる。禍まが々まがしい瞳ひとみが憎ぞう悪おに燃え、晄を睨にらみ付けた。


「僕が、お前だったかもしれないのに──」


　妙みように現実味のある声で、炅はそう言った。晄が問い返す間もなく、彼の姿は音もなく消え、辺りは再び闇に閉とざされた。





　　　　[image: ]





　頰ほおにかかる冷たい雨の感かん触しよくが蘇り、晄は目を開けた。


『悪い。お前たちまで、術にかけちまった』


　苦笑いしながら、鳳が手を差し伸のべた。


「術？」


　彼の手につかまり、晄は身を起こす。


『おれ、幻げん術じゆつが使えるようになったのさ』


　鳳はニッと笑った。


（俺は、幻術に巻き込まれたのか）


　見回せば、妖たちはすべて泥どろの中に倒たおれ伏していた。


「すごい技わざを持ってたんですねぇ」


　舜も立ち上がり、顔についた泥を拭う。


「炅は──？」


『屋根の上だ。下手へたにおれが触さわると目覚めちまうから、そのまま寝ねかしてある』


「鳳、俺たちを起こしに来る前、あいつに章玄の居所を訊きいてなかった？」


　屋根へ続くはしごを登りながら、晄は尋たずねた。


『ああ、訊いたよ。けど、あいつ何にも答えなかった。人間とは思えねえ、すげえ精神力だ』


　鳳は、肩をすくめる。


（俺は、炅が見ていた幻に入り込んじゃったんだ）


　もしかすると、闇に映っていたのは、炅の過去、そして身体を丸めて眠っていたのは、炅の心だったのかもしれない。


（幼いまま、独りで泣いていた……）


　可か哀わい想そうだと、その時に晄は思った。炅が、温かい家族に囲まれた自分を妬ねたましく思っても無理はない。幼い頃ころから殺人の技術を叩たたき込まれ、ぶたれ続け、それでもあの老人を頼たよるしか生きる術すべがなかったのだ。


　──僕が、お前だったかもしれないのに──。


　去り際ぎわの炅の言葉が耳にこびりついていた。


（あれは、どういう意味だったんだろう……？）


　屋根に出ると、炅はうつぶせに倒れ、身動き一つせずに雨に打たれていた。


　炅を見て、舜は眉まゆをひそめる。


「この子にまとわりついている光は──」


『兄ちゃんには視みえるのか。そうなんだよ、こいつやばいぜ』


「とにかく縛しばりましょう。いつ術が解けるかわかりません」


　舜は、腰こしに下げた袋ふくろから縄なわを出した。


「待って！」


　炅に近づこうとした舜を、晄は止めた。幻の中にいた時、途と中ちゆうで雨の音がして彼が消えてしまったことを思い出したのだ。


「もしかして、もう術が解けてるかもしれない──」


　晄は炎えん招しよう戈かを抜き、炅を凝ぎよう視ししたまま言った。


「『え──？」』


　舜と鳳は、同時に振ふり返った。


　突然、ザーッと滝たきが落ちるような音がした。その時にはすでに、大きな水の蛇へびの顎あごが晄の頭に覆おおい被かぶさっていた。晄は咄とつ嗟さに炎招戈の刃やいばで蛇の牙きばを防ぎ、蛇はその形を崩くずしたが、凄まじい水圧で晄は屋根に叩きつけられた。全身に痛みが奔はしったが、それは一いつ瞬しゆんのことだった。頭が真っ白になって、腰に力が入らなくなる。水への恐きよう怖ふが、晄の身体からだから自由を奪うばっていた。


「晄ちゃん！」


　舜は駆け寄ろうとしたが、その間に水の蛇が割り込んだ。いつの間にか立ち上がっていた炅は続けざまに蛇を放ち、鳳が光の槍やりでそれを砕くだく。


（畜ちく生しよう──）


　晄は唇くちびるを嚙かみしめた。立ち上がろうとして膝ひざが砕け、晄はつんのめった。その時──。


　──立ちなされ。


　頭の奥で、聞いたことのある声がした。人のよさそうな老人を想像させる声だ。


（河伯のお使いのおじいさん……？）


　晄は過去に二度、黄河に落ちたことがある。その度たびに、河伯の使いと称しようするその声に助けられた。彼が、呼びかけているのだろうか。


　──恐おそれてはなりませぬ。恐れはあなた様の心が生み出したもの。拙せつ者しやは黄河より出ることは叶かないませぬが、多少なりと力を貸し申す。どうか、御ご自身のお力で、恐れに打ち勝ってくだされ。


　空中に黄おう淡たん色しよくの光の粒つぶが生まれた。それが晄を取り巻く。手足の震ふるえがすっと治まった。


（怖こわいと思うのは、俺の心が弱いから──）


　晄は、荒あらい息をつきながら、河伯の使いの言葉を嚙みしめる。


（水を怖がってる場合じゃない──）


　二匹ひきの水の蛇が炅の手から離はなれ、晄に迫せまっていた。恐怖が消え去ったわけではなかったが、晄は足を踏ふみしめ、立ち上がった。炎招戈を握り直し、屋根を棟むね伝いに走る。一いつ匹ぴき目の蛇は鳳の光の槍が砕いたが、二匹目の蛇は、舜が操あやつる流星錘の間をすり抜ぬけて、晄の脇わきから迫る。晄は、身をひねって蛇の頭を避よけ、上段から蛇の胴どうを断たつと、そのまま、屋根の棟むな木ぎを蹴けって、炅の眼前に迫った。炅は禍々しい眼めを見開き、憎悪に唇を歪ゆがめて晄を睨み返していた。


『よせ！　そいつを殺すな！』


　晄の耳に、鳳の声がかすめる。晄が躊躇ためらったのは、鳳が止めたからではない。最初から、急所は外すつもりだった。けれど、炎招戈を振り下ろそうとした瞬しゆん間かん、闇やみの中で、たった独りで泣いていた幼い炅の姿が、現実の炅の顔と重なったのだ。


（俺は……どうしたら……）


　一瞬の躊ちゆう躇ちよを、炅は見み逃のがさなかった。彼の手から、凄まじい勢いで蛇が飛び出した。


　ドン！　と、鈍にぶい衝しよう撃げきが晄の腹に奔った。構えた炎招戈が蛇を水に変えたが、水の勢いは変わらず、晄は屋根からふっ飛ばされる。


『晄！』


「晄ちゃん！」


　鳳と舜が絶ぜつ叫きようした。


「うわ──」


　暗い空と地面とが交こう互ごに目に映った。この高さから落ちたら、骨の一本や二本では済まないだろうと、晄はぼんやり考える。その時、フッと身体が持ち上がった。


「え？」


　晄は目を瞬またたく。慣れ親しんだ鱗うろことたてがみの感触が身体の下にあった。


『このようなことになる前に、我を呼び戻もどせばよいものを』


　水すい妖ようの王は、不ふ機き嫌げんな声で言った。


「汪李──来てくれたんだ」


　晄は身を起こして、体勢を整える。


『お前が空を飛んでいるところを見たのでな』


　汪李は翼つばさを大きく一つ羽ばたかせ、北堂の屋根まで一気に滑かつ空くうする。屋根の上には、真しん珠じゆ色の馬の姿もあった。炅と舜たちとの間に入り、額の一本角を炅に向けている。


『諸懐を片づけるのに手間取った。無事でよかった』


　汪李の背に乗った晄に視線を走らせ、煒白は安あん堵どの息を漏もらす。


「くそ──」


　炅は、歯を軋きしらせて水妖の王と、平へい圃ほの神妖を交互に見た。


「いつか、殺してやる。そして、お前のすべてを奪ってやる──！」


　炅はバッと手の平を晄に向けた。数匹の巨きよ大だいな水の蛇が、牙を剝むいて晄に襲おそいかかる。煒白が、素す早ばやく蛇と晄の間に身体を割り込ませた。水の蛇は真珠色の体毛にぶつかって弾はじけ、巨大な水みず飛沫しぶきが上がる。汪李が片かた翼よくだけを羽ばたかせて、滝のように落ちる水を除のけた。


　水が治まった時には、炅の姿はなかった。彼方かなたに蝙蝠こうもりに似た妖あやかし──寓ぐうの群れが飛んでいるのが見えた。


「追って！」


　晄は言ったが、


『いや、お前は少し休め。熱があるぞ』


　汪李は飛ぼうとしなかった。


「でも、章玄の居所をつき止めて、術を解かせなくちゃ、黄河が──」


『雨を降らせていたのも、黄河を凍こおらせていたのも、あの寓使いだ。あやつが去れば、洪こう水ずいには至らぬだろう』


「けど、この瘴しよう気きを晴らさなくちゃ」


　空からは黒雲が消え、雨も止やんでいた。しかし、街には依い然ぜんとして黒い瘴気がわだかまっている。亡なくなった人の魄はくを地に帰さなくては、煒白の心は癒いえない。滅ほろぼしてしまった妖たちも報むくわれない。


『我の眷けん族ぞくに追わせよう』


　汪李は屋根に近づき、


「ここで晄ちゃんが病気になったりしたら、それこそあの子の思う壺つぼですよ」


　舜が駆かけ寄って、晄を汪李の背から無む理り矢や理りに下ろした。


『心配すんな。おれが瘴気を晴らしてやるよ』


　鳳が言った。


「『は──？」』


　晄も舜も、汪李も煒白も一いつ斉せいに鳳を振り向むいた。


『そうか。崑崙の鳳皇と鸞鳥──決して同じ時刻に現れることはないと聞いていたが』


　煒白が呟つぶやいた。


「どういうこと？」


　晄は尋たずねたが、


『まあ、いいじゃねーの。能書きは後にして、さっさとこの瘴気を消さねえと、晄の熱が上がるぞ』


　鳳はニッと笑った。








　鳳は、左手に淡あわい光を放つ月を乗せて高く差し上げた。右の手には、眩まぶしく輝かがやく光の槍を握にぎっている。


　陝邑城前の広場である。


　広場の中央に立つ鳳を、幾いく重えにも裘かわごろもでくるまれた晄は、舜や人ひと形がたになった汪李と煒白とともに、内城の壁かべ際ぎわで見守っていた。


　鳳の左手から月が離れた。それは本物の月のように、ゆっくりと静かに、暗い空へ昇のぼって行く。月光がこぼれ、鳳の足元に濃こい影かげを作った。


（魄が鎮しずまっている）


　汪李は地の気配を探さぐった。悲痛な叫さけび声を上げ続けていた死者の魄が、声を上げることを止やめていた。不条理につなぎ止められていた魄は、柔やわらかな陰いんの気を与あたえられ、あるべき姿を取り戻したのだ。


　月は陝邑の空を静かに照らした。


　鳳はしばらく月を見つめていたが、やがて右手に握っていた槍を構えると、大きく後方に身を反そらした。渾こん身しんの力を込めて、鳳は槍を空に投じる。光の槍は眩しい光を放ちながら、音もなく、空へ上がって行った。月よりもさらに遠く、高く──。


　瘴気の靄もやの中で、光が弾けた。あまりの眩しさに、晄は思わず腕うでで顔を覆おおう。


　真っ白い輝きが空を覆った。


　その瞬間、間ま違ちがいなく、遠い空にある太陽と、近い空にある月が、互たがいの光を打ち消さず、ともに陝邑の街を照らした。


　舜と晄は、目を細めてその様子に見入っていたが、汪李と煒白は大地に目を落とし、魄の行方ゆくえを見つめていた。


　留とどまっていた魄が、さらさらと崩くずれ、静かに地に帰って行った。


　汪李は傍かたわらの煒白を見やる。彼は瞳ひとみを潤うるませながら、自分が殺した者たちが消えていくのを黙だまって見守っていた。


　風に流れる霧きりのように、瘴気が薄うすらいでいった。


　陝邑郊こう外がいの丘おかの上で、楓牙もその様子を里人たちとともに見ていた。


「瘴気が消えていく──」


　ほつれた髪かみを濡ぬれた頰ほおに張り付かせ、面おもやつれした楓牙は呆ぼう然ぜんと呟いた。


「鳳殿が、ようやく御ご自身の力に目覚められたようでございます」


　昨夜、光の槍やりを操る妖を占うらない、日の光と月の光をともに照らすという意味を知った累焰は、穏おだやかに微笑ほほえんだ。


　やがて陝邑の上空に青空がのぞいた。霞かすみがかった三月の空だ。そこから本物の陽光が差し込んだ。明るい日の光は、瞬く間にその領域を広げ、街には暖かい光が満ちた。


「やった──」


　晄は、裘がずり落ちるのも構わずに、鳳に向かって駆け出した。バッと鳳に飛びついて、首に腕を回す。


「鳳、鸞。君たち、やっぱりすごいよ。ありがとう──！」


『ざっとこんなもんだ』


　鳳は輝く太陽の笑えみを浮うかべて、そう言った。
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「所しよ詮せんは十五の子ども。詰つめが甘いわ」


　梅の木の下、白い靄の中に座して鑑かんをのぞいていた章玄は、吐はき捨てるように言った。


「まあよい。鳳皇と鸞鳥がともに地上に降りていたことに気づかなんだは、こちらの不ふ手て際ぎわ」


　章玄は、一枚の亀きつ甲こうを手にすると立ち上がった。占いの成じよう就じゆを祈いのって、呪じゆ術じゆつを施ほどこした亀甲である。


「慌あわてることはない。王都の方が熟すまでには、まだ時間がある」


　ゆったりとした玄げん端たんの裾すそで靄を散らしながら、章玄は梅の木から遠ざかった。同時に、辺りが暗く沈しずんでいく。彼の姿が消えると、白い靄も梅の木も消え、ただ、深しん淵えんのような闇やみだけが残った。




　六　黄こう帝ていの導く光







『つまりのところ、今まではお試ためし期間だったわけよ』


　人ひと払ばらいがされた陝邑城の堂の一室で、鳳はそう言って、頰をぽりぽりと搔かいた。


「試すって、俺を？」


　裘を羽織り、鳳の肩かたに寄りかかったまま晄は尋ねた。


『お前も、おれたちもさ』


　鳳は自分を親指で指す。


　楓牙、累焰、舜の三人は火ひ鉢ばちを囲み、汪李と煒白は人形で壁際に寄りかかって、鳳の話に耳を傾かたむけていた。


　鳳が陝邑から瘴気を祓はらった後、晄は気が弛ゆるんだのか高熱を出した。晄が鳳に寄りかかっているのは、鳳から陽の気を分けてもらうためである。楓牙も倒たおれる寸前だったので、避ひ難なんした里人の帰宅を見届けると、晄たちと合流して城で休むことにしたのだ。


　鳳の話によると、鳳皇と鸞鳥は、開かい明めい獣じゆうという神のもと、崑崙の城門を守る鳥なのだそうだ。昼は鳳皇、夜は鸞鳥がその役目を負うのだが、鳳皇でも鸞鳥でもなく、未いまだ雛ひなの彼らは、開明獣にも仕えられずに、崑崙をうろうろしながら日々を過ごしていたという。


「鳳と鸞の故郷って、崑崙だったの!?」


　晄は目を見開いた。崑崙の鳥というと、何だかすごく偉えらそうな感じがする。


『三月の初めぐらいかな、突とつ然ぜん黄帝に呼び出されてさ。地上へ降りて、炎えん招しよう戈かの使い手に仕えよって言われたんだ。おれは日の光を武器にできたし、鸞は月の光で幻まぼろしが紡つむげる珍めずらしい鳥ってのがその理由だったらしいけどね』


　鳳は肩をすくめて、薄く笑った。


『何千年かに一度、日の光を操あやつる鳳皇と、月の光を操る鸞鳥が生まれることがあると、平へい圃ほを司つかさどる神、英招から授さずかった知識にある。どちらも、禹王、湯王が王朝を開いた時に現れた、希まれなる瑞ずい鳥ちようだそうだ』


　煒白は言った。ますます偉い鳥なんだと、晄は感動した。


『それって、ちゃんと二羽が別々の鳥。おれたちは二羽で一羽の半はん端ぱものだろ。自分たちにそんな価値があるのかなーとか、十五の庶しよ人じんの少年に、命賭かける価値あるのかなーとか思って、炎招戈に誓ちかうかどうかは、おれたちで決めさせてもらうことにしたんだ』


「それで、お試し期間なのか。で、俺は合格したの？」


　晄が尋ねると、


『今いま更さら訊きくな。おれたちが、日の光と月の光を同時に操れるようになったのは、誰だれのおかげかなんて、おれの口から言わせてーのかよ』


　鳳は口を尖とがらせた。


「え？　それって俺と関係あるの？」


　晄には意味がわからなかったが、昨夜、鸞が自分たちは二羽で一羽なのだと打ち明けた場面に居合わせた汪李と煒白は、物知り顔で微笑んだ。


『第一、不合格だったら、あんな危ねーやつと戦ったりするもんか』


「危ないやつとは、炅とかいう寓ぐう使いのことか？　章玄ならともかくも、あやつはお前が恐おそれるほど危険な人物とは思えぬが」


　火鉢の縁ふちに肘ひじをつき、薬酒を傾けながら楓牙は尋たずねた。


『ああ。化か蛇だと駮はくの兄さんにも、これは言っとかなくちゃならねーな』


　鳳は、真しん剣けんな表情で身を乗り出した。


『何があってもあいつを殺しちゃならねえ。晄も死なせちゃだめだ。たとえ、自分たちが滅ほろびても、晄だけは守らなくちゃだめだ』


「それは、あの子がまとってる光と関係があるんですか？　あれ、晄ちゃんがまとっている清と濁だくの光の、濁にごった方と同じでしたよね」


　舜は、不安げに尋ねた。


『炅と晄に取り憑ついてる濁った光、あれは水神、共きよう工こうの気だ』


　鳳は言った。


「共工──！」


　舜を始め、みなが目を剝むいた。


「共工って？」


　晄だけが怪け訝げんに首を傾ける。


『ずーっと昔に、天界を支配しようと女じよ媧かと伏ふつ義きに喧けん嘩かを売った神だ。ありゃ、すごかったぜ。黄河は溢あふれるし、そこら中が火の海になるし、あん時にゃ、おれももうだめだと思った』


　鳳はさも恐ろしげに言い、


『その時の戦いくさで、天が割れ、私は地上に墜おちた』


　煒白も険しい顔でうなずく。


『最初に鸞に会った時、幻を見せられただろ？　あいつだよ』


　鳳に言われて、晄は朱しゆ色いろの髪をした人面蛇神の怪かい物ぶつの姿を思い出した。


『あれは、お前が炎招戈の使い手としてふさわしいかどうか、鸞が試したんだ。悪かったな』


　禹王や湯王と同じく、共工を恐れずに立ち向かう晄を見て、鸞は晄に協力することにしたのだと鳳は言った。


「その水神の気と、俺と炅の命とどういう関係があるの？」


『長い話になる。お前にとっちゃ酷こくな話だが、ちゃんと聞けよ』


　と前置いて、鳳は語った。


　共工は、戦に負けて天界を追われてからも、いつか覇は権けんを握にぎろうと機会を窺うかがっていた。天から墜ちた煒白に術をかけて、英招の目から隠かくしていたのも共工だという。いつか自分の手て駒ごまにするつもりだったのだろう。実際に煒白は章玄に操られて、晄を殺しに来た。


　神々の戦は幾いくたびか起こり、禹王が夏王朝を開いたのも、共工が叛はん乱らんを起こして黄河が溢れたのがきっかけであり、湯王が殷を興おこしたのも、夏の最後の王、桀けつが共工に操られて人界を乱したためだった。湯王は、共工を滅ぶ寸前まで追い詰つめたが、共工は逃とう亡ぼうし、長い間行方ゆくえがわからなかったという。


『ところが十五年前、共工は突然現れて、黄河を司る神、河伯と戦ったんだ。で、共工は負けて身体からだを失った。気だけになった共工は、赤子の身体に入ろうとしたんだ。それが晄だ』


　無む垢くな赤ん坊ぼうでなくては取り憑つけないぐらい、共工は弱っていたのだろうと鳳は言う。


『湯王との戦で受けた傷が癒いえてなかったのかもしれねーな。河伯が言うには、戦う前から共工は弱ってたらしい。河伯は、共工が晄に入ろうとするのを阻そ止ししようとしたんだが、気の一部が晄に残っちまった。大部分の共工の気がどこへ行ったか、黄帝も河伯も探してたんだが、炅の身体に入ってたんだな』


『炅を殺してはならぬというのは、そういう理由だったのか』


　汪李は、忌いま々いましそうに言った。


『そう。どちらかが死ねば、共工が復活する──』


　鳳はうなずき、誰かが、息を呑のむ音が聞こえた。


『晄が死んで、共工の気が炅に取り込まれれば共工が復活しちまう。炅が死んだら、器うつわを失った共工の気は晄に乗り移り、その時は晄の清い光、つまり河伯の気と、共工の気が晄の身体の中でせめぎ合って、晄も死んじまう。で、やっぱり共工は復活しちまうんだ』


　しばらくの間、誰も言葉を発することができなかった。


　舜は蒼そう白はくで、唇くちびるを震ふるわせていた。楓牙は目を見開いたまま、愕がく然ぜんと晄を見つめる。


「あいつ……僕はお前だったかもしれないのに──って俺にそう言ったんだ」


　重い沈ちん黙もくを破ったのは、他ほかならぬ晄自身だった。


「先代の南庚王が亡なくなった三日後に拾われたって。だから、生まれた日もそんなに違ちがわないはずだみたいなことも言ってた。何でそんなことを言うのかなって、その時は思った……」


「南庚王が亡くなった三日後……」


　楓牙の手から、薬酒の觥さかずきが火鉢の中に落ちた。灰が散り、炎が弾はじけたが、楓牙は気づかない様子だった。累焰が急いで觥を拾い、床ゆかに散った灰を拭ふき取った。


　楓牙の動どう揺ようは、光の正体が共工の気であることだけでなく、それが晄の出生に関かかわる話だったからだが、晄にはわからない。


「俺と炅が共工に取り憑かれた時って、きっと住んでた場所とか、ほんのちょっとの違いしかなかったんだろうね。でも俺は河伯の加護を得て、炅は共工の器になって──。炅が捨てられたのは、共工に取り憑かれたせいかもしれない。俺は家族に囲まれて育ったのに、炅は刺し客かくに拾われてひどい暮らしをしてたんだ。だから、俺を憎にくむんだ」


　晄は、身体を丸めて泣きながら眠ねむっていた炅の幻を思い出して切なくなる。


『炅が水を操るとか、黄河を凍こおらせるなんて離はなれ業わざをやってのけるのは、共工の力だ。しかも、共工は炅の中で、神としての力を取り戻もどしてきてる。炅は今からどんどん強くなるぜ』


　鳳は言った。


「だから、章玄は炅と手を組んだのか。晄を殺し、共工を復活させるために……。章玄の目的が中原の支配だということは予想していたが、まさか、共工に加担しているとは……」


　楓牙は火ひ鉢ばちの縁を握りしめる。


「大だい丈じよう夫ぶだよ」


　晄はあえて笑えみを作った。多少の緊きん張ちようはあったが、平静さを失うほどの恐きよう怖ふはなかった。鸞に幻を見せられた時に、すでに覚かく悟ごが決まっていたのかもしれない。


「俺には汪李も煒白もいるし、鳳と鸞も味方になってくれたし──」


　晄は三人の妖と、それぞれ目を見交かわした。水すい妖ようの王と平圃の神妖は力強くうなずき、鳳は、『まかしとけって』と、ニッと笑った。


「禹王と湯王も力を貸してくれる」


　晄は炎招戈の柄つかを握る。心なしか炎招戈が熱を持ち、晄の手に吸いついた。


「俺は、絶対に死なない。そして炅も死なせない。この地上を神々の戦場にはできないもの」


　晄は、堂の窓の外を見やり、どこかにいる章玄と炅に向かって言った。


「それでも共工が蘇よみがえってしまったら、その時は共工と戦う。禹王と湯王のように──。そして、絶対に負けない」








「すごー。鳳ってこんなこともできるんだ」


　堂の回かい廊ろうから南庭を眺ながめながら、晄は驚きよう嘆たんの声を上げた。


　鳳は手の中に日の光を作り、それを木々に浴びせていた。すると、それまで堅かたかった蕾つぼみが、まるで冗じよう談だんのようにポンポンと開いていくのである。見る間に南庭は梅や桃ももの花盛りとなった。


『ま、一応、おれは陽に属する妖あやかしだからな』


　鳳はニッと笑う。


「何だか、ほっとしますね」


　舜の顔に、ようやくいつものほんわりとした笑みが戻った。


「大したものだ」


「この気を浴びておいでになれば、楓牙様の病やまいも早くに癒えましょう」


　晄と一いつ緒しよに回廊に出ていた楓牙と累焰も感心していた。


「では、なぜ先日は膝ひざ枕まくらだったのだ？」


　という楓牙の問いに、


「亳邑はすでに花が咲さいていたからでございます」


　累焰はさらりと受け流した。


　その日の午後、眉び軍兵が城外の里にいる間に、鳳は街のいたるところでこの技わざを使い、陝邑に春をもたらした。


　熱のあった晄は堂の一室で寝ねていたので実際に見てはいないが、気配を探さぐった汪李と煒白の話によると、街の陰いん陽ようの均きん衡こうは戻り、幻げん術じゆつにかかって眠っていた妖もすべて姿を消しているという。土地神に裁かれ、住み処かを移したか、または滅ほろぼされたのかもしれない。


（可か哀わい想そうなことをしちゃった……）


　妖には罪はない。罪があるのは妖を利用した章玄や炅だ。けれど、晄自身も炎えん招しよう戈かを振ふるって、多くの妖を滅ぼしてしまった。盗とう賊ぞく団を裁かなくてはならなかった楓牙の気持ちも、今はわかる。


（でも、仕方がない──なんて言いたくない）


　これからも、自分たちの戦いに巻き込まれて、多くの妖が滅ぶかもしれない。けれど、できるだけそんな事態にならないようにするのが、自分の役目だと晄は思う。


『夕暮れだ。晄、約束を果たしてもらうぜ』


　鳳は朱しゆに染まった空を仰あおいだ。日は西の山やまの端はしにかかり、稜りよう線せんを黒く際きわだたせている。


「約束って？」


『忘れたのかよ。この件が片づいたら、炎招戈に誓ちかわせろって言ったろ』


「ああ、そのこと。忘れてなんかないよ。でも、何で夕方？」


『西の空に日が残ってて、東の空には夜が来てる。今ならおれと鸞が一緒に誓えるじゃん』


「そうだね」


　晄は笑って庭に下りた。


　風がさわさわと梢こずえを揺ゆらし、花の匂においを運んできた。辺りには夕ゆう闇やみが落ちていたが、花は自ら光を放っているように、白くあるいは薄うす紅べに色いろに輝かがやいている。


　晄は花の下に立ち、炎招戈を抜ぬくと、胸の前に掲かかげた。


　鳳は晄の足元にひざまずき、臣が君主に行う最高の礼の姿勢をとる。


　太陽が、その半ばまで山の向こうに姿を隠かくしていた。朱しゆ色いろの空は茜あかね色いろへと変わり、東の地平は、深い青に沈しずんでいく。


『炎招戈と、黄帝に申し上げる。おれたち鳳皇と鸞鳥は、日の光と月の光を操あやつる鳥の定めにより、当代の炎招戈の使い手に従う。そして、天と地の安あん寧ねいのために、女媧と伏義の治世を脅おびやかすものたちから晄を守り、ともに戦うことを誓う』


　鳳の声は途と中ちゆうから、鸞の声と重なり、終わりの方は鸞の声だけになっていた。声が変わるに従い、衣ころもの色も、東の空と同じ黒に近い藍あい色いろに変わり、帯と髪かみをくくっている巾きんも、赤から銀が散ったような白に変じた。


　その様子を、楓牙、累焰、舜の三人は驚きよう愕がくの眼まな差ざしで見つめていたが、顔を上げた鸞を見て、彼らの驚おどろきはさらに増したようだった。


「背筋が寒くなるようだな。あの、腕わん白ぱくとやんちゃを絵に描かいたような鳳が、どうすればこの姿になるのだ──」


　楓牙は、鸞の美しさに思わず見入る。


「まさに月の化け身しん。ただし、あの者は陰いんに属する妖ゆえ、楓牙様はお体が完全に回復なさるまでは、近寄ってはなりませぬ。もちろん、膝枕など言語道断でございます」


「膝枕をさせたのは、お前だろう」
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　楓牙は反はん駁ばくしたが、累焰は聞こえないふりをしていた。


　鸞は、湖に映る月のような目で、晄を見上げた。


「ちょっと、そんなに見つめないでよ。幻術にかかりそうな気がするじゃない」


　晄は笑って鸞の手を取り、立ち上がらせた。そして、鸞に炎招戈を握にぎらせ、その上から自分の手を添そえる。


「炎招戈と黄帝に誓う。俺は、共工が蘇らないように、最善を尽つくす。もしも共工が復活してしまっても、罪もない妖が滅ぼされないように、一いつ生しよう懸けん命めいに生きている人たちが辛つらい思いをすることのないように──、地上に生きるすべてのもののために、俺は鳳と鸞と一緒に、最後まで戦う」


　淡あわい光を放っていた炎招戈が、一いつ瞬しゆん、眩まぶしい光を放ち、晄と崑崙の鳥を包んだ。


　累焰は、光の中に禹王と湯王、そして黄帝の影かげを視みる。


「考えてみれば、共工はこのお三人に共通の敵でございました」


　晄は偶ぐう然ぜんに炎招戈の使い手になったのではなく、共工と戦うべくして生まれたのかもしれないと、彼は思った。








　その夜よる遅おそく、楓牙は兄弟が寝ている部屋を訪おとずれた。晄はすでに寝ね息いきを立てていた。人ひと形がたで壁かべに寄りかかっていた汪李と煒白が目を開けたが、何も言わずにまた目を閉じる。反対側の壁際ぎわには、鸞が端たん座ざし、崑崙の夜の門番に似つかわしく、密ひそやかに晄を見守っていた。


「舜、ちょっといいか？」


　舜に声をかけると、


「いやですよ。王子様が僕だけに用がある時って、あんまりいい話じゃないですもの」


　すでに夜具に入っていた彼は、くるりと背を向ける。


「そう言うな。つき合ってくれたら、方形の鼎かなえを注文してやる。もちろん意い匠しようはお前に任せる。象だろうが犀さいだろうが、人面だろうが、好きな装そう飾しよくをするがよい」


　舜の肩かたがピクリと動いた。しかし、まだ起き上がらない。


「対ついになる簋きも、ついでに注文しよう」


　鼎は調理器具で、簋は鼎と対にして用いられる盛りつけ用の器うつわである。


　楓牙が言うと、「もう一声」と、後ろを向いたままの舜から返答があった。


（この──）


　楓牙は拳こぶしを震ふるわせ、ぐっとこらえる。


「では、貯蔵用の酒器──そうだな、酒が一斗とぐらい入る大きさの斝かも作ってくれ。三足のものでどうだ？」


「仕方がありませんねぇ。他ほかならぬ王子様の御ご注文ですから、引き受けてさしあげましょう」


　舜は笑みを浮うかべて、ようやく起き上がった。


　楓牙は、南堂の回廊に舜を連れ出した。寝しん室しつにしている部屋には累焰がいるからだ。花盛りの庭が見える場所に腰こしを下ろし、楓牙は持参してきた觥さかずきに酒を注いで、舜の前に置いた。


「王子様に注いでもらうなんて、何だかいつもと逆ですね」


　舜はほんわりと笑い、觥を口に運ぶ。


「で、何の御ご用ようです？　まさか、夜の花見に誘さそってくれたとか？　それも悪くないですけど」


　舜に問われ、楓牙はどこから切り出そうか迷った。訊ききたいことは山ほどあったが、返ってくる答えの大半は真実ではないだろう。けれど、どうしても知りたい──。


「晄が共工に取り憑つかれていると、お前は知っていたのか？」


　はやる気持ちを抑おさえて、楓牙は第一の問いを発した。


「いいえ」


　舜は即そく答とうした。楓牙が疑わしげな視線を投げかけると、


「本当ですよ。僕もびっくりしてます。父も何も言っていませんでしたし──」


　と、彼は苦く笑しようして言葉を継ついだ。


「章玄は大だい史し令れいに匹ひつ敵てきする実力を持ち、炅に至っては神の力を得つつある。しかも、あちらは本気で晄を殺しにかかってくるのに対し、こちらは炅を殺せない」


「わかってますよ。分ぶが悪いどころの話じゃありませんね。はっきり言って絶体絶命」


「章玄の目的が共工復活であることを、王都に報告しなければならない。国を挙げて晄を守らなければ、王家どころか殷そのものが滅びてしまう。もう、晄の存在を隠してはおけぬぞ」


　楓牙は真っ直すぐに舜を見つめて言った。


「僕が隠してるのは、家宝の魔ま法ほうの鼎ですよ。晄ちゃんを隠してるわけじゃありません」


　彼はいつもの言い訳をする。


　舜が自分たち一家を占術では占みえぬように呪じゆ術じゆつを施ほどこしているのは、南庚の御み子こを捜さがしている氏族たちの目から逃のがれるため──と、楓牙はそれまで思っていた。というより、信じたかった。


「晄は、南庚王の御子なのであろう？」


　しばらくの逡しゆん巡じゆんの後、楓牙は思い切って、第二の、そして楓牙にとっては最も重要な質問をした。


「またその話ですか。まあ、鼎に簋と斝までつけて釣つってきたぐらいですから、きっとそうかとは思っていましたけど」


　薄うすく笑う舜に、


「もう一度訊く。晄は南庚王の御子なのであろう？」


　祈いのるような気持ちで楓牙は再び尋たずねた。


「違ちがいますよ」


　舜は平然と答えた。


「この期ごに及およんで──」


　萎なえかかる気持ちを奮い立たせ、楓牙はドンと觥を床ゆかに置き、怒おこったふりをする。


「炅が拾われたのは、南庚王が崩ほう御ぎよした三日後だと、お前も聞いていただろう。御子が行方ゆくえ知れずになったのも、南庚が亡なくなった三日後だ。そして晄と炅はほとんど同時に共工に取り憑かれたのだぞ。こんな偶然があってたまるものか！」


「ほんと、偶然ですよねぇ。でも、それだけじゃ、晄ちゃんが御子だっていう証しよう拠こにはなりませんよ。たまたま同じ日に、御子が行方知れずになっただけなんじゃないですか？」


　そう言うと、舜は觥に口をつけ、ふいと視線をそらせて庭の花を眺ながめる。


「では、河伯と共工は、なぜ黄河で戦わなければならなかったのだ？」


　楓牙は怒ったふりを続ける。


「さあ、なぜでしょう」


　舜は花から目を離はなさずに答えた。


「南庚が死んだ三日後、御子は黄河に流された。南庚王に仕えていた大史令の昭しよう明めいは、御子を流す時に、河伯に加護を祈った。同時に、章玄は共工に御子の死を祈ったのではないか？　そして、御子を巡めぐって、河伯と共工が戦った。後は、昼間、鳳が言った通りだ。そう考えれば、晄が河伯の加護を得ていることも共工の気をまとっていることも説明がつく」


「なかなか筋の通った話ですね」


　唇くちびるの端はしを吊つり上げ、舜は楓牙に視線を戻もどした。


「でも、こうは考えられませんか？　御子が黄河に流され、河伯と共工が戦っていた場の近くに、たまたま晄ちゃんもいた。瀕ひん死しの共工は器を求めて、晄ちゃんに入ろうとし、それを阻そ止ししようと河伯は共工の気をちぎり、御子の方に共工の気の大部分が入ってしまった。つまり、御子は炅なんです」


「ではなぜ、河伯は晄に加護を与あたえ、炅には加護を与えなかったのだ？」


「炅は、共工の気の量が多すぎたからでしょう。鳳君も言ってましたよね。気がせめぎ合ったら死んでしまうと──。河伯が晄ちゃんに加護を与えたのは、御子だからではなく、共工の復活を防ぐためだと僕は思いますよ」


　舜は横目で、楓牙の反応を探さぐるように見た。楓牙は言葉を失い、目を見開いたまま舜を見つめ返す。


「本当は王子も、そう思っているんじゃないんですか？　累焰さんに占うらなわせようにも、晄ちゃんも炅も占術では占みえませんからね。悶もん々もんと悩なやんだ末に、僕に訊きに来たんでしょう？」


「──そうだ」


　楓牙は素す直なおに白状した。鳳から共工の話を聞いた後、すぐに累焰に占術をさせたのだが、何もわからなかったのだ。御子の行方も、晄が御子なのか、炅が御子なのかも──。


　ひどい焦しよう燥そう感かんに駆かられ、どうしても知りたくて舜を呼び出した。


「どうして御子にそんなにこだわるんです？　それも毎回訊いていますけどね。章玄の目的が共工を復活させて殷王朝を転てん覆ぷくさせることと、晄ちゃんが御子であるかないかは、関係ないじゃないですか」


　舜は眉まゆ根ねを寄せた。


「晄ちゃんと炅のどちらかが御子かもしれないなんて、王族や諸しよ侯こうの言の葉に上れば、国は大混乱しますよ。この際、二人の少年に共工の気が取り憑いていることと、十五年前の王位争いとは関係ないことにしておいた方が、王子様も今の王様も都合がいいでしょうに」


「わかっている……」


　楓牙は力なく呟つぶやいた。


「ただ、確かめたい。それだけだ。それもいつも言っていることだが……」


　つまらぬ感傷だと、それもわかっていた。


　惨みじめで寂さびしかった子ども時代、御子の存在は楓牙の心のより所だった。南庚王から御子に仕えよと言われた時、もう自分は一人ではないと思った。勇んで会いに行った赤子は、可愛かわいらしく、自分の指を握にぎって無む垢くな笑顔を自分に向けた。冷たく暗い深しん淵えんに光が差したような気がした。今でも、その時の喜びと、自分に向けられた赤子の笑え顔がおが忘れられない。


「たとえ、晄が御子でなくとも、ともにありたいと思っている。その気持ちに偽いつわりはない。だが、炅が憐あわれだとも思うのだ。もしも、あの少年が御子なのだとしたらなおさらのこと……」


　自分の望みは、生まれたばかりで政争に巻き込まれ、王城から逃にげねばならなかった御子が、生き延びて幸せに暮らしていることだ。けれど、炅は幸せではない。共工に取り憑かれ、刺し客かくに育てられ、人の温ぬくもりも知らずに、ただ憎にくしみだけを募つのらせて、あの少年は生きてきた。


「ずっとそばにいて守ると誓ちかったのに──」


　楓牙は深い吐と息いきをついて目を伏ふせた。


　果たされなかった約束──。今でも楓牙はそれに縛しばられている。


「あの少年に妙みような同情を寄せて、手加減などしたら許しません」


　それまで、飄ひよう々ひようとしていた舜の声こわ音ねに怒いかりがこもっていた。楓牙は驚おどろいて顔を上げる。


「いいですか。あなたが守るべき相手は、晄ちゃんですよ」


　怜れい悧りな切れ長の瞳ひとみが、冷たく楓牙を見み据すえていた。緩ゆるやかな風が満開の花の間を吹ふき抜ぬけ、ざわざわと梢こずえが鳴る。


「晄ちゃんの戦う相手が、天界を脅おびやかすほどの神様だとわかってしまった今、僕も、あなたに妙な意地を張るつもりはありません。僕の大事な晄ちゃんを守るために、あなたの地位も財力も、眉び軍兵も、何だって利用してやるつもりです」


　これまで、独りで守ってみせると言っていた舜である。言葉の上では楓牙を利用すると言ってはいるが、楓牙には彼が助けを請こうているように思えた。


　舜は、再び庭の木々に目を移す。彼の目に映るのは、花でも満天の星でもなく、誰だれにも知られることなく、命を張って晄を守り続けてきた十五年の歳月だったのかもしれない。


「あなたが守るべき相手は、晄ちゃんなんです──」


　舜は繰くり返した。楓牙には、十五年前に楓牙が誓った相手は晄だと、舜がそう言っているように聞こえた。


「わかった。今こ宵よい限りで、御子の行く末を案じるのは止やめる」


　楓牙は立ち上がった。これ以上舜を追い詰つめるのは、楓牙の矜きよう持じが許さなかったし、彼の誇ほこりを傷つけたくもなかった。


「案ずるな。いくら炅が憐れだとて、感傷には振ふり回されぬ。私は殷の王子として、民たみを治める者として、晄を守ろう」


　去り際ぎわに楓牙は、舜を一いち瞥べつした。彼は答えず、黙だまって花を見つめていた。








「まあ──。何てきれいな子なんでしょう！」


　鸞を見た時の、莉由の第一声はそれだった。


　翌日には、黄河の氷もすっかり溶とけ、晄や楓牙の体調もすっかり回復した。避ひ難なんしていた里人たちを家に帰し、雑事も一段落したところで、晄と舜は楓牙たちとともに陝邑を出た。煒白に乗って行けば一刻もかからない道のりだが、舜が乗ってきた馬車もあるし、陝邑周辺の様子を確かめておきたかったので、晄も眉軍兵の行軍に合わせて亳邑に戻った。


　陝邑からは亳邑城の方が近いのだが、楓牙は兵を解散させると、そのまま累焰とともに晄たちについて来た。注文した青銅器の意い匠しようについて、舜と相談があるというのが表向きの理由だが、どうやら莉由の作る夕食が目当てらしい。


　家に着いたのは、日が山やまの端はにかかる時刻だった。兄と弟の無事な姿を見て、莉由は二人に飛びついてきた。ちょうどその時、日が沈しずみかけ、鳳は莉由の目の前で鸞に替かわってしまった。そして、「何てきれいな子なんでしょう！」と、彼女が感かん嘆たんの声を上げるに至ったのである。


『鸞と申します。この度たび、鳳ともども晄に仕えると、炎えん招しよう戈かに誓わせていただきました。どうか、末永くよろしくお願いいたします』


　手を重ね合わせ、鸞は丁てい寧ねいに挨あい拶さつした。


「へえ、見た目だけじゃなくて、中身も変わっちゃうのね。さ、入って。ちょうど夕ご飯の支し度たくをしようと思ってたのよ。鳳君は黍きび餅もちが好きだったけど、鸞ちゃんは何が好き？」


　莉由は、いそいそと鸞を招き入れる。


「普ふ通つうは、見知った人、じゃなかった、妖あやかしがいきなり変身したら、もっと驚くもんだよね」


　鸞の存在をあらかじめ知らされていなかったにもかかわらず、あっさりと受け入れてしまった莉由に、晄は啞あ然ぜんとし、舜は、「さすがは莉由ちゃんです。肝きもが据すわってます」と、ほんわり笑った。


「あら、王子と累焰さんも御ご一いつ緒しよでしたの。何の御ご用ようかしら？」


　鸞を見る時と異なり、成人男性を見る莉由の目は冷たい。


「いや、その──舜に、鼎かなえと簋きと斝かを注文したので、今日のうちに意匠の打ち合わせをしようかと……」


　楓牙はしどろもどろに答えたが、すかさず、累焰が膝ひざを乗り出した。


「莉由殿、実は、陝邑の厨くりやに干し肉や干し魚などがございましてね。かの地は瘴しよう気きに覆おおわれ、これまで真冬並みの寒さでございましたゆえ、傷いたんではおらず、捨てるのももったいないと、ここまで運んできてしまったのでございます。申し訳ございませぬが、調理してはいただけませぬか？」


　累焰は、もったいないという言葉で、巧たくみに莉由の貧びん乏ぼう性しようをくすぐった。


「ま、お城の貯蔵食品──」


　それまで、渋しぶい顔をしていた莉由の目が輝かがやく。


「お客様ならしょうがないわね。ついでだからお夕飯を召めし上がっていって」


　莉由は嬉き々きとした表情で言った。今まで莉由は王子を客きやく扱あつかいしていなかったらしい。


　夕食を食べながら、舜は莉由に陝邑でのできごとを大まかに語った。晄が共工復活の鍵かぎであることは伏せ、章玄と炅への注意を促うながすに留とどめておく。


「まあ、水を操あやつる呪じゆ術じゆつ師しだなんて──。かつてない危機だったわね」


　莉由は蒼そう白はくになった。莉由は、呪じゆ詛そをかけられて暴れていた汪李や、晄を喰くおうとしていた煒白も見ているのだが、弟の水恐きよう怖ふ症しようを誰よりもよく知っている彼女は、晄が水を浴びせられたことの方が恐おそろしく思えたらしい。


「でも、果か敢かんに水の蛇へびに立ち向かって行きましたよ」


「がんばったのね。偉えらいわ」


　舜と莉由は、よしよしと晄の頭を撫なでる。


「お兄ちゃんが晄ちゃんの助すけっ人とに行くって出てった後、陝邑の瘴気が城外に溢あふれたって噂うわさを聞いて、あたしすごく心配になって、これを作ったんだけど」


　莉由は、真っ赤に染めた裼せき衣いを取りだした。太陽を模したのか、中央にはでかでかと真っ黄色の円い布が縫ぬいつけられている。亡なき母が、瘴気を除よける呪まじないだと、こんな感じの垂たれ布を窓にかけていたのを思い出したのだという。


「斬ざん新しんな意匠だね……」


　陰いんに属する妖を追っ払ぱらうにはよさそうだが、人間にも避さけられそうだ。


「明日にでも届けようかと思ってたのよ。でも、相手が水を操る呪術師なら、顔が濡ぬれないような革かわのお面の方がよかったわね」


「楓牙に着せてあげられればよかったね。楓牙は、瘴気にあたって相当参ってたのに、城下から出ようとしなくて、しょうがないから累焰が殴なぐって──」


「言うな──」


　楓牙が頰ほおに朱しゆを奔はしらせて、晄の言葉を遮さえぎった。ちらりと莉由に視線を走らせ、彼女の反応を窺うかがう。彼は、自分の体を慮おもんぱかってくれた従者に感謝はしていたが、莉由には気絶したことを知られたくなかったのだ。


「楓牙様は、わたくしごときに気絶させられたことで、御ご自身を大変情けなく思われていらっしゃいまする。どうか、あれは見なかったことにしておいてくださいませ」


　累焰は殊しゆ勝しような顔で言い、「だから、言うなと言っているだろうが」と、楓牙は拳こぶしを震ふるわせた。


「あら、そんなことがあったの」


　莉由は大して興味もなさそうに相づちを打った。


「それにしてもその裼衣、真に陽の気を集める力がございます。さすがは希代の名工、尭ぎよう殿の御息女。そのすばらしいお品を、瘴気に弱い楓牙様に、どうかお譲ゆずりいただけないでしょうか」


　楓牙の怒りなど気にした風もなく、累焰は赤地に黄色の派手派手しい裼衣に目を落とす。


[image: ]


「そうねぇ。こんなのうちに飾かざっといても暑苦しそうだし、引き取ってもらおうかしら」


　莉由は無造作に裼衣を差し出し、楓牙は「く、くれるのか──」と、天地がひっくり返らんばかりに驚おどろいた。おそるおそる裼衣を受け取り、感無量といった表情でそれを眺ながめる。


（もしや、累焰はこのことをあらかじめ占みていて私を殴ったのか……）


　楓牙はあらためて、自分はよい従者を持ったと感激した。


「ところで、鸞ちゃんの本ほん性しようって何なの？　やっぱり煒白や汪李みたいに大きいのかしら？」


　莉由は興きよう味み津しん々しんといった様子で、鸞の顔をのぞき込んだ。そう言えば、晄たちも鸞の本性は見ていない。


『鳥です。大人の鸞鳥はかなりの大きさですが、わたしは雛ひななので小さいですよ』


　鸞は、そう言うとひよこに変へん化げした。姿形は鳳と同じだが、羽う毛もうは黒に近い藍あい色いろで、目を軽く伏ふせているせいか、睫まつ毛げが長く見える。


「まあ、かわいい！」


　莉由は目を輝かせ、鸞を両手でそっとすくい上げると「ふわふわ～」と、頰ずりする。


『五尺より近くに寄らせてもらえない私とは、随ずい分ぶんな違ちがいだ』


　まさに戦士という体たい軀くの煒白は、三杯ばい目の粟あわ粥がゆをよそいながらぼやいた。


『我など、莉由の前では人ひと形がたになることも許されておらぬ』


　小蛇姿の汪李は胴どう体たいの中に顔を埋うずめる。


「ごめんねー。ちっちゃい化か蛇だと駮はくが可愛かわいくないわけじゃないけど、鸞ちゃんは女の子だし。妹ができたみたいで、あたし、すごく嬉うれしいの」


　莉由は笑い、一同は「は──？」と目を瞬またたいた。


　その後、夜具の支度を始めた莉由を横目で見ながら、


「鸞て、男なの、女なの？」


　晄はこっそり鸞に尋たずねてみた。舜も、楓牙と累焰もするすると近寄って来て内ない緒しよ話ばなしに加わる。


『基本的に鸞鳥にも鳳皇にも性別はありません。ただ、性質上、鳳皇は男性の人形を得ることが多く、鸞鳥は女性の人形を得ることが多いようです。でもわたしの場合、身体からだのつくりは鳳と一いつ緒しよですから……』


　一同は顔を見合わせ、莉由に視線を戻もどす。彼女は「鸞ちゃん、今日はあたしと寝ねましょうね」と、うきうきした様子で、鸞の分の夜具を自室に運んでいた。


「莉姉には黙だまっていようね……」


　晄は囁ささやき、みな複雑な面おも持もちでうなずいた。
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「陝せん邑ゆうの瘴気が去ったとな……」


　殷いんの宰さい相しよう、晏あん仲ちゆうの報告を聞いて、陽よう甲こう王は病の床とこから起き上がった。体調は悪化する一方で、気が触ふれたようになって意識を失うことが、日に何度も起こるようになっていたのだ。


「此こ度たびも、炎えん招しよう戈かの使い手、晄の手て柄がらとのことでござる」


　晏仲は、晄が崑崙の鳥を従えたことや、陝邑の陰いん陽ようの均きん衡こうが戻るに至った経けい緯いを語った。


「左様か。ならば褒ほう美びとして、そうだな……この際、陝邑を晄に与あたえてしまうか」


　ぼんやりと、焦しよう点てんの定まらない目で陽甲は言った。


「庶しよ人じんの生まれの者を、邑むらの領主になさると？」


　晏仲は驚いた。晄は心の真っ直すぐな少年で、晏仲は彼の将来を期待してはいたが、邑の領主となると話は別である。殷は、その地域を治めていた氏族を攻せめ落として、子し家けの王子を邑の領主におくことで勢力を広げてきた。まして、陝邑は軍事、外交面での拠きよ点てんである。身分的にあり得ないだけではなく、政まつりごとの何たるかも知らない十五の少年に陝邑を任せるのはあまりにも無む謀ぼうだ。


「あのような汚けがれた土地、他ほかに治める者もおるまいが──。楓牙に後見させれば何とかなるであろう」


　陽甲は苦い顔で答えた。つまりは、やっかいごとを押しつけたわけである。


（浅せん慮りよな──。これも病のせいであろうか）


　晏仲は、陽甲の投げやりな態度を案じた。


「なお、章玄の目的は、水神、共工の復活にござる」


　晏仲は居住まいを正し、本題を切り出した。


　傍かたわらに控ひかえていた大だい史し令れい利條は、端たん整せいな眉まゆをひそめた。なぜなら、陽甲の体内で何かがザワリと身じろいだからだ。しかし、呪じゆ力りよくを持たない晏仲には視みえず、陽甲がさして興味もなさそうに「ほう」と応じただけだったことに愕がく然ぜんとした様子だった。


「晄と、もう一人炅という少年に、共工の気が取り憑ついておるとのこと」


　二人のどちらかが死ねば、共工が蘇よみがえることや、章玄が炅と手を結んで晄の命を狙ねらっていることなどを知っても、陽甲の表面上の態度は変わらなかった。けれど、陽甲の体内に潜ひそむそれの蠢うごめきが激しさを増していた。


（共工という言葉に反応している……？）


　利條は、陽甲の身体の中に目を凝こらす。


　陽甲が何かに取り憑かれているという懸け念ねんはあった。しかし、その正体はわからず、どんな呪じゆ術じゆつを施ほどこしても祓はらうことができなかった。


「共工が蘇れば、天では戦いくさが起こりましょうな。殷の国どころか、人の世が滅ほろびまするぞ」


「左様か──」


　殷の王は人ごとのように答えた。体内の何かが歓かん喜きにうち震えているのを利條は視る。


（神々の気とは、人でいうところの血肉……。二人の少年に憑いているのが気のみであるなら、共工の意思──核かくとなる部分はどこに潜んでいる……？　まさか──）


　恐ろしい想像をして、利條は戦せん慄りつした。




　終







「おおお俺が、陝邑の領主──!?」


　晄は、持っていた鋤すきをぽろりと取り落とした。


「そうなの、さっき亳邑城からお使いの人が来て──。二、三日したら、王都から、王使が正式にお知らせを持って来るらしいけど──。とにかく、王子が待ってるから、すぐに陝邑に来てって」


　ぜいぜいと肩かたで息をしながら、莉由が言った。


　五月のよく晴れた朝のことである。晄は最初に賜たまわった畑で、野午の里人とともに、粟あわの種たね蒔まきをしていた。そこへ、馬車に乗った莉由が、慌あわただしく駆かけつけて来たのである。


「わぉ、晄さん、すげえことになったな」


　里人たちが、仕事の手を止めてわらわらと集まって来た。


「どどどうしよう……？」


　あまりに驚きすぎて頭が回らず、晄は思わず里さと長おさの厳を見上げた。


「いや、どうしようと訊きかれても……、とにかく陝邑に行ってください」


　さすがの厳も、目を丸くしている。


「種蒔きは俺らに任せろ」「帰ってきたら、祝いの宴うたげだ」


　里人たちは、勝手に盛り上がる。


「帰りに、城下で旨うまい酒を買ってきておくれよ」


　厳たちに送り出され、晄は煒白の背に跳とび乗った。





　初夏の朝日を背に浴びながら、晄は黄河沿いの馬車道を、陝邑へ向かって駆ける。


『晄が、陝邑の領主ってのは驚きだよなー。殷の邑ってのは都市国家だ。つまり一国一城の主あるじってことだぜ。王様もやるねぇ』


　懐ふところから、ひよこ姿の鳳が顔を出した。


「なんか、信じられない。他の邑の領主は、王子か貴族だってのに、いきなり俺なんかがポンと領主の座に納まっちゃっていいのかな」


『身分なんか気にすることねーだろ。政に余計な口出ししてくるやつなんかいないんだから』


　鳳はあっけらかんと笑うが、


「ってか、誰だれもいないんだよ。それはそれで、問題だよ」


　晄には笑い事ではない。一夜にして滅び、その後瘴しよう気きに覆おおわれたような街に、どうやって人を連れて来ればいいのだろうか。


　そうこうしているうちに、陝邑の城じよう壁へきが見えてきた。


『いや、人がいる。陝邑城前の広場で大勢の声がする』


　煒白が言った。


「亳邑の兵士かな。楓牙が前に、そんなようなこと言ってたし」


　陝邑は防衛上の要かなめということで、瘴気が去った後、楓牙は一個大隊を陝邑に駐ちゆう留りゆうさせ、警備にあたらせていると同時に、自らも度たび々たび陝邑を訪おとずれていたらしい。


　城下は、若葉が眩まぶしいくらいに輝かがやいていた。木々の間を鳥が飛び交かい、蜂はちや蝶ちようが花の蜜みつを求めて舞まっている。


（陰陽の均衡は保たれているみたいだけど……）


　風景が華はなやいでいる分、人の姿がないことをもの寂さびしく感じさせた。


　しかし、


「噓うそだろ──」


　陝邑城前広場の門をくぐった晄は、目を瞠みはった。


　広場には、亳邑の紋もん章しようをつけた兵たちが、整然と立ち並んでいた。楓牙と累焰がその中央で晄を待ち受けている。そして、さらにその奥で、石いし畳だたみにひれ伏ふしている大勢の男女は──。


「そんな……まさか……」


　晄は煒白から下りた。ひよこがぴょんと、馬の背に移り、珍めずらしく汪李も腕うでから解ほどけて、ひよこの隣となりでとぐろを巻く。


　晄は震ふるえる足で、左右に並ぶ兵たちの間を進んだ。楓牙を見上げると、「みな、領主の到とう着ちやくを待っていたのだ。挨あい拶さつしてやれ」と、彼は軽く笑って道を譲ゆずる。


　晄は、列の先頭で叩こう頭とうしている大おお柄がらな男の前で立ち止まった。


「焉……」


　祭さい祀しの生いけ贄にえになるため、王都に送られたはずの盗とう賊ぞく団の頭目の名を呼ぶ。


　彼は顔を上げ、


「よう、久しぶり──じゃねえ。お久しぶりでございますって言わなきゃいけねえな」


　と、ニヤリと笑った。


「……生きてたんだ……」


「おうよ、楓牙王子の格別な計らいってやつだ」


「よかった──」


　晄は焉の首にかじりついた。思いは声にならず、ただ涙なみだばかりが溢あふれて止まらなかった。


「へへ。驚おどろいたかい？　俺もあんたがここの領主になるって聞いて驚いたけどよ」


　焉は、「何も泣くこたぁねえだろが」と、晄の頭をわしゃわしゃかき回した。


　彼の後ろで伏していたもと盗賊たちも顔を上げ、満面の笑えみをたたえて晄を見ていた。その中には、虎とらに襲おそわれ、その後疫えき病びように罹かかった幼い佑の元気な姿もある。


「楓牙──」


　晄は拳こぶしで涙を拭ふき、楓牙を振ふり返った。


「災さい厄やくに見み舞まわれ、廃はい墟きよとなった街だ。労ろう役えきに就つかせるには、ふさわしい場所であろう？」


　と、楓牙は笑った。他の場所で労役に就いている罪人も、いずれ陝邑に移すつもりだと彼は言う。確かに、庶人に移住を強制しても、逃にげ出してしまうかもしれない。


「それらのならず者を統とう括かつするには、焉は適任だと考え、死罪を免めん除じよした」


「ありがとう──」


　晄は、楓牙に飛びついた。


「西と南には隣りん国ごくの周と召が控え、黄河の向こうには虞氏の治める蒲邑がある。さらに、陝邑は洪こう水ずいが頻ひん発ぱつする街だ。しかも領民のほとんどが罪人なのだ。政まつりごとを行うのは容易ではないぞ」


「うん──。俺、がんばる」


　晄は、楓牙の胸に顔を埋うずめたままうなずいた。楓牙への感謝の気持ちが涙になって、顔を上げることができなかったのだ。


　楓牙は両手を晄の肩に置き、軽く揺ゆさぶる。


「政だけではない。お前の背には、人の世の存亡がかかっているのだ。それでも、くじけずにやり通すと誓ちかえるか？」


　楓牙の言葉に、晄は再び深くうなずいた。彼の衣ころもに顔をこすりつけて涙を拭ぬぐい、ついでにはなをかむ。


「誓うよ。大だい丈じよう夫ぶ、俺は負けない。章玄にも炅にも、自分にも──」


　晄は顔を上げて、真っ直すぐに楓牙を見つめた。


「頼たのむぞ」


　楓牙は、凜り々りしい瞳ひとみで晄を見つめ返す。


　晄は、再び焉を振り向むいた。


「焉にも誓うよ。飢うえて、盗ぬすんだりしなくていいように、正しい心を持った人が、裁かれて罰ばつを受けたりしなくていいように──俺、そんな街にするよ」


「期待してるぜ」


　焉は豪ごう快かいに笑った。


『我が主あるじは、どうしてこうもやっかいごとを背負い込むのであろうな』


　晄たちの会話に耳をそばだて、汪李はぼやいた。


『私たちの主になったことも、やっかいごとに含ふくまれると思うが……』


　煒白は神しん妙みように言い、


『だから、おれと鸞がはるばる崑崙からやってきたわけさ』


　鳳は愉ゆ快かいそうに言った。


「晄殿は、夏の禹王や殷の湯王の跡あとを継つぐ者として、ふさわしい者になられましょう」


　炎えん招しよう戈かに誓った三名の妖あやかしは、未来さき読みの占術師、累焰の呟つぶやきをとらえて、『当たり前だ』とそれぞれ心の中で応じた。








　王都の陽甲王や晏仲、利條をも巻き込み、晄と彼に従う妖たちと、炅と章玄との戦いの火ぶたが切って落とされたのは、それから間もなくのことだった。




　あとがき







　青葉が眩まぶしい季節となりました。皆みな様さま、いかがお過ごしでしょうか？


　さて、妖よう遊ゆう記きも三巻目となり、盟約編が一応の結末を迎むかえました。晄こうに従う妖あやかしがこれで出そろい、次巻からは天界や崑こん崙ろんと関かかわりながら、王座に向かってまっしぐら──？（まっすぐいかないかも。登場人物たちよ、ちゃんと私の言うことをきいて～）


　ところで、各巻の表紙で、晄が立てている指にお気づきですか？　三巻全部買ってくださった方、並べて見てください。一巻で晄が指を一本立てているでしょ？　二巻では、炎えん招しよう戈かの柄つかを持つ指が二本、三巻では刃やいばに添そえられた指が三本立っているんです。私、二巻と三巻は言われるまで気づきませんでした。伊い藤とう先生の技に感服です。


　本文の挿さし絵えも素す敵てきですねー。鳳ほうのかっこよさと鸞らんの妖よう艶えんさ、ひよこの可愛かわいさはもちろん、お兄さんたちの男っぷりに惚ほれ惚ぼれ～。とどめは最後のイラスト、煒い白はくが五尺以上離はなれてご飯を食べてるところでした（ちなみにこの物語では、一尺は二十三センチということにしてあります）。ミニキャラたちも愛らしく、本当に嬉うれしいです。ありがとうございます！


　最後になりましたが、読者の皆様に心から感謝申し上げます。皆様の励はげましを支えに、村田は何とか書き続けております。これからも応おう援えんよろしくお願いいたします。




村田　栞　　
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一同　陝せん邑ゆう領主、ご就任おめでとうございます。


晄　　ちょ、ちょ、みんななに!?　そんな改まって──。


楓牙　これでお前も一城を持つ身だな。民を導き、焉えんたちのような境きよう遇ぐうに陥おちいる者を出さぬため、ともに務めよう。困ったことがあれば何でも言ってくれ。力になろう。


晄　　うん！　ありがとう。俺、みんなが幸せに暮らせる邑をつくっていきたい。


舜　　僕は晄こうちゃんと莉り由ゆうちゃんが元気な姿でいてくれたら、それだけで幸せですよ。


莉由　あたしも。お兄ちゃんと晄ちゃんと、鳳ほうくん、鸞らんちゃんが笑っていてくれたら幸せよ。


汪李・[image: ]白　（我らは含ふくまれぬのか……人ひと形がたが男なばかりにこの扱あつかいは、理り不ふ尽じんではないか）


晄　　俺もみんなが笑顔で暮らせたらいいなって思う。でもそれって、すごく大変なことなんだね。好きな人から笑顔を奪うばいたいなんて人、いないはずなのに──。俺は、これからも共きよう工こうに襲おそわれたりするのかな？　それで俺の大切な人たちが傷つくのは、イヤだ！


舜　　僕が共工から絶対守ります！


楓牙　私が共工から絶対守る！


累焰　（相変わらず、呼吸はぴったりですね。決意の固さも）


汪李　案ずるな。章しよう玄げんや炅けいに、晄は渡わたさぬ。共工にも指一本触ふれさせぬ。晄の存在は、我にとって光そのもの。我の誓ちかいを信じろ。


[image: ]白　晄の命を奪うような真ま似ねは誰だれにもさせない。私は晄とともにありたい。もしそれが叶かなわず、晄のいない世界を生きていくくらいなら、私はいっそ滅ほろびを選ぶ。


鳳　　おれがついてるんだ！　晄に手出しはさせねえ。たとえそれが最強の水神・共工でもだ。


鸞　　晄を失うくらいでしたら、神をも欺あざむき、すべてを幻げん術じゆつの世界へ誘いざないましょう。


晄　　みんな、ありがとう！　でもね、きっと俺が最強だよ。だって、舜しゆん兄にい、莉りー姉ねえ、汪おう李り、煒い白はく、鳳と鸞に、楓ふう牙がと累るい焰えん！　黄こう帝てい、禹う王おう、湯とう王おうだってついていてくれるんだから──。俺もみんなを守りたい。俺は大切な人を誰だれ一人ひとり失いたくないんだ。


舜　　それは……困りました。王子様の一人や二人、犠ぎ牲せいになるのは当然と思っていましたが、そうもいきませんね。


楓牙　舜、それは、もとより私が犠牲になるのは当然ということか？


舜　　おや。王子様は晄ちゃんのためでしたら、その身を楯たてにする覚かく悟ごがおありかと思ってましたが、そうではなかったのですか。僕の買かい被かぶりのようですね。


晄　　だーかーら！　誰かが犠牲になったり、不幸になったりするのはダメ！　俺、もし──、もしもみんなに何かあったら…………泣くからね!!


一同　ななな、泣く──!?　晄（ちゃん）に泣かれたら……。


累焰　泣く晄殿と天てん帝ていに勝てる者は、この場にはおりませぬ。わたくしにはその様子が占みえました。やはり、晄殿が最強と申せましょう。




東とう方ほう妖よう遊ゆう記き


光ひかりが裁さばく第だい三さんの盟めい約やく





村むら田た　栞しおり
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